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ご注意

保証

HP製品、 またはサービスの保証は、 当該製品、 およびサービスに付随する明示的な保証文によ ってのみ規定

される ものと し ます。 こ こ での記載は、 追加保証を提供する ものではあ り ません。 こ こに含まれる技術的、

編集上の誤り、 または欠如について、 HPはいかなる責任も負いません。

こ こに記載する情報は、 予告な しに変更される こ とがあり ます。

権利の制限

機密性のある コ ンピ ューターソ フ ト ウ ェ アです。 これら を所有、 使用、 または複製するには、 HPからの有効

な使用許諾が必要です。 商用コ ンピ ューターソ フ ト ウ ェ ア、 コ ンピ ューターソ フ ト ウ ェ アに関する文書類、

および商用アイテムの技術データは、 FAR12.211および12.212の規定に従い、 ベンダーの標準商用ラ イセンス

に基づいて米国政府に使用許諾が付与されます。

著作権について

© Copyright 2001-2014 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標について

Adobe®は、 Adobe Systems Incorporated (ア ド ビシステムズ社)の登録商標です。

Intel®およびItanium®は、 Intel Coporationの米国およびその他の国における登録商標です。

Microsoft®、 Windows®、 およびWindows® XPは， Microsoft Corporationの米国における登録商標です。

Oracleと Javaは、 Oracle Corporationおよびその関連会社の登録商標です。

UNIX®は、 The Open Groupの登録商標です。

サポー ト

次のHPソ フ ト ウ ェ アサポー ト オン ラ イ ンのWebサイ ト を参照し て く ださい。

http://support.openview.hp.com 

このサイ ト では、 HPのお客様窓口のほか、 HPソ フ ト ウ ェ アが提供する製品、 サービス、 およびサポー ト に関

する詳細情報をご覧いただけます。 

HPソ フ ト ウ ェ アオン ラ イ ンではセルフ ソルブ機能を提供し ています。 お客様のビジネスを管理するのに必要

な対話型の技術サポー ト ツールに、 素早 く 効率的にアクセスできます。 HPソ フ ト ウ ェ アサポー ト のWebサイ

ト では、 次のよ う なこ とができます。

• 関心のあるナレ ッ ジ ド キュ メ ン ト の検索

• サポー ト ケースの登録と エンハンス メ ン ト 要求の ト ラ ッキング

• ソ フ ト ウ ェ アパッ チのダウンロー ド

• サポー ト 契約の管理

• HPサポー ト 窓口の検索

• 利用可能なサービスに関する情報の閲覧

• 他のソ フ ト ウ ェ アカス タ マーとの意見交換

• ソ フ ト ウ ェ ア ト レーニングの検索と登録
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一部のサポー ト を除き、 サポー ト のご利用には、 HP Passportユーザーと し てご登録の上、 サイ ン イ ン し てい 

ただ く 必要があ り ます。 また、 多 く のサポー ト のご利用には、 サポー ト 契約が必要です。 HP Passport IDを登  

録するには、 次のWebサイ ト にアクセス し て く だ さい。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html

アクセスレベルの詳細については、 次のWebサイ ト をご覧 く だ さい。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp

サポー ト マ ト リ クス

サポー ト および互換性情報については、 関連する製品リ リ ースのサポー ト マ ト リ ク スを参照し て く だ さ い。

サポー ト マ ト リ クス と製品マニュアルは、 次のHPソ フ ト ウ ェ アサポー ト オン ラ イ ンのWebサイ ト で参照でき

ます。

http://h20230.www2.hp.com/sc/support_matrices.jsp

また、 本リ リ ースの 『HP Server Automation Support and Compatibility Matrix』 は、 次の HP ソ フ ト ウ ェ アサ    

ポー ト オン ラ イ ンの製品マニュアルWebサイ ト からダウンロー ド できます。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals

ド キュ メ ン ト の更新情報

このリ リースのServer Automation製品の最新のド キュ メ ン ト は、すべて次のSA Documentation Libraryから入手   

できます。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/document/KM00417675/binary/
SA_10_docLibrary.html

SA Documentation Library では、 このリ リースに関連するガイ ド ラ イ ン、 リ リース ノ ー ド、 サポー ト マ ト リ ク  

ス、 およびホワイ ト ペーパーにアクセスできます。 また、 フルド キュ メ ン ト セ ッ ト を一括し てダウンロー ド

する こ と も できます。 SA Documentation Library は、 リ リ ースご とに更新されます。 また、 リ リ ース ノ ー ト が  

更新されたと きや、 新しいホワイ ト ペーパーが発行された と きにも更新されます。

情報リ ソースを見つける方法

Server Automationの情報リ ソースは、 次のいずれの方法でもアクセスできます。

方法1: 新しいSA Documentation Libraryから、 最新のド キュ メ ン ト にタ イ ト ルとバージ ョ ンを指定し てアクセ   

ス し ます。

方法2: [All Manuals Download] から ローカルデ ィ レ ク ト リ にフルド キュ メ ン ト メ ン ト セ ッ ト を保存し ます。

方法 3: サポー ト される リ リ ースの HP 製品 ド キュ メ ン ト を HP ソ フ ト ウ ェ ア ド キュ メ ン ト ポー タルで検索し 

ます。

各ド キュ メ ン ト にアクセスするには、 次の手順を実行し ます。

1 SA 10.x Documentation Libraryにアクセス し ます。 

http://support.openview.hp.com/selfsolve/document/KM00417675/binary/
SA_10_docLibrary.html  

2 HP Passportの資格情報を使ってログイ ン し ます。

3 ド キュ メ ン ト のタ イ ト ルとバージ ョ ンを指定し て、 [go] を ク リ ッ ク し ます。
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ローカルデ ィ レ ク ト リ内の完全な ド キュ メ ン ト セ ッ ト を使用するには、 次の手順を実行し ます。

1 フルド キュ メ ン ト セ ッ ト をローカルデ ィ レ ク ト リ にダウンロー ド するには、 次の手順を実行し ます。

a SA Documentation Libraryにアクセス し ます。 

http://support.openview.hp.com/selfsolve/document/KM00417675/binary/
SA_10_docLibrary.html  

b HP Passportの資格情報を使ってログイ ン し ます。

c SA 10.1バージ ョ ンの [All Manuals Download] タ イ ト ルを探し ます。

d [go] リ ン ク を ク リ ッ ク し て、 ローカルデ ィ レ ク ト リ にZIPフ ァ イルをダウンロー ド し ます。

e フ ァ イルを解凍し ます。

2 ローカルデ ィ レ ク ト リ内のド キュ メ ン ト を探すには、 ド キュ メ ン ト カ タ ログ (docCatalog.html) を使用し  

ます。 ローカルデ ィ レ ク ト リ にダウンロー ド し た ド キュ メ ン ト の索引ポータルが表示されます。

3 ド キュ メ ン ト セ ッ ト 内のすべてのド キュ メ ン ト を対象と し てキーワー ド を検索するには、 次の手順を実

行し ます。

a ローカルデ ィ レ ク ト リ内の任意のPDF ド キュ メ ン ト を開きます。

b [編集] > [高度な検索] を選択し ます (またはShift＋Ctrl＋Fキー )。

c [以下の場所にあるすべてのPDF文書] オプシ ョ ンを選択し、 ローカルデ ィ レ ク ト リ を指定し ます。

d キーワー ド を入力し、 [検索] を ク リ ッ ク し ます。

HPソ フ ト ウ ェ ア ド キュ メ ン ト ポータルで追加ド キュ メ ン ト を探すには、 次の手順を実行し ます。

HPソ フ ト ウ ェ ア ド キュ メ ン ト ポータルにアクセス し ます。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals

このサイ ト を利用するには、 HP Passport への登録 と サイ ン イ ンが必要です。 HP Passport ID の登録は、 HP   

Passportのサイ ン イ ンページの [New users - please register] リ ン ク を ク リ ッ ク し て く ださい。

適切な製品サポー ト サービスをお申し込みいただいたお客様は、更新版または最新版をご入手いただけます。

詳細は、 HP の営業担当にお問い合わせ く だ さ い。 改訂状況については、 「ド キュ メ ン ト の更新情報」 を参照

し て く ださい。

製品エデ ィ シ ョ ン

Server Automationには、 次の2つの製品エデ ィ シ ョ ンがあり ます。

• Server Automation (SA) は、 Server AutomationのUltimate Editionです。 Server Automationについては、 『SA リ    

リース ノ ー ト 』 および 『SAユーザーガイ ド : Server Automation』 を参照し て く だ さい。

• Server Automation Virtual Appliance (SAVA) は、 Server AutomationのPremium Editionです。 SAVAの機能につ    

いては、 『SAVA Release Notes』 および 『SAVAク イ ッ クガイ ド』 を参照し て く だ さい。 
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第1章 SAプロビジ ョ ニングの概念
  
HP Server Automation (SA) を使用する と、細かい設定を必要とせずに、サーバーをプロビジ ョ ニングできます。  

たと えば、 物理と仮想を問わず幅広い対象に基本オペレーテ ィ ングシステムをプロビジ ョ ニングできます。

またSAでは、 フ ァームウ ェ アやアプ リ ケーシ ョ ンのプロビジ ョ ニングのほか、 サーバーを運用環境に移行す

るために必要なその他のステ ッ プ も実行できます。

さ らにSAは、 多数のオペレーテ ィ ングシステムのプロビジ ョ ニングを信頼性と整合性の高い方法で実行する

こ とができ、 手動による操作も必要あ り ません。 SAには設定不要で使用できる コ ンテンツ と、 サーバーのプ

ロビジ ョ ニング方法を カス タ マイズできる幅広いフ レームワークの両方が含まれます。

SAプロビジ ョ ニングの機能

SAプロビジ ョ ニングには、 次の利点があ り ます。

• 設定不要ですぐにプロビジ ョ ニングを実行

SAプロビジ ョ ニングは、 プロビジ ョ ニング対象の構成に関わらず一貫し た、 信頼性の高い直観的なイ ン

タ フ ェースを備え、 他のオペレーテ ィ ングシステムインス ト ールツールや多目的プロビジ ョ ニングツール

よ り も優れた特長を備えています。 SA には、 設定不要で使用できる複数のベースラ イ ンビルド 計画 ( プ 

ロビジ ョ ニングテンプレー ト ) があ り、 SA がサポー ト するほとんどすべてのオペレーテ ィ ングシステム 

のプロビジ ョ ニングと構成を実行できます。 ビルド計画は、 既存の計画を コ ピーし てニーズに合わせて

変更するだけで、 簡単にカス タ マイズできます。

• さ まざまな環境に対応できる柔軟なアーキテ クチャー

SAプロビジ ョ ニングは、 幅広いハー ド ウ ェ アモデルに対応し、 さ まざまな種類のサーバー、 ネ ッ ト ワー

ク、 セキュ リ テ ィ アーキテ クチャー、 オペレーテ ィ ングプロセスをサポー ト し ます。 この柔軟性によ り、

ユーザー組織のニーズに合わせたオペレーテ ィ ングシステムのプロビジ ョ ニングが可能にな り ます。

• イ メ ージの再適用な し でサーバーベースラ イ ンを更新

他のプロビジ ョ ニングソ リ ューシ ョ ン とは異な り、 SAでプロビジ ョ ニングを行ったシステムは、 プロビ

ジ ョ ニング後も簡単に変更でき、 新しい要件に適応させる こ とができます。 この柔軟性を可能にし てい

るのが、 SAの再利用可能なテンプレー ト と、 イ ンス ト ールベースでプロビジ ョ ニングを行う アプローチ

です。

• 他のSA機能との統合

SAプロビジ ョ ニングは、 パッ チ管理、 ソ フ ト ウ ェ ア管理、 分散スク リ プ ト 実行といったSAの自動化機能

と統合されているので、 ITグループ間でシームレスな引き継ぎが可能にな り ます。 SA を使用する こ とに

よ って、 すべての IT グループが環境の現状を理解し た上で連携できるので、 高品質のオペレーシ ョ ン と

信頼性の高い変更管理を実現する上で大きな効果を発揮し ます。
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SAプロビジ ョ ニングの基本

プロビジ ョ ニング機能は、 次の3つの部分で構成されます。

• ビルド計画フ レームワーク

• 最小限のサービスOS

• デフ ォル ト コ ンテンツ

ビルド計画フ レームワーク

ビルド計画とは、 基本的に、 ターゲッ ト サーバー (プロビジ ョ ニング対象のサーバー ) に対し て実行可能なス  

テ ッ プのリ ス ト です。 このステ ッ プによ って さ まざまな タ スク を実行し、 最終的にサーバーをプロビジ ョ ニ

ングし ます。 フ レームワークには、 ステ ッ プを順次実行し てい く 実行エンジンが含まれています。 フ レーム

ワークでは、 ビルド計画と そのアクシ ョ ンを簡単かつ直観的に把握する こ とができます。

ビルド計画はSAオブジ ェ ク ト なので、 SAク ラ イアン ト ラ イブラ リ で表示および操作できます。

SA コ アのイ ンス ト ール時に、 さ まざまなベースラ イ ンビル ド 計画が追加されます。 これらのビル ド 計画は、

デフ ォル ト で、 多数の共通プロビジ ョ ニングタ スク を実行し ます。

ビルド計画では、 スク リ プ ト 実行、 zipパッ ケージのデプロ イ、 パラ メ ーターの置き換えを含む構成フ ァ イル

のデプロ イなど、 複数のタ イプの手順がサポー ト されます。

また、 他の手順タ イプ も さ まざまなSA機能と統合し、 ソ フ ト ウ ェ アポ リ シーのア タ ッ チ、 修復開始、 デバイ

スグループの参加といった機能を提供し ます。

サービスOS

SAにはRAMベースの最小限のオペレーテ ィ ングシステムがい く つか付属し ます。 これらのOSは、 ネ ッ ト ワー

ク経由で、 または物理メ デ ィ アまたは仮想メ デ ィ ア (CD、 DVD、 ISOイ メ ージ) を使用し て、 物理サーバーや仮  

想マシン上で起動できます。

このOSは、 サービスOSと呼ばれます。

サービスOSの機能は制限があるので、サービスOSで起動し たサーバーではSAオペレーシ ョ ンの一部しか実行

できません。 サービス OS の第一の目的は、 完全なオペレーテ ィ ングシステム ( プロダク シ ョ ン OS) のイ ンス  

ト ールと、 プロダクシ ョ ンOSからは実行できない メ ンテナンス タ スク を可能にする こ と です。

ビルド計画フ レームワークは、 サービスOSを利用し て、 ターゲッ ト サーバーの情報を収集し、 タ スク を実行

し ます。

サービスOSは、制限のある環境で実行するよ う に構成されたSAエージ ェ ン ト の専用イ ンス タ ンスを使用し ま

す。サービスOSでサーバーを起動する操作は、サーバーを メ ンテナンスモー ド で起動する こ と を意味し ます。

メ ンテナンスモー ドのサーバーは、 SAク ラ イアン ト に表示されるアイ コ ン と メ ンテナンスステータ スで識別

できます。

メ ンテナンスアイ コ ン

サービスOSは、 OSがイ ンス ト ールされているかど うかに関わらず、 あらゆるサーバーで起動できます。 サー

バーは、 プロダクシ ョ ンOSから メ ンテナンスモー ド に、 またはメ ンテナンスモー ドから運用OSに、 安全に起

動できます。

注: サービスOS を実行する こ と自体は破壊的な操作ではあ り ませんが、 サービスOS内で、 デ ィ スクの消去な 

どの破壊的な処理を実行する こ とは可能です。 このため、 サービスOSを実行する際には注意が必要です。
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デフ ォル ト コ ンテンツ

デフ ォル ト コ ンテンツは、 ビルド計画ステ ッ プによ って構成されるビルド計画のコ レ クシ ョ ンです。 これら

のビルド計画ステ ッ プは、 共通のユースケースの機能を提供し た り、 ユーザーが独自のビルド計画を作成し

た りする際の基本的な構成要素にな り ます。

デフ ォル ト コ ンテンツには、オペレーテ ィ ングシステムのプロビジ ョ ニング、ネ ッ ト ワーク構成、HP ProLiant 

サーバーのエン ド ツーエン ドのプロビジ ョ ニング (フ ァームウェ ア とハー ド ウェ ア構成管理を含む) などがあ  

り ます。 

この機能は、 ビルド計画の実行と同様に、 簡単に使用できます。

デフ ォル ト コ ンテンツは、 SAコアのイ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド時にイ ンス ト ールされます。

イ ンス ト ール固有のパラ メ ーターのカス タ マイズは、 ビルド計画内のスク リ プ ト ステ ッ プのコ マン ド ラ イ ン

引数を編集する方法と、 カス タム属性を指定する方法があり ます。 デフ ォル ト のビルド計画の動作に影響を

与える カス タム属性は、 ビルド計画オブジ ェ ク ト で空白が設定されています。 

カス タム属性は、 ビルド計画を使用し て指定できるほか、 サーバー、 デバイスグループ、 フ ァ シ リ テ ィ の各

レベルで設定する こ と もできます。 カス タム属性は、 SAで汎用的に使用されるパラ メ ーターの受け渡し機能

です。

詳細については、 カス タム属性の定義 (134ページ) を参照し て く だ さい。

SA プ ロ ビ ジ ョ ニングでは、 メ デ ィ アサーバーを使用 し て、 OS イ ン ス ト ール メ デ ィ ア、 システムイ メ ージ

(Windows WIMイ メ ージなど)、 ド ラ イバーと フ ァームウ ェ アのコ レ クシ ョ ンなどのサイズの大きなオブジ ェ ク 

ト を、 プロビジ ョ ニング対象のサーバーに渡し ます。

複数の転送プロ ト コル、 HTTP、 HTTPS、 NFS、 SMB (Windows共有) がサポー ト されます。

プロビジ ョ ニングするオペレーテ ィ ングシステムでサポー ト されるプロ ト コルについては、 SAプロビジ ョ ニ

ングマ ト リ クスを参照し て く だ さい。

SAには、 SMB と NFS経由で メ デ ィ アを受け渡し できる メ デ ィ アサーバーが付属し ます。 メ デ ィ アサーバーは、

SAプロビジ ョ ニングコ ンポーネン ト のイ ンス ト ールを選択する と、 イ ンス ト ールされます。

注: メ デ ィ アの保存と受け渡しには、上記の転送プロ ト コルをサポー ト するサーバーを使用できます。 メ デ ィ  

アサーバーの場所は、 ビルド計画で指定し ます。
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第2章 SAプロビジ ョ ニングの実行
この項では、 SAプロビジ ョ ニングプロセスについて説明し ます。

必要なアクセス権

ユーザーがSAプロビジ ョ ニングを構成または実行するには、 SA管理者がSAプロビジ ョ ニングのアクセス権を

ユーザーに割り当てる必要があ り ます。

また、 ユーザーは、 SAカス タ マー、 フ ァ シ リ テ ィ 、 またはサーバーグループに関連付けられたサーバーへの

アクセス権を持っている必要があ り ます。 詳細については、 『SAユーザーガイ ド』 の 「付録A: アクセス権の 

リ フ ァ レンス」 を参照し て く だ さい。

SAプロビジ ョ ニングのプロセス

この項では、 デフ ォル ト 設定のプロビジ ョ ニングコ ンテンツ  (ベースラ イ ンビルド計画) のみを使用し た簡単  

な3つの手順でサーバーをプロビジ ョ ニングする方法を説明し ます。

プロビジ ョ ニングプロセスは、 複数のフ ェーズで構成されます。

フ ェーズ1: メ デ ィ アの準備

フ ェーズ2: ターゲッ ト サーバーの準備

フ ェーズ3: ビルド 計画の実行

SAのプロビジ ョ ニング方法のカス タ マイズについては、SAビルド計画の新規作成 (65ページ) を参照し て く だ  

さい。

プロビジ ョ ニングの事例は、SAプロビジ ョ ニングでの一般的なユースケース (45ページ) を参照して く ださい。

注: DHCPサーバーが、 SA プロビジ ョ ニング用に構成されている こ と を確認し て く だ さい。 構成の内容につい 

ては、 『SA Installation Guide』 の 「DHCP Configuration for OS Provisioning」 を参照し て く だ さい。

詳細な情報はSAビルド計画の新規作成 (65ページ ) 、 ステ ッ プご との手順の例は SAプロビジ ョ ニングでの一   

般的なユースケース (45ページ) をそれぞれ参照し て く だ さい。
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フ ェーズ1: メ デ ィ アの準備

ビルド計画を使用し たプロビジ ョ ニングでは、 プラ ッ ト フ ォームとオペレーテ ィ ングシステムに応じ て、 次

の1つ以上のプロ ト コルがサポー ト されます。 

• HTTP/HTTPS

• NFS

• SMB/CIFS 

サポー ト されるプラ ッ ト フ ォームと プロ ト コルの詳細については、 『SA Support and Compatibility Matrix』 を参   

照し て く ださい。

また、 Solaris 11のイ ンス ト ールには、 IPSパッ ケージサーバーが必要です。 このサーバーは、 Oracle Corp.が提  

供する ものを使用するか、 または社内でホス ト し ます。

OS メ デ ィ アの準備に関する一般的なガイ ド ラ イ ン

• ベンダーが提供するISOを、 共有パスのメ デ ィ アサーバーに展開し ます。

たと えば、 ISOをLinuxシステムに展開する場合、 次のよ う に指定し ます。

mount -o loop,ro /path/to/media.iso /mnt/media
cp -ar /mnt/media /shared/path/extracted_media

• メ デ ィ アサーバーによ ってフ ァ イルパスが変更されないこ と を確認し て く だ さい。 そのため、 Linuxベー

スのメ デ ィ アサーバーの使用をお勧めし ます。

• 実行し たいビルド計画のSet Media Source手順を参照し て く だ さい。 プロ ト コル、 メ デ ィ アサーバー、 メ  

デ ィ アの共有パスをダブルク リ ッ ク し ます。 一部のデプロ イ メ ン ト では、 複数のプロ ト コルがサポー ト

されます。

• メ デ ィ アのプロセ ッサーアーキテ クチャーと、 使用するビルド計画のアーキテ クチャーが一致し ている

こ と を確認し て く だ さい。

HTTP/HTTPS

OSのイ ンス ト ールで、 HTTP/HTTPSを介し た メ デ ィ アフ ェ ッ チがサポー ト される場合、 メ デ ィ アソースを柔軟

に取得できます。 社内サーバー、 外部サーバー、 公式な ミ ラー (OS イ ンス ト ールを操作せずに メ デ ィ アサー 

バーのブー ト ス ト ラ ッ プを実行できます) のいずれかを使用できます。

共有の設定方法については、 使用するHTTP/HTTPSソ リ ューシ ョ ンのド キュ メ ン ト を参照し て く ださい。

• Apache HTTPDのド キュ メ ン ト :  

http://httpd.apache.org/docs/

• Nginxのド キュ メ ン ト :  

http://nginx.org/en/docs/

• Microsoft IISのド キュ メ ン ト  

http://www.iis.net/learn

注: HTTP/HTTPSを使用し たプロキシ経由のメ デ ィ アサーバーアクセスはサポー ト されていません。
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NFS

NFS で共有する OS メ デ ィ アフ ァ イルは、 プロビジ ョ ニングが必要なサーバーから任意のユーザーが読み取り

可能な状態でなければな り ません。 フ ァ イルとデ ィ レ ク ト リのアクセス権を確認し、 必要であれば調整し て

く ださい。

NFS共有をエクスポー ト する方法については、 オペレーテ ィ ングシステムのドキュ メ ン ト を参照して く ださい。

次にサンプルの/etc/exportsフ ァ イルを示し ます。 このフ ァ イルは、 /mediaデ ィ レ ク ト リ  (すべてのサブ 

デ ィ レ ク ト リ を含む) をすべてのホス ト に対し て読み取り専用でエクスポー ト し ます。

/media  *(ro)

次のコマン ド を実行し、 ク ラ イアン ト マシンからNFS共有をテス ト マウン ト し ます。

Linux

mount -t nfs -o ro <メデ ィ アサーバーホス ト>: /media /mnt/

Solaris

mount -F nfs -o ro <メデ ィ アサーバーホス ト>: /media /mnt/

SAコアにはデフ ォル ト で、 OSメデ ィ アを共有するためのアクテ ィ ブな専用のNFSエクスポー トが2つあり ます。

このエクスポー ト は、 /etc/exportsに次のよ う に表示されます。

/media/opsware/linux *(ro,no_root_squash,async,insecure)
/media/opsware/sunos *(ro,no_root_squash,async,insecure)

SMB/CIFS

SA プロ ビジ ョ ニングは、 Windows、 Linux、 UNIX サーバーや専用 NAS アプ ラ イ アンスなど、 幅広いプ ラ ッ ト

フ ォームでホス ト される SMB共有をサポー ト し ます。 フ ァ イルは、 ゲス ト アカウン ト でアクセス可能にする

こ と も、 ユーザー名とパスワー ド で保護する こ と もできます。

WindowsでのSMB共有の構成については、 次のWindows ド キュ メ ン ト を参照し て く ださい。

http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc770406.aspx

Sambaを使用し たUNIXプラ ッ ト フ ォームでのSMB共有の構成については、次のSamba ド キュ メ ン ト を参照し て

く ださい。

https://www.samba.org/samba/docs/

SAコアには、 OSMEDIAとい う名前のSMBが付属し、 次のフ ォルダーでアク テ ィ ブにな り ます。

/media/opsware/windows

Solaris 11 IPS

プロビジ ョ ニングを成功させるには、 Solaris 11ビルド計画には、 イ ンス ト ールメ デ ィ アに加えて、 HTTP経由 

でアクセス可能なIPSリ ポジ ト リが必要です。

注: 専用のIPSサーバーを使用し て く だ さい。 汎用サーバー (Apache、 Nginxなど) を使用し てHTTP経由でローカ   

ルフ ァ イルベースのリ ポジ ト リ を使用する構成はサポー ト されていません。

最も簡単なSolaris 11 IPSソ リ ューシ ョ ンは、 Solaris 11 IPS中央リ ポジ ト リ を使用する方法です。 このリ ポジ ト     

リは、 次の場所から利用できます。

http://pkg.oracle.com/solaris/release/

ただし、 場合によ っては、 パフ ォーマンス、 運用環境に移行する前のパッ ケージの検証、 カス タムパッ ケー

ジの追加などの理由で、 社内リ ポジ ト リ をホス ト する必要があり ます。

ローカルリポジ ト リの設定と管理については、 次の手順を参照し て く だ さい。

http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/E21803/repo_int1.html
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上記の手順に加えて、ローカルIPSサーバーの上に リバースキャ ッ シングプロキシを設定する こ と をお勧めし

ます。 パフ ォーマンステス ト による と、 キャ ッ シングを行わない IPSサーバーでは、 同時に6件以上のSolaris

11デプロ イ メ ン ト にパッ ケージを提供できません。

フ ェーズ2: ターゲ ッ ト サーバーの準備

この項では、 ターゲッ ト サーバーのプロビジ ョ ニングを設定および構成する方法について説明し ます。

ターゲ ッ ト サーバーの要件

SAプロビジ ョ ニングの対象と なるサーバーを検出する前に、 サーバーが適切に設定され、 次の要件を満た し

ている こ と を確認し て く だ さい。

• ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースを 1 つ以上構成し ておきます。 ネ ッ ト ワーク ブー ト を実行する場合、 デプ

ロ イ メ ン ト イ ン タ フ ェースは、 SAブー ト イ ン フ ラス ト ラ クチャーと同じネ ッ ト ワーク上に配置する必要

があ り ます。 ネ ッ ト ワークが異なる場合は、 少な く と も 1つのSA エージ ェ ン ト ゲー ト ウ ェ イがアクセス

可能でなければな り ません。

• デプロ イ メ ン ト ネ ッ ト ワークにア タ ッ チできるネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェース (NIC) は1つのみです。

• HP ProLiantサーバーの場合、 iLOがネ ッ ト ワークに接続されている こ と、 SAが管理対象サーバーと同じSA 

レルム経由でiLOにアクセス可能である こ と を確認し ます。

注: レルムとはSA コ ンス ト ラ ク ト の1つであ り、 これによ ってSAは、 1つのフ ァ シ リ テ ィ 内にある異なるネ ッ 

ト ワーク上のサーバーを、 IP ア ド レスが競合し ている場合でも管理できます。 レルムとは、 フ ァ シ リ テ ィ の

ネ ッ ト ワーク内にあるデバイスのIPア ド レスに付加される一意のIDです。 これに基づいて、 SAゲー ト ウ ェ イ

はマルチマス ター メ ッ シュ内の各ネ ッ ト ワーク上にあるデバイスを一意に識別するので、 IP ア ド レスが競合

し ている場合にも対応できます。 『SA概要と アーキテ クチャーガイ ド』 も参照し て く ださい。

サーバーのブー ト 方法の選択

SAプロビジ ョ ニングでは、 以下の方法でサーバーをブー ト できます。

• ネ ッ ト ワーク ブー ト : 異機種のハー ド ウ ェ ア と仮想マシン上でデプロ イ メ ン ト を完全に自動化する場合 

に適し ています。 サーバーがSAブー ト サーバーと同じネ ッ ト ワーク上にあり、 SAネ ッ ト ワーク ブー ト イ

ン フ ラス ト ラ クチャーが構成済み (DHCPとPXEサーバーが稼働状態) である必要があ り ます。

• CDブー ト : ネ ッ ト ワーク ブー ト と DHCPが構成されていない環境や、 サーバーがSAブー ト サーバーと同じ 

ネ ッ ト ワーク上にない環境に適し ています。

• 付属のOS ブー ト : SAネ ッ ト ワーク ブー ト イ ン フ ラス ト ラ クチャーを構成し な く ても、 自動化を実現し ま 

す。 この機能はHP ProLiant Gen8移行のサーバーのみで使用でき、 「Intelligent Provisioning」 と呼ばれてい   

ます。

iLO登録によるサーバーの追加が推奨されるケース

• HP ProLiantサーバーにiLO 2以降のリ モー ト 管理機能が搭載されている。

• ターゲッ ト サーバーに対するiLO資格情報を持っている。

• HP ProLiant Gen8以降のサーバーがあり、 DHCPと ネ ッ ト ワーク ブー ト を使用し た く ない。 

• iLOに特殊なアクセスアカウン ト を自動的に作成された く ない。 iLOのサポー ト  (27ページ ) を参照し て く   

ださい。
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iLOによるネ ッ ト ワーク ブー ト が推奨されるケース

• すべてのサーバー情報を検出し、 プロビジ ョ ニングの前にSAク ラ イアン ト で情報を確認し、 検索に使用

し たい。

• ビルド計画を実行する前にサーバーのネ ッ ト ワーク接続を確認し たい。

• サーバーのデフ ォル ト のDNS名のリ ス ト を表示し たい。

• ターゲッ ト サーバーに対するiLO資格情報を持っていない。

• ProLiant Gen8またはそれ以降のサーバーに対し てIntelligent Provisioningを使用し た く ない。

• サーバーがすべて自動的にネ ッ ト ワーク ブー ト するので、 電源オン時の検出を使用すればシンプルで

済む。

• サーバーが多数設置されているので、iLOネ ッ ト ワークア ド レス と資格情報のリ ス ト を作成するよ り も現

実的。

Intelligent Provisioningの使用が推奨されるケース

• ビルド計画をただちに実行し たい。 また、 サーバーを手動でブー ト し た く ない。

• イ ンス ト ールの準備ができるまでサーバーの電源をオフにし ておきたい。

• サーバーがすべて同じ タ イプなので、 すべてのプロパテ ィ 情報が必要ではない。

ネ ッ ト ワーク ブー ト

SAプロビジ ョ ニングでは、X86およびX86_64のターゲッ ト サーバーをネ ッ ト ワーク ブー ト できます。UEFIネ ッ

ト ワーク ブー ト もサポー ト されますが、 UEFI対応HP ProLiantサーバーのみが対象と な り ます。

SA のデフ ォル ト 設定では、 SA コ アに登録されていないサーバーを  “Linux” ブー ト オプシ ョ ンでネ ッ ト ワーク  

ブー ト するよ う に構成されています。 この設定では、 要件を満た し た ターゲッ ト サーバーの電源を入れるだ

けで、 サーバーはメ ンテナンス状態に移行し ます。 その後行う ブー ト では、 “Local disk” ブー ト オプシ ョ ンが  

デフ ォル ト で選択されます。

手動でのネ ッ ト ワーク ブー ト ではメ ンテナンスOSを選択できますが、 ブー ト ク ラ イアン ト の管理Web拡張を

使用する方法や、 ビル ド 計画に “Boot” 手順を追加する方法で も制御でき ます。 iLO がサポー ト される場合、  

ネ ッ ト ワーク ブー ト オプシ ョ ン を選択し てサーバーの電源を入れる作業は “Boot” 手順によ っ て処理されま  

す。 iLOが搭載されていないサーバーでは、 ブー ト 順序で “Network” ブー ト オプシ ョ ンを指定する こ と を推奨  

し ます。 これによ り、 ユーザーが操作し な く ても、 サーバーはメ ンテナンスOSで起動し ます。
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レガシー BIOSサーバーのネ ッ ト ワーク ブー ト メ ニューからは、 32/64 ビ ッ ト Linux、 Windows PE、 Solarisの各 

メ ンテナンスOSをブー ト できます。

UEFIサーバーのネ ッ ト ワーク ブー ト メ ニューからは、64ビ ッ ト LinuxまたはWindows PE メ ンテナンスOSをブー 

ト できます。
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サーバーがメ ンテナンスモー ドのLinux OSで稼働を始める と、 次のよ う な画面が表示されます。

メ ンテナンスモー ドのWindows PE OSの場合は、 次のよ う な画面が表示されます。
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SAオブジ ェ ク ト ID (マシンID、 MID)、 IPア ド レスまたはMACのよ う なID情報を記録し ておきます。 この情報は、 

SAク ラ イアン ト の未プロビジ ョ ニングサーバーリ ス ト 内でデバイスを検索する と きに使用できます。
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Manage Boot Clients

Manage Boot Clients Web拡張には、構成済みのネ ッ ト ワーク ブー ト オプシ ョ ンでサーバーレ コー ド を作成する   

機能や、MACア ド レスが一致する既存のサーバーレ コー ドのネ ッ ト ワーク ブー ト を構成する機能があり ます。

また、 Manage Boot Clients Web拡張では、 サーバーがメ ンテナンスモー ド に移行し た時点で自動実行するビル   

ド計画を選択できます。 この操作を行う には、 Web拡張を実行し、 次の手順を実行し ます。
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1 サーバーを定義し ます。

この手順では、 ターゲッ ト サーバーでiLOを登録する こ と もできます。[Enable iLO Settings] を選択する と、   

追加入力が可能にな り ます。

2 ブー ト イ メ ージ と ビルド計画を選択し ます。
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3 必要に応じ てカス タム属性を追加し、 [Start] を ク リ ッ ク し ます。

ビルド計画ジ ョ ブが完了する と、 定義し たカス タム属性を含む、 未プロビジ ョ ニングサーバー前レ コー

ドが作成されます。
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さ らに、 DHCPが/etc/opt/opsware/dhcpd/dhcpd_mbc.confで構成されます。

# Begin Opsware added hosts (do not edit)
    host showcasehostnamedevsahpcom {
         hardware ethernet 00:01:03:04:05:06;
         option host-name showcasehostname;
         fixed-address 192.168.59.13;
    }
    # End Opsware added hosts (do not edit)

SAプロビジ ョ ニング付属のCDブー ト イ メ ージ

SA プロビジ ョ ニングでは、 何種類かのサービスオペレーテ ィ ングシステムのブー ト CD イ メ ージ (ISO) が提供  

されてお り、 CD/DVDに書き込むこ とができます。 このイ メ ージを使用すれば、 DHCPの構成を行わな く ても、

サーバーを メ ンテナンスモー ド に移行できます。

また、 このISOイ メ ージを仮想マシンのCD-ROM ド ラ イブに構成する操作や、 iLO仮想メ デ ィ アや類似のテ ク ノ

ロジーを使用し てマウン ト する操作も可能です。

ISO をダウンロー ド するには、 SA ク ラ イアン ト を開き、 ナビゲーシ ョ ンペイ ンで [ ラ イブ ラ リ ] ペイ ンを選択  

し、 [フ ォルダー別] ビ ューを選択し てから次に移動し ます。

    /Opsware/Tools/OS Provisioning/
    /Opsware/Tools/OS Provisioning/WinPE

ISOイ メ ージを選択し、 [アクシ ョ ン] メ ニューから  [ソ フ ト ウ ェ アのエクスポー ト ...] を選択し ます。

CDのブー ト が完了し たら、 ブー ト 構成画面が開 く ので、 サーバーを メ ンテナンスモー ド に移行するために必

要な情報をすべて入力し ます。 こ こで指定し た情報は、 サーバーのhpsa_netconfigカス タム属性に保存さ

れます。

メ ンテナンスモー ドのLinux OS静的ブー ト 構成画面
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メ ンテナンスモー ドのWindows PE OS静的ブー ト 構成画面

組み込みOSのブー ト  (Intelligent Provisioning)

組み込みOSのブー ト は、 HP ProLiant Gen8以降のモデルのみでサポー ト されます。 このブー ト 方法には、 静的  

IP情報を定義し ておけば、 ネ ッ ト ワーク ブー ト の有効化やDHCPの構成を行わな く てもサーバーを メ ンテナン

スモー ド に移行できる とい う メ リ ッ ト があ り ます。

組み込みOSのブー ト は、 SAに付属する  “Boot” ステ ッ プから起動する必要があり、 64ビ ッ ト メ ンテナンスモー  

ドのWindows PEまたはLinux OSのいずれかを起動できます。詳細については、“Boot” 手順の説明を参照し て く    

ださい。

iLOのサポー ト

SAではiLOがサポー ト され、 次のよ う な操作が可能にな り ます。

• 電源管理

• ワン タ イムブー ト オプシ ョ ンのクエ リ または変更

• UEFI対応HP ProLiantでのサーバーブー ト モー ド  (レガシーまたはUEFI) のクエ リ または変更

• HP ProLiant Gen8以降のサーバーモデルで組み込みOSから ブー ト するよ う に設定 (Intelligent Provisioning) 

iLOサポー ト の有効化はSAで行います。 自動登録 (自動検出を参照)、 またはiLO Managerをサーバーに関連付け  

る際に手動登録し ます。

iLOの自動検出

iLO 2以降を搭載し たHP ProLiantサーバーを メ ンテナンスモー ド OSで起動する場合、SAはiLO登録ジ ョ ブを自動  

起動し、 iLO Managerとサーバーを関連付けます。

このプロセスでは、 新しいiLOユーザーであるhp_automatic_integration_userと強力なラ ンダムパスワー

ドが作成されます。 iLO が未登録またはサーバーレ コー ドが削除されている場合、 この iLO ユーザーは削除さ

れます (iLOへの接続がまだ可能な場合)。
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手動による登録

iLOを手動で登録するには、 次の手順を実行し ます。

1 SA ク ラ イアン ト の未プロビジ ョ ニングサーバーリ ス ト にある ド ロ ッ プダウン メ ニューから、 [iLO デバイ

スの追加] を選択し ます。
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2 iLO IPア ド レスまたはホス ト 名、 ポー ト 、資格情報を入力し ます。 iLOが特定のレルムからのみSAエージ ェ 

ン ト ゲー ト ウ ェ イに接続できる場合には、 別のSAレルムの選択が必要になる場合もあ り ます。 また、 iLO

の資格情報を共有し ている場合、 iLOを複数登録する こ とが可能です。

iLOの登録が完了し たら、 サーバーレ コー ドが新規作成され、 iLO Managerと関連付けられます。 ただし、 既存 

のサーバーと iLOが検出し たサーバーが一致する場合、 サーバーレ コー ドは新規作成されません。

『SAユーザーガイ ド : Server Automation』 の 「SAク ラ イアン ト のサーバーとデバイスグループ」 を参照し て く   

ださい。
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ビルド計画でのターゲ ッ ト サーバーのカス タ マイズ

SAプロビジ ョ ニングを ターゲッ ト サーバーで実行する前に、 ターゲッ ト サーバーのカス タ マイズを実行でき

ます。

カス タム属性の使用

カス タム属性を使用する こ とによ り、 SAでデフ ォル ト で提供されるベースラ イ ンビルド計画を変更する こ と

な く 、 ビルド計画の動作や結果を制御できます。

サポー ト 対象のカス タム属性のリ ス ト を表示するには、 SAク ラ イアン ト のナビゲーシ ョ ンペイ ンで、 ビ ュー

を  [タ イプ別] に設定し てビルド計画を開いて く だ さい。 [ビ ュー ] ペイ ンで [カス タム属性] を選択する と、 値    

が空白のカス タム属性が表示されます。 属性を カス タ マイズするには、 値を別のリ ソースに設定し ます。

カス タム属性がリ ソース上で認識されるよ う にするには、 空白以外の値を指定する必要があり ます。

ビルド計画の実行時には、 次のリ ソースの順序でカス タム属性が検索されます。

• サーバー

• デバイスグループ

• カス タ マー

• レルム

• フ ァ シ リ テ ィ

• ビルド計画

デバイスグループの使用

デバイスグループを使用する こ とによ り、 複数のサーバー上のカス タム属性を使用し て、 ビルド計画を カス

タ マイズできます。 SAは、 次の2つのタ イプのデバイスグループをサポー ト し ます。 

• 動的

動的デバイ スグループ内にあるデバイ スの メ ンバーシ ッ プは、 初めからデバイ ス メ ンバーシ ッ プポ リ

シーで定義 さ れ、 グループ メ ンバーシ ッ プは定期的に再計算 さ れます。 『SA ユーザーガ イ ド : Server 
Automation』 の 「動的デバイスグループについて」 を参照し て く だ さい。

• 静的

静的デバイスグループのデバイス メ ンバーシ ッ プは、 ユーザーが指定し ます。

ビル ド 計画では、 デバイスグループに追加手順によ り、 静的デバイスグループの メ ンバーシ ッ プを変更

する こ と も可能です。 『SAユーザーガイ ド : Server Automation』 の 「静的デバイスグループについて」 を  

参照し て く だ さい。
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次の例は、 iLO Managerが実装されているサーバーのみを対象にし た動的デバイスグループを示し ています。
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フ ェーズ3: ビルド計画の実行

ビル ド 計画を使用し て、 1 つまたは複数のサーバーでオペレーテ ィ ングシステムのプロビジ ョ ニングを行 う

には、 まずSAク ラ イアン ト にログイ ン し、 オペレーテ ィ ングシステムのイ ンス ト ール先と なるサーバーを管

理するSAコアを指定し ます。 プロビジ ョ ニングプロセスは、 複数の方法で開始できます。

未プロビジ ョ ニングサーバーから ビルド計画の実行ウ ィ ザー ド を開始

1 SAク ラ イアン ト のナビゲーシ ョ ンペイ ンで、 [デバイス] > [未プロビジ ョ ニングサーバー ] を選択し ます。

2 サーバーを右ク リ ッ ク し てコ ンテキス ト メ ニューを開き、 [実行] > [OSビルド計画...] を選択し ます。
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管理対象サーバーから ビル ド計画の実行ウ ィ ザー ド を開始

1 SAク ラ イアン ト のナビゲーシ ョ ンペイ ンで [デバイス] > [すべての管理対象サーバー ] を選択し ます。

2 サーバーを右ク リ ッ ク し てコ ンテキス ト メ ニューを開き、 [実行] > [OSビルド計画...] を選択し ます。
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SAク ラ イアン ト ラ イブ ラ リから ビル ド計画の実行ウ ィ ザー ド を開始

1 SAク ラ イアン ト のナビゲーシ ョ ンペイ ンの [ラ イブ ラ リ ] で、 [OSビルド計画] を選択し ます。

2 リ ス ト 内のビルド計画を右ク リ ッ ク し、 [実行] を選択し ます。
34 第2章



  
開いているビルド計画から ビルド計画の実行ウ ィ ザー ド を開始

1 SAク ラ イアン ト のナビゲーシ ョ ンペイ ンの [ラ イブ ラ リ ] で、 [OSビルド計画] を選択し ます。

2 ビルド計画を開きます。

3 [アクシ ョ ン] メ ニューで [実行] を選択し ます。

または、 [アクシ ョ ン] メ ニュー > [実行] > [ビルド計画] を選択し、 [ビルド計画の実行] ウ ィ ン ド ウで ターゲッ     

ト サーバーを選択するか、 検索ペイ ンを使用し てビルド計画のリ ス ト を検索し ます。

注 : 上記のいずれの手順でも  [ ビルド計画の実行 ] オプシ ョ ンが表示されない場合は、 ターゲッ ト デバイス上   

のSAエージ ェ ン ト がアクセス不能である こ と を示し ます。
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ビルド計画の開始

1 [Run OS Build Plan] ウ ィ ン ド ウで、 選択し たビルド計画を確認し てから  [次へ] を ク リ ッ ク し ます。

2 選択し たビルド計画を実行するサーバーを1つまたは複数選択し ます。

3 [開始] を ク リ ッ ク し ます。
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4 ビルド計画ジ ョ ブの進行状況が表示されます。

5 ビルド計画ジ ョ ブが完了する と、 サーバーが起動し、 SAによる管理対象と な り ます。

ア ク テ ィ ブ/完了/失敗し たビルド計画実行ジ ョ ブの検索

1 SAク ラ イアン ト のナビゲーシ ョ ンペイ ンで、 [ジ ョ ブ と セ ッ シ ョ ン] > [ジ ョ ブログ] を選択し ます。

2 [ジ ョ ブ と セ ッ シ ョ ン] リ ス ト が開き、 ビルド計画ジ ョ ブ、 OSビルド計画の実行のジ ョ ブ タ イプ、 ビルド 

計画の名前が表示されます。

3 [ジ ョ ブ と セ ッ シ ョ ン] 画面では、 それぞれのビルド計画ジ ョ ブに関し て次の情報が表示されます。

— ジ ョ ブID

— ジ ョ ブ タ イプ

— ビルド計画の名前

— ジ ョ ブの説明

— ジ ョ ブを実行するサーバーの数

ネ ッ ト ワーク設定のパーソナラ イズ

SAは、 ネ ッ ト ワークの完全なパーソナラ イズをサポー ト し、 プロビジ ョ ニングの実行中と イ ンス ト ール済み

のオペレーテ ィ ングシステムのいずれにおいてもパーソナラ イズを実行できます。 既存のサーバーのネ ッ ト

ワーク設定も変更が可能です。

ネ ッ ト ワークのパーソナラ イズには、hpsa_netconfigカス タム属性を、 シンプルなJSON (http://json.org/) 構  

文を使用し て、 ターゲッ ト システムでのネ ッ ト ワーク構成を指定し ます。 次に例を示し ます。

    {
        "hostname" :"testname",
        "domain" :"testname",
        "workgroup" :"someWorkgroup",
        "interfaces" :[
             {
                     "macAddress":"11:22:33:44:55:66",
                     "enabled": true,
                     "dhcpv4": true,
                     "provisioning": true,
                     "dnsServers" :[ "192.168.0.30", "192.168.0.31" ],
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                     "dnsSearch" :[ "domain.com" ],
                     "winsServers" :[ "192.168.0.34" ],
                     "staticNetworks":[
                         "192.168.0.34/24",
                         "192.168.2.0/255.255.255.0"
                     ],
                     "vlanid" :2,
                     "ipv4gateway":"192.168.0.1",
             }
        ],
        "virtualInterfaces" :[
            {
                    "interfaceName" :"br0",
            }
        ]
    }

必須フ ィ ールド とオプシ ョ ン フ ィ ールド

hpsa_netconfigカス タム属性が指定されていない場合、 SAは、 パーソナラ イズの実行時にSAエージ ェ ン ト

がSAコア との通信に使用する イ ン タ フ ェースを自動的に決定し ます。 このイ ン タ フ ェースはプロビジ ョ ニン

グイ ン タ フ ェース と呼ばれ、 DHCPを介し た自動構成と し てデフ ォル ト 設定されます。

hpsa_netconfigカス タム属性が指定され、 interfaces が含まれる場合、 macAddressフ ィ ールドが設定され

ていない場合には、 プロビジ ョ ニングイ ン タ フ ェースのMACア ド レスがデフ ォル ト で設定されます。

プロビジ ョ ニングイ ン タ フ ェースは1つしかないので、 MACア ド レスのないhpsa_netconfigで定義できる イ

ン タ フ ェースも1つです。

MAC ア ド レスは、 サーバーのネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェ ースを一意に特定するために必要にな り ます。 他の

フ ィ ールドはすべてオプシ ョ ンであ り、 デフ ォル ト 値が存在し ます。

hpsa_netconfigの形式は、 ネ ッ ト ワーク を構成するサーバーが参加するネ ッ ト ワークの構成方法について

は、 どのよ う な条件も前提と し ていません。 し たがって、 最小限の検証しか実行されません。

SAでは、 ネ ッ ト ワーク設定がSAエージ ェ ン ト と SA コ ア間で有効な接続を確立するかど うかを検証し ません。

ネ ッ ト ワーク設定を適用し た後に、 指定し た設定でSAエージ ェ ン ト がSAコ アに接続できる こ と を確認し て く

ださい。その他の明らかなエラー (プロビジ ョ ニングのイン タ フ ェースを無効にしているなど) は検証されます。

各フ ィ ールドの説明

enabled

ネ ッ ト ワー クの構成後のイ ン タ フ ェ ースの状態を示 し ます。 このフ ィ ール ド の値が false の場合、 イ ン タ

フ ェースは意図し たよ う に構成されますが、 アク テ ィ ブ化されません。

hostname, domain

ホス ト 名 (コ ンピ ューター名) とは、 ネ ッ ト ワーク上で ノ ー ド を識別する際に使用する名前です。 ド メ イ ン名  

とは、 サーバーのDNS登録ド メ イ ンです。 この2つを組み合わせる こ とによ り、 サーバーの完全修飾ド メ イ ン

名 (FQDN) にな り ます。

interfaces

構成されるシステムの物理ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースのリ ス ト です。

各イ ン タ フ ェース (MACア ド レスで識別) は、 リ ス ト 内で1回だけ記述されます。

macAddress
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ネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースのメ デ ィ アアクセス制御 (MAC) ア ド レスです。

コ ロンやダ ッ シュで区切った値や16進数の文字列など、 複数の形式で指摘できます。

dhcpv4

ネ ッ ト ワークア ド レスを取得する際のDHCPの使用を制御し ます。

provisioning

このフ ィ ールド には、 プロビジ ョ ニングで使用する イ ン タ フ ェースを明示的に指定し ます。 サポー ト される

プロビジ ョ ニングイ ン タ フ ェースは1つのみです。

複雑なシナ リ オを除き、 このフ ィ ールドの使用はお勧めし ません。 ほとんどの場合、 SAはこのフ ィ ールド を

自動で構成し ます。

dnsServers, dnsSearch, winsServer

名前解決の設定を制御し ます。 指定し た値の順序に従って、 構成が行われます。

リ ス ト の最初にあるdns nameserver、 dns domain、 winserverのいずれかが、 第一の選択肢にな り ます。

staticNetworks

イ ン タ フ ェースで構成する静的ネ ッ ト ワークのリ ス ト 。 IPv4ア ド レスには、 CIDR表記またはIPア ド レス/ネ ッ

ト ワークマスクの表記を使用できます。

リ ス ト 内の先頭のア ド レスが最初に適用されます。

ipv4gateway

IPv4のデフ ォル ト ゲー ト ウ ェ イ  (次のホ ッ プ) ア ド レス。

vlanid

このイ ン タ フ ェースでパケ ッ ト のタグ付けに使用するVLAN ID。

virtualInterfaces

このセクシ ョ ンでは、 非物理イ ン タ フ ェースを構成し ます。 非物理イ ン タ フ ェースは、 MAC ア ド レスではな

く 、 interfaceNameで識別されます。 仮想イ ン タ フ ェースは、 物理イ ン タ フ ェース と類似し た方法で構成さ

れます (dhcpv4、 staticNetworksなどのフ ィ ールド を使用)。

interfaceName

構成し た仮想イ ン タ フ ェースの識別子。 このフ ィ ール ドは、 MAC ア ド レスで識別できる物理イ ン タ フ ェース

には不要です。

hpsa_netconfigが使用されるケース

ネ ッ ト ワーク設定は、 プロビジ ョ ニングプロセスのさ まざまな段階でパーソナラ イズできます。 ネ ッ ト ワー

クはすべての段階を通じ て、 または指定し た段階でパーソナラ イズできます。 た と えば、 DHCPベースのプロ

ビジ ョ ニングを開始し、 プロビジ ョ ニングの完了後に静的ネ ッ ト ワークに切り替える こ と も可能です。

ネ ッ ト ワーク設定をパーソナラ イズし たサービスOS

静的プロ ビジ ョ ニング CD を使用し てサーバーを メ ンテナンスモー ド に移行する と、 ネ ッ ト ワーク設定用の

ブー ト UI が表示 さ れます。 こ の場合、 ブー ト UI を使 っ て、 プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グ プ ロ セ ス全体で使用す る

hpsa_netconfigを構成できます。 UIで指定し たネ ッ ト ワーク設定は、 最終的にイ ンス ト ールされたOSにも

適用されます。

HP ProLiant Gen8サーバーでは、 サーバーのiLOア ド レスを登録し、 hpsa_netconfigカス タム属性を設定する  

こ と で、 組み込みのサービスOSを使用し てPXE/DHCPが不要なプロビジ ョ ニングを実行できます。 この場合、

SA エージ ェ ン ト はハー ド ウェ ア情報を SA コアに提供し ていないので MAC ア ド レスを自動検出できないため、

MACア ド レスの指定は必須です。
SAプロビジ ョ ニングの実行 39



サービスOS を静的に構成できるため、 DHCPやネ ッ ト ワーク ブー ト イ ン フ ラス ト ラ クチャー (PXE と TFTPサー 

バー ) を使用し ないプロビジ ョ ニングが可能にな り ます。

プロビジ ョ ニングプロセスの実行中

SAは、 hpsa_netconfigカス タム属性の内容に基づいて、 OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルに必要な設定を挿入

し、 プロビジ ョ ニングイ ン タ フ ェースが、 特定のネ ッ ト ワーク設定に基づいて、 ベンダーが提供するOSイ ン

ス ト ーラーを実行できるよ う にし ます。 これが唯一のイ ン タ フ ェースであり、 このイ ン タ フ ェースで構成さ

れるIPv4ア ド レスは1つのみです。

この構成は、 DHCPを使用し ない環境でSAを イ ンス ト ールするためのものです。

OSのイ ンス ト ール後、 ネ ッ ト ワーク構成が完了し ます。

イ ンス ト ールされるシステムでのネ ッ ト ワークのパーソナラ イズ

すべての ト ワーク イ ン タ フ ェース と ア ド レスの構成には、 Personalize Network Settings of 

Installed Systemスク リ プ ト を 「スク リ プ ト の実行」 手順で実行し ます。

この手順は、 ほとんどのベースラ イ ンビルド計画ですでに指定されています。 任意のビルド計画に追加する

こ とができますが、 ネ ッ ト ワーク構成専用のビルド計画を作成する こ と も可能です。

この手順が原因でSAエージ ェ ン ト への接続が失われる可能性があるので、 この手順の後に必ずWait for HP  

SA Agent手順を配置し て く だ さい。

パーソナラ イズ手順を実行する と、 コ ンピ ューター名 ( ホス ト 名 )、 ド メ イ ン、 DNS 情報、 指定されたネ ッ ト  

ワーク設定の更新が行われ、 ターゲッ ト デバイスが構成されます。 永続的な構成のネ ッ ト ワーク設定が更新

される と、 ネ ッ ト ワークス タ ッ クがリ セ ッ ト されます。 次に、 SAエージ ェ ン ト は新しいハー ド ウ ェ アの変更

を レ ポー ト し ます。 変更はすべて プ ラ ッ ト フ ォ ーム固有であ り、 Personalize Network Settings of   

Installed System手順で ターゲッ ト プラ ッ ト フ ォームを検出できます。

新しい構成を適用する場合、 い く つかのシナ リ オに対処する必要があ り ます。 DNS と ド メ イ ン情報を更新す

る と、 以前の構成が再編成され、 新しい構成がプ ラ イマ リ設定にな り ます (たと えば、 新しいDNS IPを最初の  

nameserverと し て設定するなど )。 ネ ッ ト ワーク設定を更新するには、 新しい構成を コ ミ ッ ト する前に古い

構成 (hpsa_netconfigで処理する フ ィ ールドのみ) を消去し、 必要に応じ てエイ リ アスの消去と作成を行い  

( 静的ネ ッ ト ワークが複数指定されている場合など )、 デュアルス タ ッ クのネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースを有

効または無効にする必要があ り ます。

注: どのよ う な場合でも、 意図的に変更し ない限り、 古い構成は保持されます。

例1

あるデバイスで、 イ ン タ フ ェースが3つ構成されています (eth0、 eth1 (eth1:1がエイ リ アス)、 eth2)。

hpsa_netconfigが、 エイ リ アスでeth0を静的に構成し、 eth1をDHCPに構成する用に設定されている場合、

パーソナラ イズ手順によ り、 eth0のエイ リ アスが作成され、 eth1の既存のエイ リ アスが削除されます (結果 

: eth0とeth0:1エイ リ アス、 eth1、 eth2)。 他のイ ン タ フ ェースは変更し ません (この場合はeth2)。

Red Hat Enterprise Linux、 CentOS、 Oracle Enterprise Linuxの各プラ ッ ト フ ォーム

• 構成フ ァ イルを新しいコ ンピ ューター名で更新: /etc/hosts、 /etc/sysconfig/network

— hostnameコマン ドは、 実行時構成で実行されます。

• 構成フ ァ イルのド メ イ ン とDNS情報を更新: /etc/resolv.conf

• 構成フ ァ イルのネ ッ ト ワーク固有の情報を更新: /etc/sysconfig/network、 /etc/sysconfig/
network-scripts/ifcfg-ethXX

• ネ ッ ト ワークの再起動: /etc/init.d/network restart

— この手順が原因で、 SAエージ ェ ン ト への接続が失われる こ とがあ り ます。
40 第2章



Ubuntuプラ ッ ト フ ォーム

hpsa_netconfig は複数の命名 を サポー ト し て い な いの で、 ネ ッ ト ワー ク 構成 では /etc/network/

interfacesでのマ ッ ピングはサポー ト されません。 サポー ト されない構成の例を示し ます。

        mapping eth0
            script /usr/local/sbin/map-scheme
            map HOME eth0-home
            map WORK eth0-work

        iface eth0-home inet static
            address 192.168.1.1
            netmask 255.255.255.0
            up flush-mail

        iface eth0-work inet dhcp

• 構成フ ァ イルを新しいコ ンピ ューター名で更新: /etc/hosts、 /etc/hostname

— また、 hostnameコマン ドが実行時構成で実行されます。

• 構成フ ァ イルのド メ イ ン とDNS情報を更新: /etc/resolv.conf 
/etc/resolvconf/resolv.conf.d/original

• 構成フ ァ イルのネ ッ ト ワーク固有の情報を更新: /etc/network/interfaces

• ネ ッ ト ワークの再起動: /etc/init.d/networking restart

— この手順が原因で、 SAエージ ェ ン ト への接続が失われる こ とがあ り ます。

SUSEプラ ッ ト フ ォーム

構成フ ァ イルを新しいコ ンピ ューター名で更新: /etc/hosts、 /etc/HOSTNAME

— hostnameコマン ドは、 実行時構成で実行されます。

• 構成フ ァ イルのド メ イ ン とDNS情報を更新: /etc/resolv.conf, 
/etc/sysconfig/network/config

• ネ ッ ト ワーク固有の構成で構成フ ァ イルを更新: /etc/sysconfig/routes、 /etc/sysconfig/

network-scripts/ifcfg-ethXX、 /etc/sysctl.conf

• ネ ッ ト ワークの再起動: /etc/init.d/networking restart

— この手順が原因で、 SAエージ ェ ン ト への接続が失われる こ とがあ り ます。

VMware ESXiプ ラ ッ ト フ ォーム

このプラ ッ ト フ ォームでは、 イ ンス ト ール後にESXi OSがエージ ェ ン ト レスになるので、 ネ ッ ト ワーク構成は 

サポー ト されません。 静的ネ ッ ト ワーク構成は、 Kickstart フ ァ イルに追加する こ と によ り、 イ ンス ト ール時

に適用されます。

Windowsプラ ッ ト フ ォーム

同じ構成プロセスを使用し て永続的な設定を適用する こ と も、 イ ンス ト ーラーの実行時にデバイスを構成す

る こ と もできます。 パーソナラ イズを適用する と、 Windows 固有のコマン ドが実行され、 指定し た情報でシ

ステムが構成されます。 つま り、 再起動後に構成を適用する必要がな く 、 すぐに構成が反映されます。

hostnameの変更をOSが認識できるよ う にするには、 デバイスの再起動が必要です。
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Windowsハー ド ウ ェ アサポー ト の拡張

SA Windows Service OS イ メ ージは、 一般的なデバイスの ド ラ イバーにバン ド ルされています。 ただ し、 新型   

ハー ド ウ ェ アでは新しい ド ラ イバーが必要になる こ とがあり ます。 以下の手順は、 既存のWindows Service OS  

イ メ ージに新しい ド ラ イバーを追加する方法を説明し ています。

ア ッ プグレー ド するWindows Service OSを確認し ます。 次に例を示し ます。

• WinPE2.1 32bit (Windows Server 2008/Windows Vistaから ビルド )

• WinPE3.1 64bit (Windows 7 SP1/Windows Server 2008 R2から ビルド )

• WinPE4.0 64bit (Windows 8/Windows Server 2012から ビルド )

SAコアイ メ ージ とSAサテラ イ ト イ メ ージは、 次の場所に格納されています。

/opt/opsware/boot/tftpboot/winpe/sources/

—     opswarex86-ogfs-enabled.wim: WinPE2.1 (OGFS SAエージ ェ ン ト )

—     opswarex64-ogfs-enabled.wim: WinPE3.1 (OGFS SAエージ ェ ン ト )

•     opswwinpe4.wim: WinPE4.0 (OGFS SAエージ ェ ン ト )

• イ メ ージのバッ クア ッ プを作成し、 最新WADK
 (http://technet.microsoft.com/en-us/library/hh824947.aspx) を イ ンス ト ールし た 

Windowsマシンにコ ピーし ます。

• 必要な ド ラ イバーを入手し ます。 たと えば、 WinPE3.1ベースのイ メ ージを更新する場合は、 Windows 7ま 

たはWindows Sever 2008 R2用のド ラ イバーを探し て く だ さい。

• MicrosoftのWebページ 「Add Device Drivers on an Offline Windows PE Image」 を参照し、 手順を実行し ます 
(http://technet.microsoft.com/en-us/library/dd799289(WS.10).aspx)。

• オ リ ジナルのイ メ ージを変更後のイ メ ージで置換し ます。

Windows ド メ イ ンまたはワークグループの参加

Windowsビルド計画には、プロビジ ョ ニングし たマシンをWindows ド メ イ ンまたはワークグループに参加させ

る機能もあ り ます。この操作には、Inject Windows Domain or Workgroup Personalization Settings    

手順を使用し ます。

この手順を使用し てマシンを Windows ド メ イ ンに参加させるには、 次のカス タム属性を使用する必要があり

ます。

• DomainName: サーバーが参加する ド メ イ ンの名前。

•  DomainUser: ド メ イ ンにサーバーを追加するアクセス権が割り当てられているユーザー名。 

•  DomainPassword: DomainUserのパスワー ド。

マシンをワークグループに参加させるには、 次のカス タム属性のみを使用し ます。

• WorkGroup: ワークグループ名。

新しいビルド計画でこの手順を使用するには、 次の操作が必要です。

•  この手順は、 Configure Windows Default Unattend.xml、 Inject Required Unattend.xml 

Settings、 Inject Personalization Settingsの手順の後に追加し ます。

•  この手順は、 Run Windows Setup手順の前に追加し ます。

•  必要に応じ て、 カス タム属性を使用し ます (カス タム属性の定義 (134ページ) を参照し て く ださい)。
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プロビジ ョ ニング済みのサーバーのプロビジ ョ ニング

ビルド計画は、 サーバーの再利用 (再プロビジ ョ ニング) をサポー ト し ます。 完全な自動実行と手動での実行  

が可能です。

注 : 再プロビジ ョ ニングを行う と、 サーバー上のデータが消去される場合や、 SA 内でサーバーが使用できな 

く なる場合があ り ます。 詳細については、 『SA ユーザーガイ ド : Server Automation』 の 「サーバーの非ア ク  

テ ィ ブ化」 を参照し て く だ さい。

再プロビジ ョ ニングの自動実行

サーバーの再プロビジ ョ ニングを自動実行するには、 SAMPLE:Prepare server for reprovisioning to    

Linuxなどのビルド計画を使用し てサーバーの準備を行います。 管理対象サーバーでこのビルド計画を実行

し ます。 サーバーが使用停止状態にな り、 メ ンテナンスモー ド に移行し ます。 ビルド計画ジ ョ ブが完了し た

ら、 ベースラ イ ンSAビルド 計画を使用し て、 新しいOSにプロビジ ョ ニングし ます。

たと えば、 Windowsでサーバーを再プロビジ ョ ニングするには、 SAMPLE:Prepare server for 
reprovisioning to Linuxをベースにするビルド計画を使用し ます。 ブー ト 手順のパラ メ ーターを編集す  

る こ とによ り、 Windowsプロビジ ョ ニングビルド計画の開始前にサーバーを準備し ます。

再プロビジ ョ ニングジ ョ ブを頻繁に実行する場合には、 再プロビジ ョ ニング手順と新しいOSにプロビジ ョ ニ

ングする手順の両方を指定し たビルド計画を作成する こ と も可能です。

再プロビジ ョ ニングの手動実行

SAでは、 サーバーの再プロビジ ョ ニングの準備を手動で実行する こ と も可能です (た と えば、 DHCPのない環 

境でのCDイ メ ージを使用し たブー ト )。 再プロビジ ョ ニングを実行する前に、 SAのサーバーを使用停止 (非ア 

ク テ ィ ブ化 ) し、 メ ンテナンスモー ド に移行する必要があ り ます。 詳細については、 『SA Installation Guide』   

の 「Uninstalling an SA Core」 を参照し て く だ さい。

サーバーを使用停止にできないと、 メ ンテナンスモー ド に移行できな く な り ます (SAコアでの登録エラー )。 

一部のプラ ッ ト フ ォームでは、 サーバーを使用停止にし な く ても メ ンテナンスモー ド に移行できますが、 こ

れはメ ンテナンス専用の機能であ り、 再プロビジ ョ ニングでは使用できません。 し たがって、 サーバーを使

用停止し ない と、 SA でのサーバー登録に不整合が発生し ます。 た と えば、 古いソ フ ト ウ ェ アポ リ シーがア

タ ッ チ されたままの状態にな り ます。 

 

この設定では、 Decommission Server 手順は使用できません。 この手順では、 SA エージ ェ ン ト が無効にな り、 

手順を継続できな く なるので、 これ以降に実行されるWait for HP SA Agent手順や、 SAエージ ェ ン ト がア    

クテ ィ ブである こ とが必要な手順でエラーが発生し ます。

デバイスの命名

デバイスの命名では、 SAコアに登録されていないサーバーや、 メ ンテナンスモー ド OSに初めて移行するサー

バーの名前を カス タ マイズし ます。

デバイスの命名機能よ り も優先度が高いSAク ラ イアン ト からサーバー名を変更する こ と もできます。 この操

作には、 特定のデバイスプロパテ ィ を一致させるルールを定義し ます。 これによ り、 SAエージ ェ ン ト が登録

し たデバイス情報に基づいて さ まざまな名前を付ける こ とができます。
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ルールは、サーバーフ ァ シ リ テ ィ に関連付けられたdevice_discovery_naming_rulesカス タム属性に追加

し ます。

ルールは、 正規表現と テンプレー ト のペアで指定し ます。

    REGEX1::=TEMPLATE1
    REGEX1::=TEMPLATE2

各正規表現は、 SAエージ ェ ン ト が報告する情報から構成された文字列と照合されます。

一致が見つかった場合、 TEMPLATEに基づいてサーバーの名前が作成されます。

TEMPLATEはPython 2.7の文字列フ ォーマ ッ ト 規則に従い、 次の形式でデ ィ クシ ョ ナリが指定されます。

    {key:[ {'inner key':'value1', value2], ...}

次のよ う に値を参照できます。

    value1 = {key[0][inner key]}
    value2 = {key[1]}

TEMPLATE で使用するデ ィ ク シ ョ ナ リは、 ハー ド ウ ェ ア登録時に SA エージ ェ ン ト が構築し ます。 次のよ う な

フ ィ ールドが関連し ます。

• chassis_id - シャーシID

• dvc_id - サーバーのSAオブジ ェ ク ト ID、 マシンID

• dvc_mfg - サーバーのメ ーカー

• dvc_model - サーバーのモデルイ ン タ フ ェース \[0\]\[hw_addr\] - 最初に報告されたネ ッ ト ワーク イ ン タ    

フ ェースのMACア ド レス

• os_version - SAエージ ェ ン ト が報告し たOSバージ ョ ン

• serial_num - シ リ アル番号

• server_location - サーバーの場所 (HP ProLiantブレー ドのみ)

• system_name - ホス ト 名

• uuid - UUID

次に、 簡単な例を示し ます。

    .*server_location.*::={system_name}-{server_location[rack]}-{server_location[
enclosure]}-{server_location[bay]}

上記の例は、 場所が報告された任意のサーバーに一致し、 ホス ト 名、 ラ ッ ク、 エン ク ロージャー、 ベイの順

で構成される名前を設定し ます。

次は、 少し複雑な例を示し ます。

    .*ProLiant 
BL.*::={server_location[rack]}-{server_location[enclosure]}-{server_location[
bay]}
    .*ProLiant*::={serial_num}
    .*VMware.*::={system_name}-{interfaces[0][hw_addr]}

最初の行は、 ProLiant BLサーバーのみに一致し、 名前を割り当てます。 2行目は、 1行目で該当するサーバー 

がない場合のみに必要にな り ます。 BLモデル以外のHP ProLiant を探し ます。 3行目は、 VMwareハー ド ウ ェ ア 

のみに一致し、 ホス ト 名と、 最初のネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースのハー ド ウェ アア ド レスを割り当てます。
44 第2章



第3章 SAプロビジ ョ ニングでの一般的な

ユースケース
次のユースケースを試行する前に、 SAコ アでDHCPの構成を完了し ておいて く だ さい。『SA Installation Guide』  

の 「Post installation Tasks」 を参照し て く ださい。

すでに、 SA プロビジ ョ ニングで必要な 3 つのフ ェーズについては説明し ま し た。 これで、 プロビジ ョ ニング

を開始できます。 以下に、 プロビジ ョ ニングを開始する上で参考になる例をい く つかあげます。

Windowsベースサーバーのプロビジ ョ ニング

Windows Server 2008 R2のプロビジ ョ ニング

1 ネ ッ ト ワーク ブー ト  (19ページ) の手順に従って、 サーバーをネ ッ ト ワーク ブー ト し ます。

2 ネ ッ ト ワーク ブー ト のメ ニューで、 [HPSA OS Build Plan Service OS Menu] を選択し ます。
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3 「Windows 64-bit Service OS」 を選択し ます。

4 サーバーがメ ンテナンスモー ド になるまで待ちます。

5 サーバーのIPア ド レスを書き留めておきます。 後で、 マシンの識別に使用し ます。

6 SAク ラ イアン ト を起動し、 ナビゲーシ ョ ンペイ ンで [ラ イブ ラ リ ] を選択し てから ビ ューを  [タ イプ別] に    

指定し、 [OSビルド計画] を選択し ます。
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7 使用可能なビルド計画のリ ス ト から、 ビルド計画 Windows 2008 R2 x64 Default Install を選択し    

て開きます。

8 ビルド計画の編集ウ ィ ン ド ウが開いたら、 [ビ ュー ] パネルで [ビルド計画アイテム] を選択し ます。 ビル   

ド計画の手順が一覧表示されます。

9 リ ス ト から 「Set Media Source」 を選択し ます。 [スク リ プ ト の実行] パネルが開き、 この手順のパラ メ ー   

ター設定が表示されます。 デフ ォル ト プロ ト コル、 SMB、 メ デ ィ アパス /osmediaを書き留めます。

10 「Run Windows 2008 R2 x64 Setup」 ビルド計画手順を選択し ます。
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11 [パラ メ ーター ] フ ィ ールド では、 `setup.exe`のパス と し てz:\windows\2008x64\r2\setup.exeが表示 

されます。

12 メ デ ィ アサーバーと、 次の場所に展開し たWindows Server 2008 R2 ISOとのSMB共有を準備し ます。

/osmedia/windows/2008x64/r2/

これは、 [Set Media Source] パラ メ ーターと  [Run Windows 2008 R2 x64 Setup] パラ メ ーターの結合です。
48 第3章



13 ビルド計画の編集の [ビ ュー ] ペイ ンで [カス タム属性] を選択し ます。

14 カス タム属性の [MediaServer] と  [ProductKey] を次のよ う に入力し ます。

— MediaServerは、 メ デ ィ アサーバーのホス ト 名またはIPア ド レスです。

— ProductKeyは、 Microsoft Windows Server 2008 R2の有効なプロダク ト キーでなければな り ません。

オプシ ョ ン: ド ラ イバー検索パスを追加する場合は、[DriversPath] カス タム属性フ ィ ールド も指定し て く   

ださい。

15 Ctrl+Sキーを押すか、 [フ ァ イル] > [保存] を選択し てビルド計画を保存し ます。

16 [アクシ ョ ン] メ ニューで [実行] を選択し ます。
SAプロビジ ョ ニングでの一般的なユースケース 49



        
17 [Run OS Build Plan] ウ ィ ン ド ウが開きます。 選択したビルド計画を確認してから  [次へ] をク リ ッ ク し ます。

18 使用可能なサーバーが一覧表示されます。 ビルド計画を実行するサーバーを選択し ます ( 以前にネ ッ ト  

ワーク ブー ト し たマシンなど)。

19 [開始] を ク リ ッ ク し ます。 ビルド計画の実行ジ ョ ブの進行状況が表示されます。

20 ビルド計画の実行ジ ョ ブが完了する と、 サーバーが起動し、 SAによる管理対象と な り ます。

Linuxベースサーバーのプロビジ ョ ニング

Red Hat Enterprise Linux 6 x86_64のプロビジ ョ ニング

1 ネ ッ ト ワーク ブー ト  (19ページ)  の手順に従って、 サーバーをネ ッ ト ワーク ブー ト し ます。 

2 ネ ッ ト ワーク ブー ト メ ニューの [Autoboot:] オプシ ョ ンを選択し て起動し ます (デフ ォル ト は [Linux 

64-bit Service OS])。

または、 [HPSA OS Build Plan Service OS Menu] を選択し て [Linux 64-bit Service OS] を選択    

し ます。
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サーバーがメ ンテナンスモー ド になるまで待ちます。

3 サーバーのIPア ド レス とHPSAサーバー IDを書き留めます。 後で、 サーバーの識別に使用し ます。

4 SAク ラ イアン ト を起動し、 ナビゲーシ ョ ンペイ ンで [ラ イブ ラ リ ] を選択し てから ビ ューを  [タ イプ別] に    

指定し、 [OSビルド計画] フ ォルダーを選択し ます。

5 使用可能なビルド計画のリ ス ト から、 ビルド計画 「Red Hat Enterprise Linux Server 6 X86_64    

Install」 を選択し て開きます。
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6 ビルド計画の編集ウ ィ ン ド ウが開いたら、 [ビ ュー ] パネルで [ビルド計画アイテム] を選択し ます。 ビル   

ド計画の手順が一覧表示されます。 

7 リ ス ト から 「Set Media Source」 を選択し ます。 [スク リ プ ト の実行] パネルが開き、 この手順のパラ メ ー   

ター設定が表示されます。 プロ ト コル、 NFS、 メ デ ィ アパス/mnt/share/rhel_X86-64を書き留めてお

きます。

8 次の場所に展開し たRed Hat Enterprise Linux 6 x86_64 DVDとのNFS共有を準備し ます。 
/mnt/share/rhel_X86-64
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9 ビルド計画の編集の [ビ ュー ] ペイ ンで [カス タム属性] を選択し ます。

10 [MediaServer] カス タム属性フ ィ ールド に、 上記で準備し た NFS 共有をホス ト するマシンのホス ト 名また 

はIPア ド レスを入力し ます。

11 Ctrl+Sキーを押すか、 [フ ァ イル] > [保存] を選択し て、 ビルド計画を保存し ます。
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12 [アクシ ョ ン] メ ニューで [実行] を選択し ます。

13 [OSビルド計画の実行] ウ ィ ン ド ウが開きます。 選択し たビルド計画を確認し てから  [次へ] を ク リ ッ ク し   

ます。
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14 ビルド計画を実行するサーバーを選択し ます (上記でネ ッ ト ワーク ブー ト し たマシンなど)。

15 [開始] を ク リ ッ ク し ます。 ビルド計画ジ ョ ブの進行状況が表示されます。

ビルド計画が完了する と、 サーバーが起動し、 SAによる管理対象と な り ます。
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Solaris x86ベースサーバーのプロビジ ョ ニング

Solaris 11.1 x86のプロビジ ョ ニング

1 ネ ッ ト ワーク ブー ト  (19ページ) の手順に従って、 サーバーをネ ッ ト ワーク ブー ト し ます。

2 ネ ッ ト ワーク ブー ト のメ ニューで、 [HPSA OS Build Plan Service OS Menu] を選択し ます。

3 [Solaris 11 x86 Service OS] を選択し ます。
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4 サーバーがメ ンテナンスモー ド になるまで待ちます。

5 サーバーのHPSAサーバー IDを書き留めておきます。 この情報は、 後でマシンの識別に使用し ます。

6 SAク ラ イアン ト を起動し、 ナビゲーシ ョ ンペイ ンで [ラ イブ ラ リ ] を選択し てから ビ ューを  [タ イプ別] に    

指定し、 [OSビルド計画] フ ォルダーを選択し ます。

7 使用可能なビルド計画のリ ス ト から、 ビルド計画 「Solaris 11.1 x86 Default Install」 を選択し    

て開きます。

8 ビルド計画の編集ウ ィ ン ド ウが開いたら、 [ビ ュー ] パネルで [ビルド計画アイテム] を選択し ます。 ビル   

ド計画の手順が一覧表示されます。 
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9 リ ス ト から 「Set Media Source」 を選択し ます。[スク リ プ トの実行] パネルが開き、 この手順のパラ メーター   

設定が表示されます。 プロ ト コル、 NFS、 メ デ ィ アパス /mnt/share/solaris/Solaris11.1-x86を書 

き留めておきます。

10 Solaris 11.1 x86 AI Install CDを次の場所に展開し、 NFS共有を準備し ます。

/mnt/share/solaris/Solaris11.1-x86

11 ネ ッ ト ワークからSolaris 11.1 IPSパッ ケージ リポジ ト リ にアクセスできる こ と を確認し て く だ さい。

— 公式なOracleリ ポジ ト リはhttp://pkg.oracle.com/solaris/release/ に配置されています。

— セルフホス ト のリポジ ト リにはHTTPからアクセスできます ( セ ッ ト ア ッ プについてはOracleのドキュ 

メ ン ト を参照し て く だ さい)。
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12 ビルド計画の編集の [ビ ュー ] ペイ ンで [カス タム属性] を選択し ます。

13 カス タム属性フ ィ ールド  [MediaServer] と  [ips_source] を次のよ う に入力し ます。

— MediaServerには、 上記で設定し たNFS共有のホス ト 名またはIPア ド レスを指定し ます。

— ips_sourceには、Solaris 11.1 IPSパッケージ リポジ ト リにアクセスする際の完全なURLを指定し ます。

14 Ctrl+Sキーを押すか、 [フ ァ イル] > [保存] を選択し て、 ビルド計画を保存し ます。

15 [アクシ ョ ン] メ ニューで [実行] を選択し ます。
SAプロビジ ョ ニングでの一般的なユースケース 59



16 [Run OS Build Plan] ウ ィ ン ド ウが開きます。 選択したビルド計画を確認してから  [次へ] をク リ ッ ク し ます。

17 ビルド計画を実行するサーバーを選択し ます (上記でネ ッ ト ワーク ブー ト し たマシンなど)。

18 [開始] を ク リ ッ ク し ます。 ビルド計画ジ ョ ブの進行状況が表示されます。

ビルド計画が完了する と、 サーバーが起動し、 SAによる管理対象と な り ます。
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HP ProLiantサーバーのフ ァームウ ェ アの更新 

HP Service Pack for ProLiant (SPP) は、 LinuxとWindows向けのフ ァームウ ェ ア、 ド ラ イバー、 ソ フ ト ウ ェ アパッ     

ケージが含まれるISOイ メ ージです。

各SPPのコ ンポーネン ト は、 テス ト によ って安定性が確認されています。

ターゲッ ト サーバー上のフ ァームウ ェ アを最新の HP Service Pack にア ッ プグレー ド する方法と し て、 SA では  

ベースラ イ ンビルド計画 [ProLiant SW - Offline Firmware Update] が用意されています。

SPPのダウンロー ド

1 次のサイ ト にアクセス し ます。

 https://www.hp.com/go/spp

2 [Download] を選択し ます。

3 [Current Version] を選択し ます。

4 [Complete ISO Image] の横にある  [Download] を選択し ます。

5 HP Passportのユーザー IDとパスワー ド を入力し ます。

6 画面の指示に従ってSPP ISOフ ァ イルをダウンロー ド し ます。

SPPイ メ ージのメ デ ィ アサーバーへのデプロ イ

HPが提供するSPPデプロ イ用のビルド計画では、 SPPコ ンテンツを メ デ ィ アサーバー上のデ ィ レ ク ト リ

<フ ァ イル共有名>/Media/spp

に格納する必要があ り ます。

各SPPバージ ョ ンには、 SSPバージ ョ ンの名前がついたフ ォルダーがあ り ます。

たと えば、 SPPのバージ ョ ンが2014.06.0の場合、 SPP ISOイ メ ージのコ ンテンツは、 メ デ ィ アサーバー上の 

<フ ァ イル共有名>/Media/spp/2014.06.0

に格納する必要があ り ます。

「ProLiant SW - Offline Firmware Update」 ビルド計画の準備と実行

LinuxサービスOSでは、 オフ ラ イ ン フ ァームウ ェ ア更新を実行する必要があ り ます。 必要に応じ てサーバーは

自動的に再起動し、 LinuxサービスOSが起動し ます。

すでにOSがプロビジ ョ ニングされているサーバー上のフ ァームウ ェ アを更新し、 フ ァームウ ェ アの更新が完

了し た後にサーバーを起動し て この OS に戻す場合、 次の手順に従っ て、 プロビジ ョ ニングされた OS にサー

バーを戻すビルド計画を作成し ます。

1 HPが提供するビルド計画を新しい名前で保存し ます。

2 ビルド計画のコ ピーを編集し ます。

3 ビルド計画の最後にある2つの手順、 **Boot**と**Wait for HP SA Agent**を削除し ます。

4 ビルド計画の最後に、 Reboot手順を追加し ます。

5 ビルド計画の最後にWait for HP SA Agent手順を追加し、 次のパラ メ ーターを指定し ます。

— --production

— --atLeast 3

— --atMost 10

6 ビルド計画を保存し ます。
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ビルド計画を実行する前に、 次の手順を実行する必要があり ます。

1 HP Service Pack for ProLiant (SPP) を メ デ ィ アサーバーにデプロ イ し ます ( SPPのダウンロー ド  (61 ページ )      
とSPPイ メ ージのメ デ ィ アサーバーへのデプロ イ  (61ページ) を参照し て く だ さい)。

2 Set Media Source手順のパラ メ ーターを編集し、 SPPフ ァ イルが格納されている メ デ ィ アURIを指定し  

ます (SPPイ メ ージのメ デ ィ アサーバーへのデプロ イ  (61ページ) を参照し て く ださい)。

以下は、 NFSを使用する場合の例です。

注: オフ ラ イ ン フ ァームウ ェ ア更新を実行する と、 SPPから フ ァームウェ アコ ンポーネン ト のみがイ ンス ト ー 

ルされます。 ソ フ ト ウ ェ ア と ド ラ イバーコ ンポーネン ト はイ ンス ト ールされません。

「Update Firmware Using SPP」 ビルド計画手順のその他のパラ メ ーター

• --spp_version - 使用するSPPバージ ョ ンを指定し ます。 デフ ォル ト では、 最新のSPPバージ ョ ンが使用  

されます。

• --hpsum_options - フ ァームウ ェ ア更新の実行に使用する HP SUM ユーテ ィ リ テ ィ に追加する引数を指   

定し ます。

HP SUMオプシ ョ ンの詳細については、 SPPのhp/swpackages/assets/doc/CLIHelp.txtフ ァ イルを参 

照し て く だ さい。

このオプシ ョ ンの構文: は、 次のとお り です。

--hpsum_options="<オプシ ョ ン1 オプシ ョ ン2 ... オプシ ョ ンN>"

• --hpsum_logs_dump_dir - HP SUMログが含まれるzipフ ァ イルを作成する フ ァ イル共有上のデ ィ レ ク ト    

リ を指定し ます。

• --no_show_log - ジ ョ ブログでhpsum_log.txtコ ンテンツの表示を無効にし ます。
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作業パラ メ ーターセ ッ ト の例: 
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第4章 SAビルド計画の新規作成
この項では、 新しいビルド計画を作成する方法について説明し ます。 作成方法には、 SAのデフ ォル ト のベー

スラ イ ンビルド計画を コ ピーし て変更する方法と、 手動で新規作成する方法があり ます。

警告 : SAのイ ンス ト ール中に SA ク ラ イアン ト ラ イブラ リ にイ ンス ト ールされる ソースベースラ イ ンビルド計 

画と ビルド計画手順は編集し ないで く だ さい。 編集し た場合、 ベースラ イ ンビルド計画の変更内容は、 SAを

ア ッ プグレー ド する と きにア ッ プグレー ドの内容で上書き されます。 コ ピーを作成し て別名で保存し、 カス

タ マイズし て く だ さい。 この方法でカス タ マイズし た内容は、 ア ッ プグレー ド後にも保持されます。

注: SAによ ってイ ンス ト ールされたビルド 計画のscript手順は、 コ ピーし ないこ と をお勧めし ます。 作成し た 

コ ピーには、 更新とバグ修正が適用されません。

デフ ォル ト ビルド計画のカス タ マイズ

ビルド計画を カス タ マイズする前に、 ベス ト プラ ク テ ィ ス と し て、 イ ンス ト ールする構成に類似し たベース

ラ イ ンビルド計画を探し、 コ ピーする こ と をお勧めし ます。

次のタ スク を実行し ます。

1 SAク ラ イアン ト ラ イブ ラ リ で、 [フ ォルダー別] タ ブを選択し ます。

2 コ ピーするビルド計画が格納されている フ ォルダーに移動し ます。

3 ビルド計画を選択し、 コ ンテキス ト メ ニューまたは [アクシ ョ ン] メ ニューから  [コ ピー ] を選択し ます。

4 ビルド計画を フ ォルダーに貼り付け、 開いてカス タ マイズし ます。 ビルド計画を明確に区別できるよ う

に、 名前と説明を変更し て く だ さい。
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ビルド計画の新規作成には、 別の方法もあ り ます。 SAク ラ イアン ト を起動し、 ナビゲーシ ョ ンパネルで

[SAラ イブ ラ リ ] パネルを開き、 [タ イプ別] タ ブを選択し、 コ ンテキス ト メ ニューの [ビルド計画の新規作   

成] を ク リ ッ ク し ます。

ビルド計画の編集

ビルド計画を開 く と、 ビルド計画の編集ウ ィ ン ド ウが開きます。 このウ ィ ン ド ウでは、 手順と スク リ プ ト の

追加と編集、 各ステ ッ プのパラ メ ーターの変更、 手順と スク リ プ ト の削除を実行できます。

ビルド計画の手順 (アイテム) の順序を変更する場合は、 注意し て く だ さい。 特定の順序で実行し なければな  

らない手順の場合、 順序を変更する と エラーが発生する原因にな り ます。

SAを新しい リ リースにア ッ プグレー ド し た後は、 ア ッ プグレー ド後のベースラ イ ンビルド計画と変更し たビ

ルド計画を比較し、 利用できる改良点がないか確認する こ と をお勧めし ます。
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カス タム属性の置換

カス タム属性の使用 (30ページ) では、 パーソナラ イズにカス タム属性を使ってビルド計画の手順のパラ メ ー  

ターを使用する方法が説明されています。

ビルド計画では、 独自のカス タム属性の定義や使用など、 カス タム属性を さ まざまパーソナラ イズに利用で

きます。

上のビルド計画の編集ウ ィ ン ド ウに表示されているよ う に、 カス タム属性は次のよ う に簡単な構文で置換で

きます。

@CustomAttributeName:default value@

このパターンは、 ユーザーが指定し たカス タム属性値で置換されます。 または、 カス タム属性が指定されて

いない場合は、デフ ォル ト 値で置換されます。この置換処理は、ビルド計画が使用するすべてのテキス ト ベー

スのリ ソース (スク リ プ ト 、 構成テンプレー ト 、 スク リ プ ト のパラ メ ーターなど) で実行されます。

た と えば、 ビル ド計画のメ デ ィ アプロ ト コルのパラ メ ーターを指定し たい場合は、 [Set Media Source] 手   

順のパラ メ ーターを次のよ う に指定し ます。

@MediaProtocol:nfs@://@MediaServer@/mnt/share/rhel6_X86-64

サーバー階層またはビルド計画で [@MediaProtocol] カス タム属性を定義し ていない場合は、 この指定が有  

効にな り ます。 た と えば、 このカス タム属性をHTTPに設定する こ とによ り、 メ デ ィ アプロ ト コルをHTTPに変

更できます。

ビルド計画がサーバーにア タ ッ チ されていない場合でも、 ビルド計画で定義し たカス タム属性が使用されま

す。 同じ カス タム属性がサーバー階層内に存在する場合、 ビル ド 計画のカス タム属性は優先度が低いため、

上書き されます。 カス タム属性の詳細と継承の方法については、 カス タム属性の定義 (134 ページ ) を参照し  

て く ださい。

イ ンス ト ールプロ フ ァ イルのカス タ マイズ

SAのデフ ォル ト のインス ト ールプロフ ァ イルは、 最小限の内容をインス ト ールするよ う に設計されています。

注: これらのプロ フ ァ イルを古いSA OSシーケンスで使用する イ ンス ト ールプロ フ ァ イルと混同し ないよ う に  

注意し て く だ さい。

これらのプロ フ ァ イルは、 次の操作に使用できます。

• パーテ ィ シ ョ ンのカス タ マイズ

• フ ァ イアウォールのカス タ マイズ

• イ ンス ト ールメ デ ィ アを使用し たソ フ ト ウ ェ アの追加イ ンス ト ール

注: ト ラブルシューテ ィ ングを容易にするために、スク リ プ ト を イ ンス ト ールプロ フ ァ イルと し て使用し ない 

で く ださい。SAスク リ プ ト は、OSを イ ンス ト ールする手順の後、 ビルド計画の一部と し て実行し て く だ さい。

これによ り、 保守作業が簡単にな り ます。

個々のイ ンス ト ールプロ フ ァ イルを変更する手順については、 イ ンス ト ールするOSおよびサポー ト される構

文のベンダー ド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。 構成テンプレー ト の名前は、 構文を検索する際のキーワー

ド と な り ます。

イ ンス ト ールするOSや変更の内容に応じ て、 新しいプロ フ ァ イルを作成する方法か、 既存のプロ フ ァ イルを

コ ピーし て変更する方法を選択し ます。

既存のイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの変更

ビルド計画内にすでに存在する イ ンス ト ールプロ フ ァ イルを変更するには、 次の手順を実行し ます。

1 SAク ラ イアン ト を起動し、 ナビゲーシ ョ ンペイ ンでビ ューを  [タ イプ別] タ ブに設定し ます。
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2 [OSビルド計画] フ ォルダーを選択し ます。

3 使用可能な計画の中から、 変更する計画を開きます。 

4 ビルド計画の編集ウ ィ ン ド ウで手順を選択し、 次に示す場所を確認し ます。

5 構成フ ァ イルの適用手順を選択し ます。 [インス トールパス] と ビルド計画内での手順の順序を書き留めて 

おきます。 この情報は、 独自の構成フ ァ イルの適用手順を追加する と きに使用し ます。

6 [SA ク ラ イアン ト ラ イブ ラ リ ] パネルで [ フ ォルダー別 ] タ ブを選択し、 構成フ ァ イルの場所を指定し て、   

フ ァ イルのコ ピーを作成し ます。
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7 構成フ ァ イルのコ ピーを開き、 編集ウ ィ ン ド ウで [削除] ボタ ンを ク リ ッ ク し てビルド計画内の古い手順  

を削除し ます。

8 次のよ う に新しい手順を追加し ます。
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構成フ ァ イルの適用手順は、 構成テンプレー ト が元になっている構成のみに適用されます。

9 構成フ ァ イルの適用手順の順序が正し く 、 [インス ト ールパス] のパスが同じ である こ と を確認し ます。

10 構成フ ァ イルの適用手順を追加し た後、 編集が必要な場合はダブルク リ ッ クする と編集できます。

構成フ ァ イルの新規作成も可能です。 SAク ラ イアン ト ラ イブラ リの [フ ォルダー別] ビ ューで [新規] を ク リ ッ    

ク し てから  [構成テンプレー ト ] を ク リ ッ クするか、 [タ イプ別] ビ ューでSAク ラ イアン ト ラ イブ ラ リ を表示し   

て [ 構成テンプレー ト ] フ ォルダーに移動し ます。 パーサー構文を必ず変更し て く だ さ い。 ビル ド 計画でサ  

ポー ト されるのは、 カス タム属性構文のみです。 構成テンプレー ト のコ ンテンツセクシ ョ ンで、 イ ンス ト ー

ルプロ フ ァ イルを コ ピーおよび貼り付ける こ とができます。 新しい構成テンプレー ト は、 上記の手順と同じ

方法で追加できます。

ビルド計画は、 各プロ フ ァ イルタ イプ専用のInject Requiredスク リ プ ト とInject Personalizationス  

ク リ プ ト を使用し て、 イ ンス ト ールプロ フ ァ イルを変更し ます。 Inject Requiredスク リ プ ト は、 プロ フ ァ 

イルを変更し、 SAプロビジ ョ ニングプロセス と統合し ます。 た と えば、 イ ンス ト ールメ デ ィ アへのパスがプ

ロ フ ァ イルに追加されます。Inject Personalizationスク リ プ ト は、 プロ フ ァ イルだけでな く 機能の拡張 

も行います。 た と えば、 ネ ッ ト ワーク構成をプロ フ ァ イルに追加し ます。

 ネ ッ ト ワーク設定

ビルド計画では、 最終的なOSを含め、 イ ンス ト ールプロセスのあらゆる段階でネ ッ ト ワーク設定を カス タ マ

イズできます。 し たがって、 ビルド計画内のネ ッ ト ワーク設定は、 イ ンス ト ールプロ フ ァ イルで指定されて

いる設定よ り も優先し ます。

イ ンス ト ールプロ フ ァ イルのネ ッ ト ワーク設定はオプシ ョ ンです。 SAプロビジ ョ ニングでネ ッ ト ワーク を構

成する方法については、 ネ ッ ト ワーク設定のパーソナラ イズ (37ページ) を参照し て く だ さい。

フ ァ イアウォールに関する考慮事項

SA プ ロ ビ ジ ョ ニ ングのビル ド 計画では、 SA コ ア と SA エージ ェ ン ト 間の通信がブ ロ ッ ク さ れないよ う に、

Windows プ ラ ッ ト フ ォーム上の管理対象サーバー上にある フ ァ イアウォール構成に若干の変更を加える こ と

があ り ます。

他の管理対象プラ ッ ト フ ォームプラ ッ ト フ ォームについては、 イ ンス ト ールプロ フ ァ イルによ ってフ ァ イア

ウォールが無効になる場合があ り ます。

注 : イ ンス ト ールプロ フ ァ イルを カス タ マイズし てフ ァ イアウォールを含める場合は、 SA コア と SA エージ ェ 

ン ト 間の通信がブロ ッ ク されないこ と を確認し て く だ さい。

例

Red Hat Enterprise Linuxの場合、ks.cfgプロ フ ァ イルに次の行を指定する こ と で、 フ ァ イアウォールが有効に   

な り、 SAエージ ェ ン ト は正し く 機能できるよ う にな り ます。

firewall --enabled --port 1002:tcp

SUSE Linux Enterprise Serverの場合、autoyast.xmlプロ フ ァ イルに次の行を指定する こ と で、フ ァ イアウォー   

ルが有効にな り、 SAエージ ェ ン ト は正し く 機能できるよ う にな り ます。

    <firewall>
       <FW_SERVICES_EXT_TCP>1002</FW_SERVICES_EXT_TCP>
       <enable_firewall config:type="boolean">true</enable_firewall>
       <start_firewall config:type="boolean">true</start_firewall>
    </firewall>
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ビルド計画の手順

この項では、 SAビルド 計画の手順について説明し ます。

Run Script手順

Run Script手順は、 重要なビルド 計画コ ンポーネン ト です。 この手順は、 ビル ド 計画で使用する手順の大 

部分で使用されています。 Run Script手順は、 ターゲ ッ ト サーバーまたはSA Global Shell (OGFS) のいずれか    

でスク リ プ ト を実行し ます。 SAプロビジ ョ ニングには幅広いスク リ プ ト のラ イブラ リが用意されてお り、 こ

れらのスク リ プ ト がビルド計画の共通のタ スクの多 く を実行し ます。 さ らに、 HPのデフ ォル ト のスク リ プ ト

をコピーして変更したり、スク リ プ ト を新たに作成したり して、独自のスク リ プ ト を作成するこ とが可能です。

以下は、 SAで提供されるスク リ プ ト タ イプの例です。

OGFSスク リ プ ト は、 次の場所で開始し ます。

/opsw/.Server.Id/<<ターゲッ トサーバー ID>>

Global Shellから、 ビルド計画を実行するユーザーでUAPI を実行できます。 UAPI と Global Shellの詳細について  

は、 『SAユーザーガイ ド : Server Automation』 の 「SA Global Shell」 を参照し て く だ さい。 サーバースク リ プ ト     

でも UAPIにアクセスできますが、 ターゲッ ト サーバーの資格情報を使用し てアクセスするため、 サーバー対

する操作が制限されます。

Install Zip手順

Install Zip手順は、 SA ラ イブ ラ リから ターゲッ ト サーバーにzip フ ァ イルを転送し、 指定の場所に展開し ます。 

パッ ケージ と合わせてイ ンス ト ール前やイ ンス ト ール後のスク リ プ ト を指定し、 展開の前後に実行する こ と

も可能です。

表1 ビルド計画のスク リ プ ト  

スク リ プ ト タ イプ 説明

OGFSスク リ プ ト SAコ ア上のSA Global Shellで実行されます。 これ以外  

のスク リ プ ト 手順はすべて ターゲ ッ ト サーバーで実
行されます。

注 : SAのデフ ォル ト OGFS スク リ プ ト の多 く は、 どの 

よ う な形であっ ても、 ユーザーが変更する こ と を意
図 し ていません。 OGFS ス ク リ プ ト は、 タ ーゲ ッ ト

サーバーの起動やタ スクの監視などの重要な機能を
提供し ます。

Pythonスク リ プ ト タ ー ゲ ッ ト サーバー で 実行 さ れ ま す。 プ ラ ッ ト
フ ォ ームに依存 し ない Python を活用 し、 あ ら ゆる

ターゲ ッ ト サーバーで実行可能な唯一のスク リ プ ト
手順です。

標準UNIX/Linuxシ ェルスク リ プ ト ターゲ ッ ト サーバーで実行されます。 このスク リ プ
ト は、 サーバーにイ ンス ト ールされている任意のイ
ン タープ リ ターを使用し ます。

標準Windowsバッ チスク リ プ ト ターゲッ ト サーバーで実行されます。

標準Windows Visual Basicスク リ プ ト ターゲッ ト サーバーで実行されます。

PowerShell スク リ プ ト 手順は現在サポー ト されていません。 対
処方法と し て、 PowerShell イ ン タ ープ リ タ ーを呼び

出すWindowsバッ チスク リ プ ト を作成できます。
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Capture and Deploy Configuration File手順

構成テキス ト フ ァ イルはSAク ラ イアン ト ラ イブ ラ リ に格納され、 自動イ ンス ト ールフ ァ イルやハー ド ウ ェ ア

構成フ ァ イルといったテキス ト ベースデータに使用されます。 Deploy Configuration File手順は、 指定  

された構成フ ァ イルを取得し、 ターゲッ ト サーバー上のユーザーが指定し た場所に書き込みます。一般的に、

この手順の後には、 構成フ ァ イルを使用するスク リ プ ト の実行手順が続きます。 HPは、 多 く のサンプル構成

を提供しています。サンプル構成をそのまま使用するこ と も、ユーザー独自の構成を作成するこ と も可能です。

Capture Configuration Files手順は、 ターゲッ ト サーバーの構成テキス ト フ ァ イルをキャ プチャ し、 SA  

ク ラ イアン ト ラ イブラ リ にア ッ プロー ド し ます。 これによ り、 後続のDeploy Configuration File手順で  

構成フ ァ イルが使用可能にな り ます。

Add to Device Group手順 (72ページ) およびAttach Software または Patch Policy手順 (72ページ) を参照し て く     

ださい。

Add to Device Group手順

このスク リ プ ト によ り、 サーバーが静的デバイスグループに追加されます。 このスク リ プ ト は、 通常、 デバ

イスグループでカス タム属性を構成し、 プロビジ ョ ニングプロセスで使用できるよ う にカス タム属性をサー

バーで継承するために使用されます。 デバイスグループで定義されている カス タム属性は、 Add to Device  

Group手順の実行後にアクセス可能にな り ます。

Attach Software または Patch Policy手順

Attach Software Policy手順とAttach Patch Policy手順は、 サーバーにポリ シーをア タ ッ チする こ と   

によ り、 SAのパッ チおよびソ フ ト ウ ェ ア管理との統合を実現し ます。 これらの手順は、 運用SAエージ ェ ン ト

を実行するサーバーのみに対し て実行されます。 し たがって、 ビルド計画でOSプロビジ ョ ニングも実行する

場合には、 プロダクシ ョ ンOSの稼働後にこの手順を実行し て く だ さい。

Remediate Server手順

ア タ ッ チ されたポリ シーに基づいて、 サーバーに対し て修復ジ ョ ブを開始し、 完了するまで待機し ます。 こ

のステ ッ プが実行されないと、 ポリ シーは有効にな り ません。

サーバー状態の管理

この項では、 ビル ド 計画をサーバーに対し て実行する前に必要になるサーバー状態の管理について説明し

ます。

サーバー状態のアサー ト

ビルド計画を作成または変更する際には、 特定の手順を実行する と きのサーバーの状態を考慮する必要があ

り ます。 サーバー状態の確認には、 Wait for HP SA Agentスク リ プ ト  (Wait for Agent手順で実行) を使   

用し ます。 スク リ プ ト では、 サーバー状態のアサー ト に使用するパラ メ ーターを指定し ます。

• --maintenanceパラ メ ーターは、ターゲッ ト サーバーがメ ンテナンスモー ド  (サービスOSを実行) である  

こ と をアサー ト し ます。

• --productionパラ メ ーターは、 ターゲッ ト サーバーが運用モー ド  (運用OSを実行) であ り、 SAエージ ェ  

ン ト の全機能がイ ンス ト ールされている こ と をアサー ト し ます。
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ターゲッ ト サーバーがアサー ト された状態ではないか、 SAエージ ェ ン ト がま った く 応答し ない場合、 この手

順は失敗し ます。 これによ り、 Wait 手順に続 く 任意の手順は、 サーバーの状態を想定する こ とができます。

し たがっ て、 早い段階で Wait 手順を使用し、 サーバーが他の手順を実行でき る状態である こ と を確認し て、

ビルド計画を開始する こ とが推奨されます。 次の項では、 サーバーを意図する状態に強制的に移行させる方

法について説明し ます。

サーバーの状態の変更

サービスOSから プロダクシ ョ ンOSに、 またはその逆にサーバーを再起動する必要がある場合があり ます。 こ

のよ う な場合には、 Bootスク リ プ ト とRebootスク リ プ ト をRun Script手順で実行し ます。

Boot手順は、 サーバーを特定のサービスOSで起動し ます。 この処理は、 さ まざまな方法を利用し て実行でき

ますが、 最も一般的な方法では、 サーバーの再起動のためにSAエージ ェ ン ト を ターゲッ ト サーバーで稼働す

る必要があ り ます。 Boot手順は、 特定のサーバーのネ ッ ト ワーク ブー ト を構成し、 指定されたサービスOSで

再起動し ます。この手順が正し く 動作するには、サーバーのブー ト 順序で、デ ィ スクからのブー ト の前にネ ッ

ト ワーク ブー ト を指定する必要があ り ます。

iLOが登録されたHP ProLiantがターゲッ ト サーバーの場合 (iLOのサポー ト  (27ページ) を参照し て く だ さい)、こ    

の手順でサーバーを再起動するために SA エージ ェ ン ト が不要にな り、 サーバーで 1回限りのブー ト 順序を設

定できるので、 サーバーのブー ト 順序設定が関係な く な り ます。

ビルデ ィ ングブロ ッ ク と し てのスク リ プ ト の使用

ビルド計画の手順は、 ビルド計画を新規作成する際のビルデ ィ ングブロ ッ ク と し て使用できます。 ビルド計

画の手順をビルデ ィ ングブロ ッ ク と し て使用する こ と で、 手順の動作やイ ン タ ラ クシ ョ ンのし く みを深 く 理

解し、 新しい リ リースの修正やその影響についても明確に把握できるよ う にな り ます。

Wait、 Boot、 Rebootスク リ プ ト などの、 含まれるスク リ プ ト の詳細については、 SA ク ラ イアン ト ラ イブ ラ

リの説明を参照し て く だ さい。

管理対象サーバーでのビルド計画の実行

ビルド計画はSA管理対象サーバーで実行できますが、 SAと と もにイ ンス ト ールされるスク リ プ ト のほとんど

はサービスOSでの使用が想定されてお り、 管理対象サーバーに対し ては動作し ないこ とがあり ます。

管理対象サーバーでビル ド 計画を実行する最も一般的な理由は、 サーバーをサービス OS で再起動する場合

と、 ネ ッ ト ワークのパーソナラ イズを実行する場合です。

サーバースク リ プ ト とOGFSスク リ プ ト の選択

新しいスク リ プ ト を作成する際には、 サーバースク リ プ ト とOGFSスク リ プ ト のいずれかを選択し ます。 OGFS

スク リ プ ト は、 ターゲッ ト サーバーでフ ァ イルの操作と コマン ド実行を行います。 この機能が両方のスク リ

プ ト で重複し ているため、 スク リ プ ト の選択を難し く し ています。 

一般的にはサーバースク リ プ ト が選択されます。 SAコアから処理を行うのではな く 、 ターゲッ ト サーバー間

で処理が分散されるので、 ターゲッ ト サーバーのリ ソースが使用され、 ネ ッ ト ワークのラウン ド ト リ ッ プが

最小限になるため、 ビルド計画の拡張性や高速化が可能だからです。 
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これに対し てOGFSスク リ プ ト は、 SAコアで実行されます。 ターゲッ ト サーバーの数が増える とSAコ アの負荷

も増大するので、 OGFSスク リ プ ト に拡張性を持たせるには、 SAイ ン フ ラス ト ラ クチャーを拡張する必要があ

り ます。 たと えば、 ターゲッ ト サーバーからアクセスできるUAPI以外のUAPIにアクセスする必要がある場合

には、 OGFSスク リ プ ト を使用する必要があり ます。

表2 スク リ プ ト タ イプ

スク リ プ ト タ イプ 実行の場所 拡張性 UAPIアクセス

OGFSスク リ プ ト SAコ ア SAイ ン フ ラス ト ラ ク

チャーに応じ て拡張

性が向上

フル : ビル ド 計画を実行するユー 

ザーのアクセス権を継承

サーバースク リ プ ト ローカルサーバー ターゲッ ト サーバー

に応じ て拡張性が 

向上

制限付き : タ ーゲ ッ ト サーバー上 

で基本的な操作を実行
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第5章 SAプロビジ ョ ニングの ト ラ ブルシュー

テ ィ ング
SAプロビジ ョ ニングはデフ ォル ト 設定のままで問題な く 稼働し ますが、 各企業固有の要件に応じ てSAプロビ

ジ ョ ニングの構成が必要になる場合があ り ます。

SAプロビジ ョ ニングのコ ンポーネン ト

プロビジ ョ ニング機能のイ ンス ト ールを選択する と、 SAではプロビジ ョ ニングを可能にする次のコ ンポーネ

ン ト がイ ンス ト ールされます。

SAエージ ェ ン ト

SAプロビジ ョ ニングの実行中に、 SAエージ ェ ン ト が次のよ う な複数のサービスを提供し ます。

• プロダクシ ョ ンOSで稼働するSAエージ ェ ン ト 。 このSAエージ ェ ン ト は、 プロビジ ョ ニングの完了後、 管

理対象サーバー上で稼働を続けます。

• メ ンテナンスモー ドのSAエージ ェ ン ト は、 サービスOSで稼働し ます。

• 監視を行う SAエージ ェ ン ト 。 サービスOSで使用されるSAエージ ェ ン ト と同様に、 このイ ンス タ ンスのSA

エージ ェ ン ト はOSのイ ンス ト ール時に稼働するよ う に構成され、 進行状況を監視し て、 システムイ ンス

ト ールの完了後 ( ただ し、 システムの初回ブー ト 前 ) にビル ド 計画手順を実行でき るよ う に し ます。 SA  

エージ ェ ン ト がOSイ ンス ト ールと競合し ないよ う に注意が必要です。 

注: 一部のプラ ッ ト フ ォームでは、 SAエージ ェ ン ト の監視機能は提供されていません。 

ビルド計画のコ ンテンツ

フ レ ッ シュ イ ンス ト ールまたはア ッ プグレー ド時にデフ ォル ト でイ ンス ト ールされるビルド計画のコ ンテン

ツには、 共通する多 く のプロビジ ョ ニングタ スク をデフ ォル ト で実行できる、 複数のベースラ イ ンビルド計

画が含まれます。 また、 このコ ンテンツには、 プログラムと Web拡張、 ビルド計画の実装に使用するスク リ

プ ト も含まれています。 このコ ンテンツは、 SAク ラ イアン ト ラ イブ ラ リ で表示できます。

すべてのSAコ ンテンツは、 SAコアのア ッ プグレー ド時に更新されます。 コ ンテンツに複数のバージ ョ ンが存

在する こ とはサポー ト されていません。 複数のバージ ョ ンがある場合、 動作に問題が発生する可能性があり

ます。 ビルド計画がイ ンポー ト エラーで失敗し た場合、 またはメ ソ ッ ドの呼び出しに誤りがあるか欠落し て

いる こ と を示すエラーが発生し た場合、 通常はバージ ョ ンが一致し ていないこ とが原因です。

ブー ト サーバー

プレ イ ンス ト ールされている一連のツールをSAコアに提供し、 幅広いネ ッ ト ワーク ブー ト 機能をサポー ト し

ます。 ブー ト サーバーは管理不要です。 SAコ アのイ ンス ト ールプロセスでは、 ブー ト サーバーのイ ンス ト ー

ルと設定がすべて自動で行われます。

注: すべてのSAコ アコ ンポーネン ト の概要は、『SA概要およびアーキテ クチャーガイ ド』 を参照し て く だ さい。
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ト ラ ブルシューテ ィ ングのチ ェ ッ ク リ ス ト

この項では、 ト ラ ブルシューテ ィ ングに役立つ情報をま とめます。

サーバーがメ ンテナンスモー ド にならない

• 現象

— サーバーがSAに表示されません。

— Wait for HP SA Agent手順がタ イムアウ ト エラーで失敗し ます。

• 確認事項

— サーバーコ ン ソールをチ ェ ッ ク し ます。

— DHCPが稼働し ていて、 サーバーが適切なネ ッ ト ワークに接続し ている こ と を確認し ます。

— SAエージ ェ ン ト が登録可能だったこ と を確認し ます。

Gen8 ProLiantサーバーがメ ンテナンスモー ド にならない

• 現象

— Boot手順が失敗し ます。

— Boot手順が成功し た後、 Wait手順が失敗し ます。

• 確認事項

— DHCPが稼働中で、 サーバーが適切なネ ッ ト ワークに接続されている、 またはネ ッ ト ワーク情報が正

しいこ と を確認し ます。

— Wait手順からのエラー メ ッ セージを確認し、 詳細情報がないかチ ェ ッ ク し ます。 SAエージ ェ ン ト の

ダウンロー ド エラーは、 通常の場合、 ネ ッ ト ワークが正し く 構成されていないこ とが原因です。

— サーバーで 「イ ンテ リ ジ ェ ン ト プロビジ ョ ニング」 のア ッ プグレー ド を行い、 再試行し ます。

— サーバーでiLOフ ァームウェ アのア ッ プグレー ド を行い、 再試行し ます。

— サーバーのiLOイ ン タ フ ェ ースにログイ ン し、 iLO リ セ ッ ト を行います。

OSのイ ンス ト ール開始前にエラーが発生する

• 現象

— Rebootスク リ プ ト の前にあるSet Media SourceやCreate Stub Partitionなどのスク リ プ ト で    

エラーが発生し ます。

• 確認事項

— メ デ ィ アパスなどの入力パラ メ ーターが正しいこ と を確認し ます。

— サーバーにハー ド デ ィ スクがあ り、 そのハー ド デ ィ スクがサービスOSによ って認識されている こ と

を確認し ます。

— メ デ ィ アサーバーがオン ラ イ ンで、 稼働し ている こ と を確認し ます。

— ネ ッ ト ワーク とDHCPの構成が正しいこ と を確認し ます。 た と えば、 メ デ ィ アサーバーがホス ト 名で

指定されている場合、 DNSが正し く 構成され、 稼働し ている こ と を確認し ます。
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OSイ ンス ト ーラーのエラー

• 現象

— Monitoringスク リ プ ト またはRun setupスク リ プ ト でエラーが発生し ます。

— イ ンス ト ールし たOSの再起動前に、 他のエラーが発生し ていないか確認し て く だ さい。

• 確認事項

— OS メ デ ィ アが正し く 、 欠落がないこ と と、 ビルド計画のOSバージ ョ ン と アーキテ クチャーと一致し

ている こ と を確認し ます。 た と えば、 64 ビ ッ ト OS を イ ンス ト ールするビルド計画では 32 ビ ッ ト メ

デ ィ アは使用できません。

— イ ンス ト ールプロ フ ァ イルを カス タ マイズし ている場合、 プロ フ ァ イルが正し く 有効である こ と を

確認し ます。

— サーバーコ ン ソールと ビルド計画の出力をチ ェ ッ ク し、 エラーの詳細情報を確認し ます。 ト ラブル

シューテ ィ ングの方法について、 OSベンダーに問い合わせます。

プロダク シ ョ ンSAエージ ェ ン ト の待機中のエラー

• 現象

— プロダクシ ョ ンSAエージ ェ ン ト のWait手順でエラーが発生し ます。

• 確認事項

— サーバーコ ン ソールをチ ェ ッ ク し、 OSがブー ト 可能である こ と を確認し ます。 イ ンス ト ールエラー

は、 初回ブー ト 時のみに発生する こ とがあ り ます。 OS がブー ト できない場合、 イ ンス ト ールプロ

フ ァ イルが正しいこ と を確認し ます。 プロビジ ョ ニングで追加し た ド ラ イバーがサーバーと一致し

ている こ と を確認し ます。 ト ラブルシューテ ィ ングの方法について、OSベンダーに問い合わせます。

— サーバーに正しいネ ッ ト ワーク ド ラ イバーがイ ンス ト ールされ、 サーバーがSAコ アにアクセスでき

る こ と を確認し ます。

— フ ァ イアウォール設定が原因で、 SAエージ ェ ン ト とSAコ ア間の通信に問題が発生し ていないこ と を

確認し ます。
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付録A OSシーケンスベースのプロビジ ョ ニン

グ、 セ ッ ト ア ッ プ、 使用
  
廃止されたシーケンスに関する注意 : 一部の管理対象サーバープ ラ ッ ト フ ォームでは、 OS シーケンスは SA 

10.10以降で廃止され、 これに代わる新し く 高機能なプロビジ ョ ニングビルド計画が提供されています。 ビル

ド計画をサポー ト するプラ ッ ト フ ォームは、 『SA Support and Compatibility Matrix』 を参照し て く だ さい。 該当  

するプ ラ ッ ト フ ォームでは、 既存の OS シーケンスをビルド 計画に移行する こ と を強 く お勧めし ます。 また、

該当するプラ ッ ト フ ォームで作成が必要なSAプロビジ ョ ニングテンプレー ト がある場合には、 ビルド計画を

使用し て く だ さい。

OSシーケンスプロビジ ョ ニングのプロセス

SAのOSシーケンスを使用するには、 次の準備作業が必要です。

• 必要なOSプロビジ ョ ニングコ ンポーネン ト のイ ンス ト ールと構成。 以下のよ う な作業が含まれます。

— メ デ ィ アサーバーのリ ポジ ト リの準備。 OSシーケンスで使用する メ デ ィ ア リ ソースロケーター 

(MRL) など

— ラ イセンス されたOS メ デ ィ アのメ デ ィ アサーバーへのア ッ プロー ド

— /opt/opsware/dhcpd/sbin/dhcpdtoolを使用し たDHCPサーバー管理

• プロビジ ョ ニング対象オペレーテ ィ ングシステムで使用するOSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの作成。 イ ン

ス ト ールプロ フ ァ イルは、イ ンス ト ールするオペレーテ ィ ングシステムと、その構成方法、および メ デ ィ

アサーバー上のオペレーテ ィ ングシステムメ デ ィ アの場所 (MRL) を指定し ます。 

イ ンス ト ールプロ フ ァ イルには次のものが関連付けられます。

— オペレーテ ィ ングシステム固有のイ ンス ト ール構成フ ァ イル。 例と し ては、 Kickstart (Linux)、

Jumpstart (Solaris/SPARC 10)、 Automated Installer (Solaris/SPARC 11)、 unattend.txtまたは.xml 

(Windows) があ り ます。

— 各オペレーテ ィ ングシステムのイ ンス ト ールでのネ ッ ト ワーク接続から SA エージ ェ ン ト のイ ンス

ト ールまでを管理できるビルド カス タ マイズスク リ プ ト 。
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— 指定し たパラ メ ーターと名前付きデータ値を設定するサーバー固有のカス タム属性を定義できる カ

ス タム属性。 これらのパラ メ ーターとデータ値をスク リ プ ト で使用する こ とによ り、 ネ ッ ト ワーク

およびサーバー構成、 通知、 CRONスク リ プ ト の構成を実行できます。

図1 OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの作成

• 使用するOSイ ンス ト ールプロ フ ァ イル、 デバイスグループ、 修復ポリ シーを指定するOSシーケンスの作

成。 OSシーケンスはOSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルと組み合わせて使用する必要があ り ます。

図2 OSシーケンスの作成

OSプロビジ ョ ニング構成フ ァ イルを作成し た後、 新しいサーバーのプロビジ ョ ニングプロセスを実行するに

は、 通常次のよ う な タ スクが必要です。

1 準備

a サーバーの動作の物理的準備を行い、 SAと通信できるネ ッ ト ワークにサーバーを接続し ます。

b 場合によ っては、サーバーのハー ド ウェ アをOSプロビジ ョ ニングのために準備する必要があり ます。 

c OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルを定義し て利用可能にし ます。
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2 プロビジ ョ ニングするサーバーのブー ト

プロビジ ョ ニングするサーバーの電源をオンにし、 次のどれかのブー ト 方法でブー ト し ます。

a SAで提供されるブー ト 可能イ メ ージを使用し ます。 

ブー ト 可能CDまたはDVDは、PXE/WinPEをサポー ト するIntelベースのサーバーと、Unixサーバーには不要です。

これらのサーバーはネ ッ ト ワーク経由で リ モー ト ブー ト できるからです。

b ネ ッ ト ワーク経由でブー ト できるサーバーの場合、サーバーの電源をオンにする と、サーバーはネ ッ

ト ワーク ブー ト プロセスを開始し ます。

サーバーのリ モー ト ブー ト の詳細は、[コ ンテンツの準備が整い次第更新が必要] を参照し て く だ 

さい。

3 サーバーが正常にブー ト され、 SAビルド エージ ェ ン ト がイ ンス ト ールされる と、 サーバーがSAク ラ イア

ン ト の未プロビジ ョ ニングサーバーリ ス ト に表示され、 オペレーテ ィ ングシステムのイ ンス ト ールが可

能にな り ます。

4 オペレーテ ィ ングシステムのイ ンス ト ール (プロビジ ョ ニング)

OSビルド エージ ェ ン ト でブー ト されたサーバーを選択し、 イ ンス ト ールするオペレーテ ィ ングシステム

と構成に対応するOSシーケンスを選択し ます。 

5 OSプロビジ ョ ニングジ ョ ブを開始し ます。

SA OSプロビジ ョ ニングコ ンポーネン ト

SAプロビジ ョ ニングはオプシ ョ ンの機能であ り、 オペレーテ ィ ングシステムのプロビジ ョ ニングを実行する

各SAコアにイ ンス ト ールする必要があ り ます。 必要なOSプロビジ ョ ニングコ ンポーネン ト のイ ンス ト ール方

法については、 『SA Advanced/Standard Installation Guide』 を参照し て く だ さい。

SA OSシーケンスプロビジ ョ ニングでは、 次のコ ンポーネン ト と機能が使用されます。

• OSビルド エージ ェ ン ト

• Build Manager

• メ デ ィ アサーバー

• ブー ト サーバー

OSビルド エージ ェ ン ト

OS ビル ド エージ ェ ン ト は、 OS シーケンス と合わせて使用され、 SA エージ ェ ン ト と似た単純なエージ ェ ン ト

で、 Build Managerから指示されたコマン ド を実行し ます。 OSビルド エージ ェ ン ト がイ ンス ト ールされた新規 

登録サーバーは、 SAク ラ イアン ト の未プロビジ ョ ニングサーバーリ ス ト に表示されます。

SAのデフ ォル ト イ メ ージを使用し て新規サーバーを初めてブー ト する と、 OSビルド エージ ェ ン ト がサーバー

にロー ド されます。 しかし、 サーバーにはターゲッ ト オペレーテ ィ ングシステムがイ ンス ト ールされていな

いため、 デ ィ スク リ ソースにはアクセスできない可能性があり ます。 それでも、 限定されたオペレーテ ィ ン

グシステムが OS ビル ド エージ ェ ン ト によ っ て メ モ リ上で実行されているため、 SA はサーバーと通信し て リ

モー ト でコマン ド を実行する こ とができます。 

OSビルド エージ ェ ン ト は次の機能を実行し ます。

• OSビルド エージ ェ ン ト の開始時にサーバーをSAに登録し ます。

• SAからのコマン ド 要求を リ ッ スン し て実行し ます。

• ターゲッ ト オペレーテ ィ ングシステムがイ ンス ト ールされていな く ても コマン ド を実行し ます。
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Build Manager

Build Managerは、 い く つかの機能を実行し ます。

• 新し く 登録されたOSビルド エージ ェ ン ト を管理し ます。

• OSビルド エージ ェ ン ト からハー ド ウ ェ アイ ンベン ト リ を収集するスク リ プ ト を調整し ます。

• OS ビルド エージ ェ ン ト によ ってオペレーテ ィ ングシステムのインス ト ールを実行するスク リ プ ト を調整

し ます。

• 単純なプロ ト コルを使用し てOSビルド エージ ェ ン ト と通信し ます。

メ デ ィ アサーバー

メ デ ィ アサーバーは、 OSプロビジ ョ ニングコ ンポーネン ト を イ ンス ト ールする こ と を指定し た場合に、 一般

的なSAコアイ ンス ト ールの一部と し てイ ンス ト ールされます。 オペレーテ ィ ングシステムをプロビジ ョ ニン

グするには、 まずオペレーテ ィ ングシステムのイ ンス ト ールメ デ ィ アの有効なコ ピーを メ デ ィ アサーバーに

ア ッ プロー ド する必要があ り ます。 OS プロビジ ョ ニング中に、 SA は、 メ デ ィ アサーバー上にあるオペレー

テ ィ ングシステムのイ ンス ト ールメ デ ィ アのコ ピーを使用し て、 プロビジ ョ ニングを行います。

使用可能な既存のNFS/Sambaサーバーがないか、 これらのサーバーの構成方法がわからない場合は、 SAに付

属する フ ァ イルサーバーを使用し て、 オペレーテ ィ ングシステムメ デ ィ アを共有できます。

ブー ト サーバー

ブー ト サーバーは、 サーバープール内の新しいサーバーからのブロー ド キャス ト 要求を リ ッ スン し、 DHCPを

使用し て応答し ます。 ネ ッ ト ワーク ブー ト には、 DHCP/BOOTP、 TFTP、 PXE (x86) が必要です。

ビルド カス タ マイズスク リ プ ト

OSプロビジ ョ ニングのビルド カス タ マイズスク リ プ ト は、 ビルド プロセスへのフ ッ クの役割を果た し、 オペ

レーテ ィ ングシステムのイ ンス ト ールを特定の時点で変更する こ とができます。これらのフ ッ クは、オペレー

テ ィ ングシステムのイ ンス ト ールプロセスの適切な時点で、 1 つのビル ド カス タ マイズスク リ プ ト を呼び出

し ます。

各ビルド カス タ マイズスク リ プ ト は、 そのスク リ プ ト によ ってイ ンス ト ールされるオペレーテ ィ ングシステ

ム専用なので、 ビルド カス タ マイズと イ ンス ト ールはオペレーテ ィ ングシステムご とに異な り ます。 ビルド

カ ス タ マ イズス ク リ プ ト をオペレーテ ィ ングシステムイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの一部と し て使用するに

は、 ビルド カス タ マイズスク リ プ ト を作成し てSAク ラ イアン ト にイ ンポー ト する必要があ り ます。
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OSビルド エージ ェ ン ト がBuild Managerを検出する方法

OSビルド エージ ェ ン ト がBuild Managerを検出する方法は、 ブー ト 方法によ って異な り ます。 

WinPE

• SA はエージ ェ ン ト のゲー ト ウェ イ IP ア ド レス と Build Manager ポー ト を含む DHCP オプシ ョ ンを取得し ま 

す。 または

• Build Managerは次の構成フ ァ イルをロー ド する こ とによ って検出されます。

/opt/opsware/boot/tftpboot/DHCPOptions.ini

これには、 SAのイ ンス ト ールの際に指定されたOSプロビジ ョ ニング設定が含まれます。 

•  上記のプロセスが失敗し た場合、 SAはデフ ォル ト でホス ト 名buildmgrのポー ト 8017を使用し ます。

Linux

Linux x86は、 PXEブー ト 時に指定されたカーネル引数を使用し て、 Build Managerを検出し ます。 これらは、 SA  

のイ ンス ト ール時に構成され、 次のフ ァ イルに記録されます。

/opt/opsware/boot/tftpboot/pxelinux.cfg/default

Linux IA64 

Linux IA64 は、 PXE ブー ト 時に指定されたカーネル引数を使用し て、 Build Manager を検出し ます。 これらは、  

SAのイ ンス ト ール時に構成され、 次のフ ァ イルに記録されます。 

/opt/opsware/boot/tftpboot/elilo.conf

Oracle Solaris/Sun SPARC 10および11

Oracle Solaris/Sun SPARC 10および11のOS プロビジ ョ ニングでは、 JumpStart ビルド スク リ プ ト  (Solaris/SPARC    

10) またはAutomated Installer (Solaris/SPARC 11) がOSビルド エージ ェ ン ト を実行し、 OSビルド エージ ェ ン ト は    

Build Managerに (コアのエージ ェ ン ト ゲー ト ウ ェ イ を通じ て) 接続し ます。Solarisのbeginスク リ プ ト は、次の   

方法でBuild Managerの検出を試みます。

• SAのDHCPサーバーが提供し た情報を使用

• DHCPサーバーによ って構成されたDNSでホス ト 名buildmgrを検索

OSビルド エージ ェ ン ト がBuild Managerに接続する方法をオーバーラ イ ド するには、 新しいSolarisサーバーの 

ブー ト 時に、 次の例のよ う なブー ト 引数をプロンプ ト に指定し ます。

ok boot net:dhcp - install buildmgr=buildmgr.example.com:8017

ok boot net:dhcp - install buildmgr=192.168.1.15:8017

非DHCP環境

WindowsとRed Hatの非DHCP環境では、 SAはユーザーが指定し たネ ッ ト ワーク構成を使用し てBuild Managerを  

検出し ます。非DHCP環境でのRed Hat Enterprise Linuxサーバーのブー ト  (149ページ) および非DHCP環境での    

Windowsサーバーのブー ト  (153ページ) を参照し て く だ さい。
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OSシーケンスのためのプロビジ ョ ニングセ ッ ト ア ッ プ

OSプロビジ ョ ニングを準備するには、 権限のあるス タ ッ フが、 プロビジ ョ ニングする各オペレーテ ィ ングシ

ステムの標準構成と、 必要なユーテ ィ リ テ ィ 、 ド ラ イバー、 エージ ェ ン ト を決定し て記録し ます。 システム

管理者は、 OSプロビジ ョ ニングを使用し て、 オペレーテ ィ ングシステムのイ ンス ト ール、 ネ ッ ト ワークの構

成、 その他のソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ールを実行できます。

SA OSプロビジ ョ ニングを使用する前に、 次のよ う な準備作業を実行し てお く 必要があ り ます。

• OSシーケンスの管理と実行を行う ユーザーに、 必要なアクセス権が割り当てられている こ との確認。

• ネ ッ ト ワークがSAプロビジ ョ ニングの必要を満たすよ う に構成されている こ との確認。

• プロビジ ョ ニングするハー ド ウ ェ アに対する必要な準備。

• プロビジ ョ ニングするオペレーテ ィ ングシステムに対するSA メ デ ィ アサーバーの構成。

• ラ イセンス されたオペレーテ ィ ングシステムメ デ ィ アのSA メ デ ィ アサーバーへのア ッ プロー ド。

• プロビジ ョ ニング中に メ デ ィ アの場所を特定する メ デ ィ ア リ ソースロケーター (MRL) の作成。

• オプシ ョ ンのHP RAID構成キャ プチャの構成。

• プロビジ ョ ニングするオペレーテ ィ ングシステムに対するオプシ ョ ンのビルド カス タムスク リ プ ト  (オ

プシ ョ ン) の作成。

• プロビジ ョ ニングするオペレーテ ィ ングシステムに対するオプシ ョ ンのカス タム属性の作成。

• OSシーケンスの作成。 これらは、 プロビジ ョ ニングタ スクの順序を指定し、 オプシ ョ ンで構成情報、 ソ

フ ト ウ ェ アポリ シー、 Windowsパッ チポリ シー、 静的デバイスグループを含むこ とができます。 

• プロビジ ョ ニングするオペレーテ ィ ングシステムのインス ト ールプロフ ィ ルの作成。 オプシ ョ ンで、 カス

タム属性およびビルド カスタマイズスク リ プ ト をインス ト ールプロフ ァ イルに追加するこ と もできます。

次の項では、 これらの作業の概要を紹介し、 各作業の詳細な手順への参照を記し ます。

OSプロビジ ョ ニングのセ ッ ト ア ッ プ作業の概要

OSプロビジ ョ ニングに必要なセ ッ ト ア ッ プ作業を以下に示し ます。 これらは通常、 OSプロビジ ョ ニング管理

者またはSA管理者が実行し ます。

1 OSプロビジ ョ ニングコ ンポーネン ト のイ ンス ト ール。 この作業は、 SAのイ ンス ト ール時に完了し ている

はずです。 完了し ていない場合は、 SA管理者またはシステム管理者に問い合わせて く だ さい。 詳細につ

いては、 『SA Installation Guide』 を参照し て く ださい。

2 /opt/opsware/dhcpd/sbin/dhcpdtoolスク リ プ ト を使用し て、 SA ブー ト /DHCP サーバーを構成し ま

す。 このスク リ プ ト は、 SAブー ト サーバーコ ンポーネン ト と と もにイ ンス ト ールされます。

3 メ デ ィ アサーバーのイ ンス ト ール。 この作業は、 SAのイ ンス ト ール時に完了し ているはずです。 完了し

ていない場合は、 SA 管理者ま たはシ ス テム管理者に問い合わせて く だ さ い。 詳細については、 『SA
Installation Guide』 を参照し て く だ さい。

4 OSシーケンスの管理と実行を行う アクセス権が割り当てられている こ と を確認し ます。 これらのアクセ

ス権の取得については、SA/システム管理者にお問い合わせ く ださい。必要なアクセス権の詳細について

は、 『SA 管理ガイ ド』 の付録 「アクセス権リ フ ァ レンス」 を参照し て く だ さい。

5 メ デ ィ アサーバーのセ ッ ト ア ッ プ: 

a ラ イセンス されたオペレーテ ィ ングシステムメ デ ィ アまたはイ メ ージの、 メ デ ィ アサーバーのNFS/

Samba 共有へのコ ピー。 メ デ ィ アまたはイ メ ージを共有にコ ピーし たら、 これらの共有に対し て最

低でも読み取り アクセス権が与えられている こ と を確認し ます。 
84 付録A



b import_media スク リ プ ト ツールによる、 オペレーテ ィ ングシステムメ デ ィ ア用のメ デ ィ ア リ ソー

スロケーター (MRL) の作成。 import_mediaスク リ プ ト は、 SA のソ フ ト ウ ェ ア リ ポジ ト リ コ ンポー  

ネン ト と と もにイ ンス ト ールされています。 この手順は、 OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルとOSシーケ

ンスの作成に必要です。

6 [オプシ ョ ン] RAID構成サーバーのプロビジ ョ ニングを可能にするHP RAIDキャ プチャのセ ッ ト ア ッ プ。

7 オペレーテ ィ ングシステムのイ ンス ト ールを特定の時点で変更するためのビルド カス タ マイズスク リ プ

ト の作成。

8 [オプシ ョ ン] 特定のパラ メ ーターと名前付きデータ値を設定するためのカス タム属性の作成。

OSシーケンスベースのプロビジ ョ ニングの場合、 カス タム属性はOSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルに追加で

きます。

9 OSシーケンスの作成。 これらは、 プロビジ ョ ニングタ スク、 使用する イ ンス ト ールプロ フ ァ イル、 再起

動などを指定するために使用し ます。 この作業はOSプロビジ ョ ニング管理者が実行する こ と もできます

が、 プロビジ ョ ニングを実行するユーザーに委任する こ と もできます。

10 OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの作成と、 以下の事項の指定。

• リ ソースの場所 (MRL)、 構成フ ァ イル (Jumpstart、 KickStart、 YAST2、 Windows無人イ ンス ト ールフ ァ  

イル)

• OSシーケンス

• プロビジ ョ ニングの実行方法 (ビルド カス タ マイズスク リ プ ト およびカス タム属性)

• オペレーテ ィ ングシステムと と もにプロビジ ョ ニングする ソ フ ト ウェ アパッ ケージ

• ハー ド ウ ェ ア署名フ ァ イル

図3 OSプロビジ ョ ニングイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの作成

次の項では、サポー ト されるプ ラ ッ ト フ ォームに対し てSA OSプロビジ ョ ニングをセ ッ ト ア ッ プする手順を示 

し ます。

メ デ ィ アサーバーのセ ッ ト ア ッ プ

メ デ ィ アサーバーは、 SAがSAプロビジ ョ ニング中に使用するオペレーテ ィ ングシステムメ デ ィ ア (イ メ ージ) 

のためのリポジ ト リ です。 メ デ ィ アサーバーの準備と し て、 イ メ ージを メ デ ィ アサーバーにア ッ プロー ド す

る必要があ り ます。
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OS シーケンスベースのプロ ビジ ョ ニングの場合、 メ デ ィ アサーバー共有に メ デ ィ アをア ッ プロー ド し た後

で、import_mediaとい う スク リ プ ト ツールを実行し て、 メ デ ィ ア リ ソースロケーター (MRL) を作成する必要  

があ り ます。 これは、 OSシーケンスベースのプロビジ ョ ニングに使用する メ デ ィ アサーバー上のイ メ ージの

場所を SAに通知する役割を果た し ます。 import_mediaスク リ プ ト の詳細については、 メ デ ィ ア リ ソースロ

ケーター (MRL) の作成 (86ページ) を参照し て く ださい。 プロビジ ョ ニング中には、 MRLを使用し て指定し た    

イ メ ージが検出され、 新しいオペレーテ ィ ングシステムが未プロビジ ョ ニングサーバーにイ ンス ト ールされ

ます。

メ デ ィ アサーバーは、 Linux、 VMware ESXi、 Solarisシステムの場合はNFS、 Windowsシステムの場合はSMB/CIFS 

を使用し て、 ネ ッ ト ワーク経由でイ メ ージへのアクセスを可能にし ます。

有効なラ イセンスまたはラ イセンスキーがあれば、 メ デ ィ アサーバー上のオペレーテ ィ ングシステムメ デ ィ

アの1つのコ ピーを、 複数のサーバーのプロビジ ョ ニングに使用できます。

メ デ ィ ア リ ソースロケーター (MRL) の作成

メ デ ィ ア リ ソースロケータ ー (MRL) を作成するには、 い く つかの手順を実行する必要があ り ます。 最初に、  

import_mediaツールを使用し て、 オペレーテ ィ ングシステム メ デ ィ アを イ ンポー ト し ます。

メ デ ィ アのイ ンポー ト ツールの前提条件

• メ デ ィ アのイ ンポー ト ツールを実行する前に、 イ ンポー ト するオペレーテ ィ ングシステム メ デ ィ アが、

ネ ッ ト ワーク を通じ て メ デ ィ アサーバーから利用可能。 ア ッ プロー ド する イ メ ージを含むサーバーのホ

ス ト 名と、 メ デ ィ アサーバーのホス ト 名がわかっている。

• メ デ ィ アサーバー上の Windows、 Solaris、 Linux、 VMware ESX オペレーテ ィ ングシステムのイ メ ージは、 

nfs/cifs/smbを通じ て利用可能。 

• メ デ ィ アのイ ンポー ト ツールの使用に必要なアクセス権を持つ SA ユーザー ( ユーザー名とパスワー ド ) 

でログイ ン。 import_mediaの引数にユーザー名とパスワー ド を指定し ない場合、 コ マン ドの実行時に

有効なユーザー名とパスワー ドの入力を求められます。

メ デ ィ アのイ ンポー ト ツールの構文とオプシ ョ ン

次の項では、 メ デ ィ アのイ ンポー ト ツールの構文と コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンを示し ます。 

ツールを起動するには、 ソ フ ト ウ ェ ア リポジ ト リサーバー (スラ イスコ ンポーネン ト バン ドルホス ト ) にログ  

オン し て、 次のよ う に入力し ます。

    

   import_media [オプシ ョ ン] <ネッ ト ワークパス>

有効なネ ッ ト ワークパスは次のとお り です。 

• NFS:  

nfs://<NFSサーバー >/<エクスポー トパス>

• SA SMBサーバー共有上にホス ト されたWindows メ デ ィ ア: 

smb://<SMBサーバー >/OSMEDIA/<パス>@@MediaServer@/OS Media

ユーザー名/パスワー ドは、 先頭が“@@”で、 末尾が“@”である必要があり ます。 例: 

smb://user4312.example.com\thsu_usr:smith123!@@MediaServer@/OS Media

• CIFSサーバー共有内のWindows メ デ ィ ア: 

cifs://<CIFSサーバー >/<共有>/<パス>

パスにスペースまたはシ ェルのメ タ文字が含まれる場合、シ ェルがimport_mediaに1つの引数と し て渡

せるよ う に、 引用符で囲む必要があ り ます。
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IPv6 Deployment Syntax 

IPv6上のすべてのOSデプロ イ メ ン ト では、 メ デ ィ アパスにホス ト 名を指定し ている場合、 メ デ ィ アサー

バーのAAAA DNSレ コー ド またはIPv6ア ド レスが必要にな り ます。 次の例では、 "hostname"引数を変更す 

る必要があ り ます。

smb://<hostname>/<path>/OS Media 

表3に、 メ デ ィ アのイ ンポー ト コ マン ド で利用できる コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンの一覧を示し ます。  

表3 メ デ ィ アのイ ンポー ト ツールのコマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン 

メ デ ィ アのイ ンポー ト ツールのオプシ ョ ン 説明

--help このヘルプを表示し ます。 

--folder フ ォルダーの場所をオーバーラ イ ド し ます。 デフ ォル ト 値は
次のとお り です。 
"/Package Repository/OS Media/<プ ラ ッ ト フ ォーム名>" 

 --medianame=<表示名> 自動生成される表示名をオーバーラ イ ド し ます。注: 名前の中 

のスペースは'_'でエスケープ し ます。

-hpsa-username SAへの認証に使用するユーザー名。 

コマン ド ラ イ ンで -hpsa-usernameを指定し ない場合、 入力

を求められます。 有効なSAユーザー名とパスワー ド がわから

ない場合は、 SA管理者に問い合わせて く だ さい。

-hpsa-password SAユーザー名のパスワー ド。警告: パスワー ド を コマン ド ラ イ 

ンオプシ ョ ンで渡すのはセキュ リ テ ィ 上の問題があるため、
このオプシ ョ ンは推奨されません。 このオプシ ョ ンを省略す
る と、 ユーザーに対し てパスワー ド の問い合わせが安全な方
法で行われます。

 --mrl=<MRL> OS メ デ ィ アパスの自動生成をオーバーラ イ ド し ます。

--mrl=//MEDIA/PUB/WINNT/SERVER/I386

--mrl=nfs://media/export/media/redhat/7.2

 --smbuser=<ユーザー > SMBアクセスに使用するユーザー。 デフ ォル ト 値は“root”です。

 --smbpasswd=<パスワード> SMBアクセスに使用するパスワー ド。 注: これはコマン ド ラ イ 

ンに平文で記述されます。警告: パスワー ド を コマン ド ラ イ ン 

オプシ ョ ンで渡すのはセキュ リ テ ィ 上の問題があるため、 こ
のオプシ ョ ンは推奨されません。 このオプシ ョ ンを省略する
と、 ユーザーに対し てパスワー ド の問い合わせが安全な方法
で行われます。

--logfile=<ログフ ァ イル> ログフ ァ イルの場所をオーバーラ イ ド し ます。 デフ ォル ト 値
は次のとお り です。 

/var/log/opsware/mm_wordbot/import_media.log

--wimimage (WIM) イ メ ージを指すパス。ターゲッ ト プ ラ ッ ト フ ォームは自 

動検出できないので、 --platform=<プラ ッ ト フ ォーム>も必

ず指定し て く ださい。 

--platform=<プラ ッ ト フォーム> 自動プ ラ ッ ト フ ォーム検出をオーバーラ イ ド し ます。 モデル
リポジ ト リ に定義されている既存のSAプ ラ ッ ト フ ォームに一

致する必要があ り ます。
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Microsoft Windows OS メ デ ィ ア/イ メ ージのためのメ デ ィ アサーバーの構成

次の作業を実行し ます。

1 メ デ ィ アサーバーホス ト で、 サーバーのプロビジ ョ ニングに使用するオペレーテ ィ ングシステムのバー

ジ ョ ンに対応するデ ィ レ ク ト リ構造を作成し ます。 SAのイ ンス ト ール時に メ デ ィ アサーバー用に指定し

たパス名を必ず使用し ます。

デ ィ レ ク ト リ構造は、 SA のイ ンス ト ール時にオペレーテ ィ ングシステム メ デ ィ ア用に指定し たルー ト

デ ィ レ ク ト リ に基づいて作成し ます。 必要な場合、 オペレーテ ィ ングシステムメ デ ィ アのルー ト デ ィ レ

ク ト リの場所をSA管理者に問い合わせて く だ さい。

2 プロビジ ョ ニングする各オペレーテ ィ ングシステムのメ デ ィ アがメ デ ィ アサーバー上で利用可能である

こ と を確認し ます。

3 オペレーテ ィ ングシステムメ デ ィ アのフ ァ イルを、 SAのイ ンス ト ール時に指定し た メ デ ィ アサーバー上

の場所にコ ピーし ます。

Linuxホス ト からのWindows メ デ ィ アのイ ンポー ト

Red Hat Linux 5 またはそれ以上のカーネルが動作し ているサーバーから import_mediaツールを起動する場   

合、 メ デ ィ アのイ ンポー ト ツールのWindows CIFS構文を使用し て、 Windows メ デ ィ アを イ ンポー ト する必要が 

あ り ます。 

他のすべてのLinuxカーネルバージ ョ ンでは、 SMBまたはCIFSを使用し てWindows メ デ ィ アを イ ンポー ト でき

ます。

Solarisホス ト からのWindows メ デ ィ アのイ ンポー ト

Solarisサーバーからimport_mediaユーテ ィ リ テ ィ を起動する場合、 SMBを使用し てWindows メ デ ィ アを イ ン

ポー ト する必要があ り ます。

Windows Server 2003 (x86/x86_64)、 2008、 2008 R2 x64、 2012のOS メ デ ィ アのためのメ デ ィ

アサーバーの構成

次の作業を実行し ます。

1 メ デ ィ アサーバーホス ト で、 サーバーのプロビジ ョ ニングに使用するオペレーテ ィ ングシステムのバー

ジ ョ ンに対応するデ ィ レ ク ト リ構造を作成し ます。 SAのイ ンス ト ール時に メ デ ィ アサーバー用に指定し

たパス名を必ず使用し ます。

デ ィ レ ク ト リ構造は、 SA のイ ンス ト ール時にオペレーテ ィ ングシステム メ デ ィ ア用に指定し たルー ト

デ ィ レ ク ト リ に基づいて作成し ます。 必要な場合、 オペレーテ ィ ングシステムメ デ ィ アのルー ト デ ィ レ

ク ト リの場所をSA管理者に問い合わせて く だ さい。

2 プロビジ ョ ニングする各オペレーテ ィ ングシステムのメ デ ィ アがメ デ ィ アサーバー上で利用可能である

こ と を確認し ます。

 --progress=[yes] 進行状況の表示を切り替えます (デフ ォル ト はyes)。 例: 

--progress=no

--resolve-symlinks=[yes] シンボリ ッ ク リ ンクの解決を切り替えます (デフ ォル ト はyes)。

--upload = [yes] すべてのパッ ケージを ソ フ ト ウ ェ ア リ ポジ ト リ にア ッ プロー
ド して、OSプロビジ ョ ニングが最初のプロビジ ョ ニングの後で

それら をインス ト ールできるよ う にし ます (デフ ォル ト はno)。

表3 メ デ ィ アのイ ンポー ト ツールのコマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン （続き）

メ デ ィ アのイ ンポー ト ツールのオプシ ョ ン 説明
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3 メ デ ィ アのイ ンポー ト ツールを使用し て、 オペレーテ ィ ングシステムメ デ ィ アのフ ァ イルを、 SAのイ ン

ス ト ール時に指定し た メ デ ィ アサーバー上の場所にコ ピーし ます。

Windows メ デ ィ ア: ネ ッ ト ワーク ド ラ イバーデ ィ レ ク ト リの準備

プロビジ ョ ニングするサーバーにWindows Server 2003、 2008、 2008 R2 x64用の適切なネ ッ ト ワーク カー ド ド    

ラ イバーを イ ンス ト ールするため、 これらのド ラ イバー用のデ ィ レ ク ト リ を メ デ ィ アサーバー上に作成する

必要があ り ます。 

メ デ ィ アサーバー上にこれらのデ ィ レ ク ト リ を作成するには、 次の作業を実行し ます。

1 メ デ ィ アサーバーにrootでログイ ン し ます。 

2 Windows_media_share/i386に移動し、 次のデ ィ レ ク ト リ を作成し ます。

$OEM$/$1/Drivers/nic

3 ダウンロー ド し た ド ラ イバーフ ァ イルを保存するサブデ ィ レ ク ト リ を作成し ます。 サブデ ィ レ ク ト リの

名前は、 その中のド ラ イバーを識別できる ものにし ます。 例: 

SC1425

4 新し く 作成し たデ ィ レ ク ト リ とサブデ ィ レ ク ト リ に、 最低でも755のアクセス権を付与し ます。

5 メ デ ィ アのイ ンポー ト ツールを使用し て、 新し く 作成し たデ ィ レ ク ト リ に ド ラ イバーフ ァ イルを コ ピー

し ます。

6 OEM ド ラ イバーを指定する必要がある場合は、 unattend.txt フ ァ イルの [Unattended] セクシ ョ ン  

に次のよ う な行を追加し、 ド ラ イバーを保存するデ ィ レ ク ト リ を参照し ます。 例:  

OEMPnPDriversPath = "Drivers\NIC;Drivers\NIC\SC1425"

ド ラ イバーの詳細については、 http://support.microsoft.com を参照し て く だ さい。 

Windows メ デ ィ ア: Windows 2Kサーバー上での共有を使用し たWindows メ デ ィ アのホス ト

Windows メ デ ィ アをWindows 2K (2003、 2008、 2008 R2 x64) 上に共有を使用し てホス ト し、 サーバー上のロー    

カルユーザーが共有にアクセスできるよ う にし たいと し ます。 例: 

Server / Share: 
\\servername\IOP

user: username password: userpasswordが共有のマウン ト に使用されます。SAのWindowsビルド スク リ   

プ ト デ ィ レ ク ト リ では、 ユーザー名と し てguestが直接記述され、 パスワー ドは記述されていません。 多 く

のセキュ リ テ ィ ポリ シーでは、 有効なguestアカウン ト と読み取り専用共有は許可されていません。 

次の手順を実行し て共有をセ ッ ト ア ッ プ し ます。

次のフ ァ イルを編集し ます。

/opt/opsware/buildscripts/windows/buildserver.py

次の行を変更し ます。

system_ini["network"]["username"] = self.mrl_username
system_ini["network"]["logondomain"] = self.mrl_domain
system_ini["network"]["workgroup"] = self.mrl_domain

それぞれに実際の共有資格情報を記入し ます。 また、 次の行を編集し て、 適切なユーザー名/パスワー ド を

指定し ます。

# formulate net logon command line
logonCmd = []
logonCmd.append("lh %ramdrv%\\mslanman\\net")
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logonCmd.append("logon")
logonCmd.append(self.mrl_username)
logonCmd.append(self.mrl_password)

Red Hat LinuxまたはVMware ESXi OS メ デ ィ アのためのメ デ ィ アサーバーの構成

1 Red Hat Enterprise Linux 5イ メ ージを コアにダウンロー ド し ます。

2 sshを使用し てコアにrootで接続し ます (mountコマン ド を実行する必要があ り ます)。

3 イ メ ージのループマウン ト のための一時フ ォルダーを作成し ます。

4 メ デ ィ アサーバーのLinux メ デ ィ アパスの下にデ ィ レ ク ト リ を作成し ます。Linux メ デ ィ アパスは、 コ アの

イ ンス ト ールの際に構成されたNFS共有です。

5 最初のイ メ ージを読み取り専用でマウン ト し ます。 

mount -o loop,ro rhel-5-server-i386-disc1.iso <一時マウン トディ レク ト リ>

6 一時デ ィ レ ク ト リ に移動し ます。 

cd <一時マウン トデ ィ レク ト リ>

7 次のコマン ド を入力し ます。

tar cf - . |(cd /media/opsware/linux/RHEL5-Server/ && tar xfps -)

8 一時デ ィ レ ク ト リからcdで抜けます。

9 一時デ ィ レ ク ト リ をアンマウン ト し ます。

umount <一時マウン ト ディ レク ト リ>

10 残りの4つのイ メ ージに対し て手順5～9を繰り返し ます。

11 これで、 メ デ ィ アのイ ンポー ト ツールを使用し て メ デ ィ アを イ ンポー ト できるよ う にな り ま し た。

SUSE LinuxまたはSUSE Enterprise Linux OS メ デ ィ アのためのメ デ ィ アサーバーの構成

SUSE Linux 9

a 次のデ ィ レ ク ト リ構造を作成し ます。

sles9 
sles9/suse
sles9/suse/CD1
sles9/core
sles9/core/CD1
sles9/core/CD2
sles9/core/CD3
sles9/core/CD4
sles9/core/CD5
yast

b 最初のSUSE Linux 9 CD1の内容を、 sles9/suse/CD1デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。 

デ ィ レ ク ト リの番号がCDの番号と一致し ないため間違いやす く なっています。 CDの内容を正しいデ ィ レ ク ト

リ にコ ピーするよ う に十分注意し て く だ さい。

c 2枚目のSUSE Linux 9 CD2の内容を、 sles9/core/CD1デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。 

d 3枚目のSUSE Linux 9 CD3の内容を、 sles9/core/CD2デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。 この手順を繰   

り返し て、 すべてのCDを対応するデ ィ レ ク ト リ にコ ピーし ます。
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e sles9デ ィ レ ク ト リ に次のシンボリ ッ ク リ ン ク を作成し ます。

ln -s sles9/suse/CD1/boot boot 
ln -s sles9/suse/CD1/media.1 media.1
ln -s sles9/suse/CD1/content content
ln -s sles9/suse/CD1/control.xml control.xml

f エデ ィ ターを使用し て、 instorderフ ァ イルをyastデ ィ レ ク ト リ に作成し ます。 次の情報を フ ァ

イルに記入し ます。

/suse/CD1 
/core/CD1

g エデ ィ ターを使用し て、orderフ ァ イルをyastデ ィ レ ク ト リ に作成し ます。次の情報を フ ァ イルに

記入し ます。

/suse/CD1     /suse/CD1 
/core/CD1     /core/CD1

SUSE Linux 9およびSupport Pack

SUSEの9枚すべてのCD (Support PackのCD 3枚、 FCSのCD 6枚) が必要です。上記の標準イ ンス ト ール手順を実行     

し た後、 次の作業を実行し ます。

a 次のデ ィ レ ク ト リ を追加し ます。 

sles9/sp3/CD1 
sles9/sp3/CD2
sles9/sp3/CD3

b SP3 CD1、 CD2、 CD3の内容を、 それぞれsles9/CD1、 sles9/CD2、 sles9/CD3にコ ピーし ます。

c instorderおよびorderフ ァ イルを変更し て、前の手順で追加し たsp3デ ィ レ ク ト リ を各フ ァ イル

の先頭に追加し ます。

instorder 
 /sp3/CD1
 /suse/CD1
 /core/CD1

order
 /sp3/CD1    /sp3/CD1
 /suse/CD1   /suse/CD1
 /core/CD1   /core/CD1

d リポジ ト リサーバーにrootでログオン し、 次のシンボリ ッ ク リ ン ク を追加で作成し ます。

ln -s sp3/CD1/driverupdate driverupdate 
ln -s sp3/CD1/linux linux

SUSE Linux Enterprise Server 10

SUSE Linux Enterprise Server 10に関し ては、 上記の手順の実行は不要になっています。 すべての    

内容を1つのデ ィ レ ク ト リ にイ ンス ト ールできます。

SUSE Linux Enterprise Server 11

すべての内容を 1 つのデ ィ レ ク ト リ にイ ンス ト ールできますが、 2 枚目の SUSE Linux Enterprise  

Server 11 DVDの内容を先にデ ィ レ ク ト リ にコ ピーし、 その後で 1枚目のSUSE DVDの内容を同じ   

デ ィ レ ク ト リ にコ ピーする こ とが重要です。

— SUSE Linuxに関する詳細情報

SUSE Linuxのイ ンス ト ールの詳細については、 以下を参照し て く ださい。 
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http://www.suse.com/~ug/ (英語サイ ト )

http://www.suse.com/~ug/autoyast_doc/index.html (英語サイ ト )

AutoYaSTモジュールの開発の詳細については、 以下を参照し て く だ さい。

http://www.suse.com/~ug/autoyast_doc/devel/index.html (英語サイ ト )

SUSE Linux Enterprise Server 9, 10、 11 用の AutoYaST の開発の詳細と ド キュ メ ン ト のリ ン クについて    

は、 以下を参照し て く だ さい。

http://developer.novell.com/wiki/index.php/YaST (英語サイ ト )

OpenSUSEからのAutoYaST ド キュ メ ン ト については、 以下を参照し て く だ さい。

http://en.opensuse.org/YaST_Autoinstallation (英語サイ ト )

必要な場合、 複数のソースの処理方法の詳細については、 以下を参照し て く だ さい。 

http://www.suse.com/~ug/autoyast_doc/index.html (英語サイ ト )

Oracle Sun Solaris 10のためのメ デ ィ アサーバーの構成

1 Solaris 10イ メ ージを コアにダウンロー ド し ます。

2 sshを使用し てコアにrootで接続し ます (mountコマン ド を実行する必要があ り ます)。

3 イ メ ージのループマウン ト のための一時フ ォルダーを作成し ます。

4 メ デ ィ アサーバーのLinux メ デ ィ アパスの下にデ ィ レ ク ト リ を作成し ます。Linux メ デ ィ アパスは、 コ アの

イ ンス ト ールの際に構成されたNFS共有です。

5 最初のイ メ ージを読み取り専用でマウン ト し ます。 

mount -o loop,ro sol-10-u4-ga-x86-v1.iso <一時マウン ト ディ レク ト リ>

6 一時デ ィ レ ク ト リ に移動し ます。

cd <一時マウン トデ ィ レク ト リ>

7 次のコマン ド を入力し ます。

tar cf - . |(cd /media/opsware/sunos/Solaris10/ && tar xfps -)

8 一時デ ィ レ ク ト リからcdで抜けます。

9 一時デ ィ レ ク ト リ をアンマウン ト し ます。

umount <一時マウン ト ディ レク ト リ>

10 残りの4つのイ メ ージに対し て手順5～9を繰り返し ます。

11 これで、 メ デ ィ アのイ ンポー ト ツールを使用し て メ デ ィ アを イ ンポー ト できるよ う にな り ま し た。

Oracle Sun Solaris 11のためのメ デ ィ アサーバーの構成

1 メ デ ィ アサーバーで、 次のデ ィ レ ク ト リ を作成し ます。

/media/opsware/sunos/Solaris11

2 Solaris 11イ メ ージを上記のデ ィ レ ク ト リ にダウンロー ド し ます。

次の2つのISOイ メ ージがあ り ます。

• Part A、 x86 (3.3GB)

• Part B、 x86 (3.1GB)

3 ダウンロー ド ページの説明に従って、 2つのイ メ ージを1つの完全なイ メ ージに結合し ます。
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4 メ デ ィ アサーバー上に リ ポジ ト リへのシンボ リ ッ ク リ ン ク を作成し ます。 このシンボ リ ッ ク リ ン クは、

Solaris 11 x86 と Solaris 11 SPARC を同じ コアでプロビジ ョ ニングする場合に必要です。 これら 2 つのオペ    

レーテ ィ ングシステムは同じ イ メ ージに含まれてお り、 メ デ ィ ア リ ソースロケーター (MRL) は2つのオペ  

レーテ ィ ングシステムに対し て同じパスを使って作成できないからです。

  例: 

# cd /media/opsware/sunos/ 
# ls -lsa
8 drwxr-xr-x 3 root root 4096 Mar 26 14:33 solaris11_repo
#ln –s solaris11_repo solaris11_link
# ls -lsa
4 lrwxrwxrwx 1 root root 15 Mar 26 14:39 solaris11_link -> solaris11_repo/ 
8 drwxr-xr-x 3 root root 4096 Mar 26 14:33 solaris11_repo

Oracle Solaris Automated Installer

Oracle Solaris Automated Installerは、 次の2つの応答フ ァ イルを使用し ます。

• ai.xml: Automated Installer用。 パーテ ィ シ ョ ン分割、 ロケール、 ソース リ ポジ ト リ、 イ ンス ト ールする  

パッ ケージを指定し ます。

• sc.xml: システム構成用。 ホス ト 名、 ユーザーのパスワー ド と固有の構成、 サービス構成、 ネ ッ ト ワー 

ク構成を指定し ます。

ai.xmlおよびsc.xmlフ ァ イルの作成に関するOracleのド キュ メ ン ト は、 次の場所にあ り ます。 
 

http://docs.oracle.com/cd/E23824_01/html/E21798/ (英語サイ ト )

SA では 1 つのオペレーテ ィ ングシステムに対 し て 1 つの応答フ ァ イル し か処理で きず、 Solaris Automated 

InstallerではSolaris 11のプロビジ ョ ニングに2つのフ ァ イルが必要なので、 SAでは、ai.xmlとsc.xmlを1つの 

フ ァ イルに結合するjoin_ai_sc.pyとい う スク リ プ ト を、 スラ イスコ ンポーネン ト バン ドルサーバー上の/

opt/opsware/buildscripts/solaris/toolsに用意し ています。 このスク リ プ ト で作成し た出力フ ァ イル

を、 Oracle Solaris 11プロビジ ョ ニング用の応答フ ァ イルと し て使用し ます。

Solaris 10 SPARCとSolaris 11 SPARCの選択

Oracle Sun SPARC プ ロ ビ ジ ョ ニ ングではbootpプ ロ ト コルが使用 さ れる ため、 Solaris 10 SPARC と Solaris 11     

SPARCのどち らかのプロビジ ョ ニングを選択する明確な方法があ り ません。このため、/opt/opsware/boot/

jumpstart/tools/switch_solaris_sparc_minirootコマン ド を使用し て、 どち らのバージ ョ ンのSolaris

を選択するかをSAに知らせる必要があ り ます。 このツールは、 OSプロビジ ョ ニングコ ンポーネン ト バン ドル

がイ ンス ト ールされている コ アサーバー上にあ り ます。

ブー ト ク ラ イアン ト の管理 (MBC) によるOracle Solaris 11 x86の有効化

デフ ォル ト では、 ブー ト ク ラ イアン ト の管理 (MBC) ユーテ ィ リ テ ィ が自動的にプロビジ ョ ニングできるのは  

Solaris 10 X86だけです。MBCでOracle Solaris 11 X86を有効にするには、/opt/opsware/boot/js-x86/tools/     

switch_solaris_x86_default_pxeツールを実行し て、Solaris Preboot Execution Environment (PXE) メ ニュー    

から必要なデフ ォル ト オプシ ョ ンを選択し ます。 Solaris 11をデフ ォル ト と し て設定する と、 サーバープール 

にブー ト されるすべてのマシンが、Solaris 11 X86 minirootをブー ト し ます。また、すべてのMBCジ ョ ブがSolaris   

11 X86 minirootを使用するため、 Solaris 10 X86用のMBCジ ョ ブは失敗し ます。 このツールは、 OSプロビジ ョ ニ    

ングコ ンポーネン ト バン ドルがイ ンス ト ールされている コ アサーバー上にあり ます。
OSシーケンスベースのプロビジ ョ ニング、 セ ッ ト ア ッ プ、 使用 93



MRLの作成手順

メ デ ィ アのイ ンポー ト ツールを使用し てMRLを作成するには、 次の手順を実行し ます。

1 ソ フ ト ウ ェ ア リ ポジ ト リ  (スラ イスコ ンポーネン ト バン ドル) ホス ト にrootでログイ ン し ます。

2 次のデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。 

/opt/opsware/mm_wordbot/util

3 オペレーテ ィ ングシステムメ デ ィ アをア ッ プロー ド し た OS メ デ ィ アサーバー上の正しいパスを確認し

て く ださい。 

次のimport_mediaスク リ プ ト を実行し ます。

./import_media [オプシ ョ ン] <ネッ ト ワークパス>

たと えば、Windows Server 2003オペレーテ ィ ングシステムメ デ ィ アを、サーバーmediasrv上のOSMEDIA  
とい う名前のSMB共有から イ ンポー ト するには、 次のよ う に入力し ます。 

import_media smb://mediasrv/OSMEDIA/WINNT/SERVER/I386

たと えば、 Windows Server 2008 R2 x64オペレーテ ィ ングシステムメ デ ィ アを、 サーバー mediasrv上の    

OSMEDIAとい う名前のSMB共有から イ ンポー ト するには、 次のよ う に入力し ます。

mkdir <一時ディ レク ト リ>
mount -t udf -o loop,ro w2k8r2sp1.iso <一時ディ レク ト リ>
cd <一時デ ィ レク ト リ> && tar cf - . | (cd /media/opsware/windows/w2k8sp1.r2 && tar 
xvf -)
import_media smb://mediasrv/OSMEDIA/w2k8sp1.r2
umount <一時ディ レク ト リ>; rmdir <一時ディ レク ト リ>

Linux (またはVMware ESX) メ デ ィ アを、 mediaserver.company.comとい う名前のNFSサーバーから イ   

ンポー ト するには、 次のよ う に入力し ます。 

import_media nfs://mediaserver.company.com/export/media/redhat/7.2

Solaris メ デ ィ アを、 mediaserver.company.comとい う名前のNFSサーバーから イ ンポー ト するには、

次のよ う に入力し ます。

import_media nfs://mediaserver.company.com/export/media/solaris/
sol-10-u8-sparc

Solaris 11 SPARC メ デ ィ アをNFSサーバーから イ ンポー ト するには、 次のよ う に入力し ます。

import_media  nfs://mediaserver.company.com/export/media/solaris/solaris11_repo/repo

Solaris 11 x86 メ デ ィ アをNFSサーバーから イ ンポー ト するには、 次のよ う に入力し ます。

Solaris 11 リポジ ト リは、 デフ ォル ト ではSolaris 11 SPARC メ デ ィ ア と し て検出されます。 このため、 この   

リポジ ト リ をSolaris 11 X86サーバーのプロビジ ョ ニングに使用するには、 import_mediaに 

--platform="SunOS 5.11 X86"パラ メ ーターを指定する必要があ り ます。

import_media --platform="SunOS 5.11 X86" nfs://mediaserver.company.com/export/media/
solaris/solaris11_link/repo

特に指定し ない限り、 ア ッ プロー ド されたソ フ ト ウェ アパッ ケージのデフ ォル ト のフ ォルダーは、 
/Package Repository/OS Media/<プラ ッ ト フォーム名>とい う形式を取り ます。 こ こで、 < プラ ッ ト  

フォーム名>は、 イ ンポー ト する メ デ ィ アに検出されたプ ラ ッ ト フ ォームのSA名 (フルネーム) です。 フ ォ  

ルダーが存在し ない場合は、 作成されます。 フ ォルダーの場所を手動で指定するには、 --folderオプ

シ ョ ンを使用し ます。

メ デ ィ アのイ ンポー ト ツールを実行する と、 ログフ ァ イルimport_media.logに進行状況が書き込まれ

ます。 ログフ ァ イルは、 メ デ ィ アのイ ンポー ト ツールスク リ プ ト を実行し ているサーバー上の、 スク リ
プ ト を起動し たデ ィ レ ク ト リ に作成されます。

メ デ ィ アのイ ンポー ト ツールのコ マン ド ラ イ ンオプシ ョ ンの詳細については、 メ デ ィ アのイ ンポー ト
ツールの構文とオプシ ョ ン  (86ページ) を参照し て く だ さい。
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メ デ ィ ア リ ソースロケーター (MRL) の管理

MRLの編集

MRLを編集するには、 次の手順を実行し ます。

1 SA Webク ラ イアン ト にログイ ン し ます。 SA Webク ラ イアン ト のホームページが表示されます。 

2 [Navigation] ペイ ンで、 [Software] > [Operating Systems] を ク リ ッ ク し ます。 [Operating Systems] ページ    

が表示されます。 

3 [OS Media] タ ブを選択し ます。 メ デ ィ ア リ ソースロケーター (MRL) のリ ス ト が表示されます。 

各MRLは、 イ ンス ト ール用に利用可能な メ デ ィ アを表し ます。 図4を参照し て く だ さい。

図4 SA Webク ラ イアン ト の [OS Media] ページ 

4 編集するMRLの表示名を ク リ ッ ク し ます。 図5に示すよ う に、 [Edit OS Media] ページが表示されます。

図5 SA Webク ラ イアン ト の [Edit OS Media] ページ 

5 MRLの名前、 説明、 パスを変更できます。

6 [Save] を ク リ ッ ク し ます。 

MRLの削除

以前にOSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルで指定されたこ とがあるMRLは、 SA Webク ラ イアン ト で削除する こ とは 

できません。 OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルで指定されたMRLを削除するには、 先にOSイ ンス ト ールプロ フ ァ

イルを削除するか、 OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルで別のMRLを指定する必要があ り ます。 

詳細については、 OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの定義と管理 (107ページ) を参照し て く ださい。
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MRLを削除するには、 次の手順を実行し ます。

1 SA Webク ラ イアン ト にログイ ン し ます。 SA Webク ラ イアン ト のホームページが表示されます。 

2 [Navigation] ペイ ンで、 [Software] > [Operating Systems] を ク リ ッ ク し ます。 [Operating Systems] ページ    

が表示されます。 

3 [OS Media] タ ブを選択し ます。 イ ンス ト ールに利用可能な メ デ ィ アのリ ス ト が表示されます。 

4 削除するオペレーテ ィ ングシステムメ デ ィ アを選択し ます。 

5 [Delete] を ク リ ッ ク し ます(MRLがOSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルに指定されている場合は、 警告メ ッ セー 

ジが表示されます)。 メ デ ィ ア リ ソースロケーターのリ ス ト が再表示されます。

メ デ ィ アのイ ンポー ト ツールに関する詳細情報

「オペレーテ ィ ングシステムメ デ ィ アのイ ンポー ト 」 とは、 メ デ ィ アサーバー上のオペレーテ ィ ングシステム

メ デ ィ アの場所を示す メ デ ィ ア リ ソースロケーター (MRL) とい う 自動生成された文字列を、 プロビジ ョ ニン  

グ対象の各オペレーテ ィ ングシステムメ デ ィ アに対し て、 メ デ ィ アのイ ンポー ト ツールを使用し て作成する

こ と です。 MRL は、 メ デ ィ アサーバー上のオペレーテ ィ ングシステム メ デ ィ アの場所を特定するために、 ソ

フ ト ウ ェ ア リポジ ト リ によ って使用されます。 また、 メ デ ィ アのイ ンポー ト ツールは、 オペレーテ ィ ングシ

ステムメ デ ィ アに関連する ソ フ ト ウ ェ アパッ ケージを、 ソ フ ト ウェ ア リ ポジ ト リ にア ッ プロー ド し ます。 

MRL は、 メ デ ィ アサーバー上のオペレーテ ィ ングシステム用イ ンス ト ールメ デ ィ アを指すネ ッ ト ワークパス

(URI形式) です。 サーバーにオペレーテ ィ ングシステムをプロビジ ョ ニングする際に、 サーバーはNFS (Linux、  

Solaris) または SMB (Windows) を使用し てオペレーテ ィ ングシステムメ デ ィ アのネ ッ ト ワークパスをマウン ト    

し ます。 MRLはSAに登録されます。 MRLは、 SAがイ ンス ト ールされているローカルフ ァ シ リ テ ィ のメ デ ィ ア

サーバーに解決される必要があ り ます。 

メ デ ィ アのイ ンポー ト ツールを実行し てMRLを作成する際に、 ツールは次の処理を行います。

• 指定されたネ ッ ト ワークパスのメ デ ィ アを、 NFS、 SMB、 またはCIFSを使用し てマウン ト し ます。

• メ デ ィ アのオペレーテ ィ ングシステム (Solaris、Linux、VMware ESX、Windows) とバージ ョ ンを検出し ます。

• 指定されたサーバー名とパスに基づいて、SAでMRLを作成し ます。これによ り、OSイ ンス ト ールプロ フ ァ

イルでMRLが使用できるよ う にな り ます。

• すべてのパッ ケージを ソ フ ト ウ ェ ア リ ポジ ト リ にア ッ プロー ド し て、 OSプロビジ ョ ニングが最初のプロ

ビジ ョ ニングの後でそれらをインス ト ールできるよ う にします。 すべてのパッケージをソ フ ト ウェ ア リポ

ジ ト リ にア ッ プロー ド するには、--upload = yesを指定し ます。デフ ォル ト は--upload = noです。

--folderオプシ ョ ンを使用する と、オペレーテ ィ ングシステムメ デ ィ アパッ ケージをア ッ プロー ド する

フルパスを指定できます。 このパスは、 SA ク ラ イアン ト のラ イ ブ ラ リ内部のフ ォルダーに対応し ます。

これらのパ ッ ケージは、 SA ク ラ イ アン ト のソ フ ト ウ ェ アポ リ シーに追加でき ます。 ソ フ ト ウ ェ アポ リ

シーは、 OS シーケンスに関連付ける こ とができます。 プロ ビジ ョ ニングの完了後に、 ポ リ シーはサー

バーにア タ ッ チ され、 修復されます。--folderオプシ ョ ンを使用し なかった場合、 パッ ケージはデフ ォ

ル ト で/Package Repository/OS Media/<プラ ッ ト フ ォーム名>にア ッ プロー ド されます。

既存のMRLと同じサーバーとパスで メ デ ィ アのイ ンポー ト ツールを再実行し た場合、 MRLは更新されますが、

重複するLinux、 Solaris、 またはVMware ESXパッ ケージの再ア ッ プロー ド は行われません。

SA 7.80以降、 import_mediaユーテ ィ リ テ ィ は、 新しいLinux/Windows メ デ ィ アのイ ンポー ト の際に メ デ ィ ア 

を変更し な く な り ま し た。 
96 付録A



   

 

OSプロビジ ョ ニングでのマルチパスSANのサポー ト

SAは、 この項の ト ピ ッ クについて、 マルチパスSANのサポー ト を提供し ます。

OSシーケンス

Red Hat 6は、 マルチパスを自動識別し、 カーネルモジュールを有効にし ますが、 Red Hat 5はこのよ う な機能    

には対応し ていません。

Red Hat 5の場合、 Red Hat Enterprise Linux (RHEL) 5 OSシーケンスを実行する前に、 次の手順に従って、 MPATH     

をサーバーのカーネル引数と し て渡し ます。

1 サーバーのカス タム属性kernel_argumentsを定義し、 値をmpathに設定し ます。 LinuxまたはVMware
ESXのカス タム属性 (136ページ) を参照し て く だ さい。

2 OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルを作成し ます。

3 イ ンス ト ールプロ フ ァ イルにカス タム属性を追加し、 値をmpathに設定し ます。

4 イ ンス ト ールプロ フ ァ イルの値をmpathに設定し ます。

マルチパスイ ンス ト ールを実行し ている場合は、 Red Hat 5 Kickstart フ ァ イルのカーネル引数と し てmpathを   

追加する こ と をお勧めし ます。 手順と し ては、 Configure Default Red Hat 5 ks.cfgのコ ピーを作成し、 変更し    

ます。

SUSE Linux Enterprise Server 11

SUSE Linux Enterprise Server 11は、 デフ ォル ト ではマルチパスを識別し ません。 この項の手順に従って、 SUSE    

Linux Enterprise ServerをマルチパスLUNにイ ンス ト ールし ます。

マルチパス ド ラ イバーの更新

マルチパスを有効化するには、 ド ラ イバーを メ デ ィ アにコ ピーする必要があり ます。 ド ラ イバー更新デ ィ ス

ク  (DUD) と メ デ ィ アの更新プロセスに関する詳細は、 以下を参照し て く だ さい。

http://www.novell.com/support/viewContent.do?externalId=7009981&sliceId=1

SAを構成するには、 次のタ スク を実行する必要があ り ます。

1 ド ラ イバー更新デ ィ スク  (DUD) を上記のリ ン クからダウンロー ド し ます。

2 DUDの内容をSUSE Linux Enterprise Server 11 メ デ ィ アに展開し ます。

3 SUSE Linux Enterprise Server 11 メ デ ィ アを、 import_mediaコマン ド でSA メ デ ィ アサーバーにア ッ プロー    

ド し ます。

4 SA メ デ ィ アサーバーに メ デ ィ アをすでにア ッ プロー ド し ている場合は、 SUSEサポー ト ド キュ メ ン ト の手

順に従ってDUDの内容を抽出し ます。

注: 上記の手順を完了する と、それ以降実行する イ ンス ト ール作業すべてでマルチパスが有効にな り ます。 マ 

ルチパスではないイ ンス ト ールを行う には、 SA メ デ ィ アサーバー内にSUSE メ デ ィ アを別途作成する必要があ

り ます。

カーネル引数の定義

マルチパス イ ン ス ト ール を 有効にす る には、 次のいずれかの方法で、 mpath を カ ス タ ム属性

kernel_argumentの値と し て渡す必要があり ます。

• OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの作成時に、カス タム属性kernel_argumentを定義し て値をmpathに設定

し ます。

• SUSE Linux Enterprise Server 11 OSシーケンスを実行する前に、プロビジ ョ ニング対象サーバーでカス タム     

属性kernel_argumentを定義し、 値をmpathに設定し ます。
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AutoYaSTでのパーテ ィ シ ョ ン分割セクシ ョ ン

SUSE Linux Enterprise Server 11では、 マルチパス環境のイ ンス ト ール時に、 マ ッパー形式でデバイスを指定す    

る必要があ り ます。 SA OSプロビジ ョ ニングはAutoYaSTプロ フ ァ イルを検証し、 次のルールに沿って、 マルチ 

パス環境に合わせて変更し ます。

フ レン ド リデバイス名

/dev/mapperデバイスは、 イ ンス ト ール中にのみ使用し て く だ さ い。 『SUSE Linux Enterprise Server Storage    
Administration Guide』 には、 実行システムでは、 /dev/disk/by-id/からマルチパスデバイスにアクセスす 

る必要がある こ とが記載されています。

カス タム属性friendly_mpath_deviceをTrueに設定する と、 SAは/dev/mapperから/dev/disk/by-idへデ

バイスを変換するスク リ プ ト を設定し ます。

Windows 2008/Windows 2008 R2

Windows では、 マルチパス環境でのイ ンス ト ールをサポー ト し ます。 マルチパスのデバイス固有モジュール

(DSM) を イ ンス ト ールする と、 ターゲッ ト サーバーの機能性がさ らに向上し ます。 DSM を SA ソ フ ト ウ ェ ア リ 

ポジ ト リ にイ ンポー ト し、 OSシーケンスにア タ ッ チ されている ソ フ ト ウェ アポリ シーを使用し てイ ンス ト ー

ルし ます。

SAに付属するWindowsサービスOS (Winpe32、 winpe64、 winpe32-ogfs、 winpe64-ogfs) のSANポリ シーは変更可  

能です。 利用可能なオプシ ョ ンの詳細については、 次を参照し て く だ さい。 

(http://technet.microsoft.com/en-us/library/cc749466(v=ws.10).aspx)

SA標準のWindowsのプレ イ ンス ト ール環境 (WinPE) のブー ト イ メ ージでは、 デフ ォル ト のSANポリ シーレジス  

ト リの値は1です。

VMWare ESX/ESXi

VMWare ESXとESXiは、 マルチパスをサポー ト するので、 特に操作は必要あ り ません。

表4

ケース SAソ リ ューシ ョ ン

1 AutoYaST にパーテ ィ シ ョ ン分割セクシ ョ ンがあ

り ません。

SA は、 ド ラ イ ブ と デバイ スで構成 さ れるパーテ ィ

シ ョ ン分割セクシ ョ ンを追加し ます。

2 AutoYaST に ド ラ イブセクシ ョ ンが 1 つあり ます

が、 デバイスセクシ ョ ンはあ り ません。

SAはブー ト ド ラ イブをマ ッパー形式で挿入し ます。

3 AutoYaST に ド ラ イブセクシ ョ ンが複数あり ます

が、 デバイスセク シ ョ ンはあ り ません。 ド ラ イ

ブセクシ ョ ンは複数あ り ますが、 <drive>セク

シ ョ ンに<device>があ り ません。

SAは、 AutoYaST を変更し ません。 警告メ ッ セージを

表示し、 イ ンス ト ールを続行し ます。

このよ う な構成は、 イ ンス ト ールエラーの原因にな

る こ とがあ り ます。イ ンス ト ールを成功させるには、

各ド ラ イ ブセク シ ョ ンにマ ッパー形式でデバイスを

指定する必要があ り ます。

4 AutoYaST では、 1 つまたは複数のド ラ イブセク

シ ョ ン で デバ イ スが指定 さ れ、 <drive> に

<device>が指定されています。

SAは、 AutoYaSTのド ラ イブ属性がマ ッパー形式で正

し く 指定されているかど う かをチ ェ ッ ク し ます。 誤

りがある場合、 SAは警告メ ッ セージを表示し、 それ

以降のチ ェ ッ クは行いません。

ド ラ イ ブ属性が正 し い形式で指定 さ れていない場

合、 イ ンス ト ールは失敗し ます。 イ ンス ト ールを成

功させるには、 各 ド ラ イブセクシ ョ ンにマ ッパー形

式でデバイスを指定する必要があ り ます。
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HP ProLiantサーバーでのOSプロビジ ョ ニング前のRAIDの構成

HP ProLiant サーバーでのオペレーテ ィ ングシステムのプロビジ ョ ニング前の初期セ ッ ト ア ッ プの際に、 デ ィ  

スクの ミ ラーリ ングと ス ト ラ イ ピングを構成できます。 

HP ProLiantのRAID構成を行う には、 ソ フ ト ウ ェ アポリ シーにキャ プチャ されたベースラ イ ンRAID構成を持つ 

HP ProLiantサーバーが必要です。 キャ プチャ されたRAID構成は、 この項で説明する方法でサーバーに適用さ 

れます。

サポー ト 対象ハー ド ウ ェ ア

• HP ProLiantサーバー

サポー ト 対象オペレーテ ィ ングシステム

ベースラ イ ンHP ProLiant RAID構成キャ プチャ

HP ProLiant RAID構成キャ プチャは、 SAに付属する次のブー ト イ メ ージでサポー ト されます。

• Red Hat Enterprise Linux 5

• Red Hat Enterprise Linux 6

Solaris (SPARC、 x86) はサポー ト されません。 

HP ProLiant RAIDプロビジ ョ ニング

• Linux OSシーケンス: HP ProLiant RAIDプロビジ ョ ニングは、 SAのサポー ト 対象でHP ProLiantサーバーにイ    

ンス ト ール可能な任意のLinuxオペレーテ ィ ングシステムで実行できます。

• Windows OSシーケンス: HP ProLiant RAIDプロビジ ョ ニングは、SAのサポー ト 対象でHP ProLiantサーバーに    

イ ンス ト ール可能な任意のWindowsバージ ョ ンで実行できます。

Red Hat Enterprise Linux 5/Linux 6のブー ト イ メ ージ (Red Hat Enterprise Linux 5.6および6.0ベース) では、 新しい    

バージ ョ ンのArray Configuration Utility (ACU) ツールが使用されます。 このため、 Red Hat Enterprise Linux 5ブー    

ト イ メ ージを使用し てキャ プチャ されたHP ProLiant RAID構成のデプロ イは、 linux5/linux6ブー ト イ メ ージ  

を使用 し て SA コ ア に登録 さ れた未プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グサーバーに対 し てのみ可能です。 linux5 (Red Hat  

Enterprise Linux 5ベース) ブー ト イ メ ージでキャ プチャ されたHP ProLiant RAID構成を、 別のブー ト イ メ ージを     

使用し て SA コアに登録された未プロビジ ョ ニングサーバーに対し てデプロ イ し よ う とする と、 ACU ツールの

バージ ョ ンが異なるために失敗し ます。 

 

HPではACUツールを随時更新し ているため、 古いバージ ョ ンのツールでキャ プチャ されたRAID構成が無効に

なる こ とがまれにあ り ます。 このよ う な場合、 下記の手順でRAIDキャ プチャ を再実行し て、 RAIDキャ プチャ

を更新する必要があ り ます。

ベースラ イ ンHP ProLiant RAID構成のキャ プチャ

HP ProLiantサーバーに対し てRAIDを構成するには、 まずベースラ イ ンHP ProLiant RAID構成をキャ プチャ し て   

RAID ソ フ ト ウ ェ アポ リ シーに保存し、 新しいサーバーのプロビジ ョ ニングの際にそれを適用し ます。 SA は、

HP SmartStart Array Configuration Utilityを使用し てキャ プチャ を行います。 このユーテ ィ リ テ ィ はSAのイ ンス    

ト ール時にイ ンス ト ールされます。

RAID 構成 を キ ャ プ チ ャ す る には、 ベー ス ラ イ ン HP RAID サーバーのサーバー レ コ ー ド に カ ス タ ム属性 

raid.capture=1を指定する必要があり ます。これによ り、サーバーがSAの未プロビジ ョ ニングサーバープー

ルにブー ト された と きに、 サーバーのRAID構成がソ フ ト ウ ェ アポリ シーにキャ プチャ されます。 
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このためには、 次の2つの方法があり ます。

a ブー ト ク ラ イアン ト の管理 (MBC) ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 カス タム属性raid.capture=1を指  

定し てそのサーバーのサーバーレ コー ド を作成し ます。 MBC によるサーバーレ コー ド の作成または

変更の詳細については、 ブー ト ク ラ イアン ト の管理 (MBC) オプシ ョ ン  (143ページ) を参照し て く だ    

さい。

b ベースラ イ ン HP RAID サーバーを SA の未プロビジ ョ ニングサーバープールにリ セ ッ ト し てサーバー 

レ コー ド を作成し、 SA ク ラ イアン ト でサーバーレ コー ド を編集し てカス タム属性raid.capture=1

を指定し、 サーバーの電源をオフにし ます。

raid.capture=1カス タム属性があるサーバーレ コー ドが作成されたら、 サーバーをSAの未プロビジ ョ ニン

グサーバープールにブー ト し ます。 これによ り、 HP サーバーの RAID 構成がソ フ ト ウ ェ アポ リ シーにキャ プ

チャ されます。 SAは、 RAIDソ フ ト ウ ェ アポ リ シーを作成する前に、 ポリ シーの対象と なるサーバーのモデル

番号を名前と し てコ ンテナーフ ォルダーを作成し ます。

RAID構成が正常にキャ プチャ される と、 図6のよ う な メ ッ セージがconsole.logフ ァ イルに記録されます。

図6 RAID構成のキャ プチャ メ ッ セージ

デフ ォル ト では、 ソ フ ト ウ ェ アポリ シーの名前は、サーバーのMACア ド レスの後にRAID Captureを付けたも 

のと な り ます (例、 00:16:35:3B:DC:97 RAID Capture)。 フ ァ イルの名前はSA ク ラ イアン ト で変更できま   

す。 RAID構成がキャ プチャ された後で、 カス タム属性raid.captureは自動的に“0”に設定されます。 これは、

この後でサーバーが未プロビジ ョ ニングサーバープールにブー ト された と きに、 意図し ないRAIDキャ プチャ

が行われるのを防ぐためです。 

また、 カス タム属性raid.versionの値は、 linux、 linux4、 linux5、 winpeのいずれかに設定されます。

OSシーケンスジ ョ ブ中に、 raid.policy_idが設定された場合、 SAはraid.versionの値を現在のサーバー

のバージ ョ ン と比較し ます。 値が一致し ない場合、 またはポリ シーにraid.versionカス タム属性がない場

合、 バージ ョ ンの不一致を示す警告がログフ ァ イルに記録され、 そのRAIDデプロ イ メ ン ト は失敗する可能性

があ り ます。 ただ し、 SAはジ ョ ブを続行し よ う と し ます。
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ソ フ ト ウ ェ アポ リ シーはSAク ラ イアン ト のRAIDポ リ シーラ イブラ リ に表示されます。

図7 SAク ラ イアン ト のRAIDポリ シーラ イブラ リ

この時点で、 RAIDサーバーをプロビジ ョ ニングするには、 未プロビジ ョ ニングサーバーに対し てサーバーレ

コー ド カス タム属性raid.policy_id=<値>を追加し、RAIDソ フ ト ウ ェ アポリ シーのオブジ ェ ク ト IDを値と し

て指定する必要があ り ます。 これによ り、 ポリ シーに指定されたベースラ イ ンRAID構成がプロビジ ョ ニング

中に適用されます。

OSシーケンスRAIDデプロ イ メ ン ト 用に指定するRAIDポリ シーは、 /RAID Policies/Model Nameフ ォルダー  

に保存する必要があ り ます。 RAIDポリ シーを別のフ ォルダーに保存するか移動し た場合、 OSシーケンスRAID
デプロ イ メ ン ト を実行し よ う とする と、 ソ フ ト ウ ェ アポリ シーが見つからないとい う エラーで失敗し ます。

上記の方法は、RAIDポ リ シーを適用するただ1つの方法です。RAIDポリ シーは、未プロビジ ョ ニングサーバー、

デバイスグループ、 OSシーケンスなど、 どんなオブジ ェ ク ト にもア タ ッ チする こ とはできません。

SAが 「OSシーケンスの実行」 ジ ョ ブの途中でHP RAIDコ ン ト ローラーの構成に失敗し た場合、その後にHP RAID  
コ ン ト ローラー構成をキャ プチャ し よ う とする と、 次のメ ッ セージが表示されて失敗する こ とがあり ます。 
 
RAID configuration deployment failed: Failed to deploy RAID configuration: An 
error occurred while clearing current array configuration.Exit status: 1280
Error message from ACU: ERROR: (2821) No controllers detected.
 
これは、HP ACUコ ン ト ローラーの既知の問題による ものです。この場合、サーバーのブー ト 時に論理ボリ ュー 

ムを指定し てHP RAIDコ ン ト ローラーを手動で構成する必要があ り ます。

HP ProLiant RAID動的サーバーグループの作成

ベースラ インHP ProLiant RAIDソ フ ト ウェ アポリ シーをキャプチャ した後で、 カスタム属性raid.policy_id=
<値> (RAIDソ フ ト ウ ェ アポリ シーのオブジ ェ ク ト IDを値に指定) を動的デバイスグループに追加できます。 そ  

の後にこのデバイスグループにア タ ッ チ された未プロビジ ョ ニングサーバーには、 プロビジ ョ ニング時にHP
ProLiant RAID構成が適用されます。

サーバーレ コー ドが動的サーバーグループに挿入される方法のために、 サーバーがRAID構成を継承し ている

場合は、RAIDキャ プチャがスキッ プ される こ とがあ り ます。この場合、サーバーレ コー ド にRAID構成ポリ シー

を手動で指定する必要があ り ます。 サーバーがまだSAサーバープールにない場合は、 サーバーを再起動する

必要があ り ます。
OSシーケンスベースのプロビジ ョ ニング、 セ ッ ト ア ッ プ、 使用 101



HP ProLiant RAID構成の手動での指定

サーバーのプロビジ ョ ニング時に適用する独自のHP ProLiant RAID構成フ ァ イルを作成できます。 このために  

は、 サーバーレ コー ド にraid.hpacu.scriptカス タム属性を指定し ます。 あらかじめ作成し たフ ァ イルを

スク リ プ ト が構成に使用するよ う に指定するか、 サーバーレ コー ド でエデ ィ ターを開いてRAID構成を手動で

入力する こ とができます。

イ ンス ト ールプロ フ ァ イルとOSシーケンスの定義

OSシーケンスのプロビジ ョ ニングでは、 い く つかの構成フ ァ イルを使用し て、 SAによるプロビジ ョ ニングの

実行方法を定義する必要があ り ます。

• イ ンス ト ールプロ フ ァ イル

• OSシーケンスの作成

この章では、 これらのフ ァ イルの定義と管理の方法について説明し ます。

OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの要件

この項では、 次の内容について説明し ます。

• 概要 (102ページ) 

• OSプロビジ ョ ニングに使用する ソ フ ト ウ ェ アの指定 (103ページ) 

• 構成フ ァ イル (103ページ) 

• Oracle Solaris/Sun SPARC 10イ ンス ト ールプロ フ ァ イルの要件 (104ページ) 

• Red Hat Linuxイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの要件 (104ページ) 

• VMware ESXイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの要件 (105ページ) 

• SUSE Linuxイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの要件 (105ページ) 

• Microsoft Windowsイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの要件 (105ページ) 

概要

OS イ ンス ト ールプロ フ ァ イルは、 OS シーケンス と組み合わせて使用し ます。 イ ンス ト ールプロ フ ァ イルは、

イ ンス ト ールするオペレーテ ィ ングシステムと その構成方法を指定し ます。 OSシーケンスにはイ ンス ト ール

プロ フ ァ イルを関連付ける必要があるので、 イ ンス ト ールプロ フ ァ イルはOSシーケンスよ り も前に作成する

必要があ り ます。

オペレーテ ィ ングシステムイ ンス ト ールプロ フ ァ イルを作成する前に、 OS プロビジ ョ ニングを設定し （『SA
Installation Guide』 と メ デ ィ ア リ ソースロケーター (MRL) の作成 (86 ページ ) を参照） 、 イ ンポー ト メ デ ィ ア     

ツールを使っ てオペレーテ ィ ングシステム メ デ ィ アをポイ ン ト する MRL を作成する （メ デ ィ アサーバーの

セ ッ ト ア ッ プ (85ページ) を参照） 必要があ り ます。

OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルを作成するには、 SA Webク ラ イアン ト のオペレーテ ィ ングシステムの準備ウ ィ  

ザー ド を使用し ます。

オペレーテ ィ ングシステムイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの作成プロセスには、 次の手順があり ます。

1 オペレーテ ィ ングシステムのプロパテ ィ の指定。
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2 MRLの選択による イ ンス ト ール用オペレーテ ィ ングシステム メ デ ィ アの場所の指定(MRLの編集方法につ

いては、 MRLの編集 (95ページ) を参照し て く だ さい)。 

3 無人イ ンス ト ール中に使用する次のイ ンス ト ールリ ソースのア ッ プロー ド : 

• オペレーテ ィ ングシステム用の標準構成フ ァ イル(詳細については、 構成フ ァ イル (103ページ) を参  

照し て く だ さい)。

• イ ンス ト ールプロセスの特定の個所を変更するビルド カス タ マイズスク リ プ ト (詳細については、ビ

ルド カス タ マイズスク リ プ ト の作成 (122ページ) を参照し て く だ さい)。

• Microsoft Windowsのみ: ハー ド ウ ェ ア固有の情報を含むハー ド ウ ェ ア署名

表5は、 各オペレーテ ィ ングシステム用のイ ンス ト ールリ ソースの比較を示し ます。  

各オペレーテ ィ ングシステムに対し てア ッ プロー ド する構成フ ァ イルの名前は任意です。 ただ し、 フ ァ イル

をア ッ プロー ド する際に、 OSプロビジ ョ ニングはフ ァ イルの名前を変更し て、 オペレーテ ィ ングシステムに

対し て正しい名前を持つよ う にし ます。

OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルを後で編集し て、 新しいハー ド ウ ェ アのサポー ト を追加し た り、 オペレーテ ィ

ングシステムのイ ンス ト ール方法を変更し た りする こ とができます。 詳細については、 この章の 「既存のOS
イ ンス ト ールプロ フ ァ イルの変更」 (113ページ) を参照し て く だ さい。

OSプロビジ ョ ニングに使用する ソ フ ト ウ ェ アの指定

OSプロビジ ョ ニングの際にイ ンス ト ールするパッ ケージを指定するには、 次の方法があり ます。

• イ ンス ト ールする ソ フ ト ウ ェ アパッ ケージをベンダーのイ ンス ト ールプログラムに指定する構成フ ァ イ

ルをア ッ プロー ド する方法。 

• 必要なパッ ケージをOSシーケンスに追加するSAソ フ ト ウ ェ アポ リ シーを指定する方法。

構成フ ァ イル

OS シーケンスベースのプロビジ ョ ニングでは、 プロビジ ョ ニングするオペレーテ ィ ングシステムに応じ て、

次の構成フ ァ イルをOSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルに指定する必要があ り ます。

• Oracle Solaris/Sun SPARC 10

JumpStartプロ フ ァ イル

表5 OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルに使用する イ ンス ト ールリ ソース 

イ ンス ト ール 

リ ソース SUSE
Windows Server 
2003

Windows Server 
2008/2012

Solaris/SPARC 
10

Solaris/SPARC 
11

Linuxまたは

VMware ESX

構成フ ァ イル YAST
プロ フ ァ イル
autoinst.xml

unattend.txt unattend.xml Jumpstart
プロ フ ァ イル

自動イ ンス

ト ーラー

Kickstart/
Weasel
プロ フ ァ イル

ビルド カス タ マ

イズスク リ プ ト

オプシ ョ ンの

実行可能 

フ ァ イル:  

bcs.tgz 

("run" スク リ

プ ト を含む)

オプシ ョ ンの

実行可能 

フ ァ イル:  

WinPE:  

bcs.zip 
("runphase.bat" 
スク リ プ ト を

含む) 

オプシ ョ ンの

実行可能 

フ ァ イル:  

WinPE:  

bcs.zip 
("runphase.bat" 
スク リ プ ト を

含む) 

オプシ ョ ンの

実行可能 

フ ァ イル:  

bcs.tar.Z ("run" 
スク リ プ ト を

含む)

オプシ ョ ンの

実行可能 

フ ァ イル:  

bcs.tar.Z ("run" 
スク リ プ ト を

含む)

オプシ ョ ンの 

実行可能 

フ ァ イル: 
bcs.tgz 
("run" スク リ

プ ト を含む)

ハー ド ウ ェ ア 

署名フ ァ イル

不要 オプシ ョ ン 
filename.txt

オプシ ョ ン 
filename.txt

不要 不要 不要
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• Oracle Solaris/Sun SPARC 11

自動イ ンス ト ール

• Red Hat Linux

Anaconda (Kickstart構成フ ァ イル)

• VMware ESX

ESX 3.5: Anaconda (Kickstart構成フ ァ イル)

ESX 4: Weasel (Kickstart構成フ ァ イル)

• SUSE Linux

YaST2構成フ ァ イル

• Windows

unattend.txtまたはunattend.xml

構成フ ァ イルでフ ァ イアウォールが有効にされている場合、 SA コア と OS ビルド エージ ェ ン ト および SA エー

ジ ェ ン ト との間の通信に必要なすべてのポー ト と プロ ト コルが許可されている こ と を確認する必要があり ま

す。 詳細については、 『SA Installation Guide』 を参照し て く だ さ い。 フ ァ イアウォール関連の問題を切り分  

けるには、 OSプロビジ ョ ニングを初めて構成する際にフ ァ イアウォールを無効にし ておき、 システムが正し

く 構成された後でフ ァ イアウォールを有効に戻し ます。 Red Hat Enterprise Linux 5および6の場合、 ks.cfgプ    

ロ フ ァ イルに次の行を指定する こ と で、 フ ァ イアウォールが有効にな り、 SAエージ ェ ン ト は正し く 機能でき

るよ う にな り ます。 
 
firewall --enabled --port 1002:tcp,1002:udp
 

VMware ESXの4.1よ り前のバージ ョ ンのプロビジ ョ ニングでは、SAエージ ェ ン ト のイ ンス ト ーラーは、ks.cfg 

で構成されたOSベースのフ ァ イアウォールを一時的にバイパスする場合があ り ます。

Oracle Solaris/Sun SPARC 10イ ンス ト ールプロ フ ァ イルの要件

Solaris/SPARC OS イ ンス ト ールプロ フ ァ イルを準備する際には、 OS プロビジ ョ ニングのために JumpStart プロ 

フ ァ イルをア ッ プロー ド する必要があ り ます。 

Solaris/SPARC Jumpstartフ ァ イルは、 次の条件を満たす必要があ り ます。

• JumpStartサーバーで使用できる有効なプロ フ ァ イルである こ と。

• イ ンス ト ールタ イプがア ッ プグレー ド でな く 初期イ ンス ト ールである と指定し ている こ と。

• パッ ケージベースのイ ンス ト ールを指定し、 イ ンス ト ールする ク ラス ターとパッ ケージを リ ス ト し てい

る こ と。

• デ ィ スクパーテ ィ シ ョ ニング情報を指定し ている こ と。

Red Hat Linuxイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの要件

Red Hat LinuxのKickstartフ ァ イルは、 イ ンス ト ールするパッ ケージ、 ド ラ イブのパーテ ィ シ ョ ン分割方法、 ラ  

ン タ イムネ ッ ト ワークポス ト イ ンス ト ールの構成方法を指定し ます。

Red Hat LinuxのOSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルを準備する際に、SAはKickstart構成フ ァ イルを検証し ます。構成  

フ ァ イルがア ッ プロー ド される際に、 OSプロビジ ョ ニングはフ ァ イルを解析し てパッ ケージ リ ス ト を抽出し

ます。 

Red Hat LinuxのKickstartフ ァ イルは、 次の条件を満たす必要があ り ます。

• Kickstartサーバーで使用できる有効な構成フ ァ イルである こ と。

• イ ンス ト ールするRPMパッ ケージを指定し ている こ と。
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• リ ブー ト オプシ ョ ンを含むこ と。

VMware ESXイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの要件

VMware ESX プ ロ ビジ ョ ニングには、 Kickstart 構成フ ァ イルが使用されます。 このフ ァ イルは、 い く つかの 

VMware ESX Serverイ ンス ト ールパラ メ ーターから構成されます。 このフ ァ イルを通じ て、 パッ ケージのイ ン  

ス ト ール、 ド ラ イ ブのパーテ ィ シ ョ ン分割、 ラ ン タ イムネ ッ ト ワーク ポス ト イ ン ス ト ールの構成など を、

Kickstartサーバーに指示する こ とができます。 

VMware ESX Kickstartフ ァ イルは、 次の条件を満たす必要があり ます。

• Kickstartサーバーで使用できる有効な構成フ ァ イルである こ と。

• イ ンス ト ールするRPMパッ ケージを指定し ている こ と。

• リ ブー ト オプシ ョ ンを含むこ と。

VMware ESX Serverには、 Webベースのウ ィ ザー ド  (VI Web Access) が用意されています。 Webウ ィ ザー ドは、 構   

成情報をユーザーに問い合わせて、 構成フ ァ イルを生成し ます。

構成フ ァ イルに存在する必要があるVMware ESX固有のコマン ド と、 構成フ ァ イルウ ィ ザー ドの詳細について 

は、 VMware の 『イ ンス ト ールおよびア ッ プグレー ド ガイ ド : リ モー ト およびスク リ プ ト イ ンス ト ール』 を参 

照し て く ださい。 このガイ ドは、 http://www.vmware.com/jp/ にあ り ます。 

SUSE Linuxイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの要件

SUSE Linuxの構成フ ァ イルは、 イ ンス ト ールするパッ ケージ、 ド ラ イブのパーテ ィ シ ョ ン分割方法、 オペレー 

テ ィ ングシステム構成を、 YaST2に指定し ます。

SUSE LinuxのOSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルを準備する際に、 SAはYaST2構成フ ァ イルを検証し ます。 構成フ ァ 

イルがア ッ プロード される際に、 OSプロビジ ョ ニングはフ ァ イルを解析してパッケージ リ ス ト を抽出します。 

SUSE LinuxのYaST2フ ァ イルは、 次の条件を満たす必要があ り ます。

• 有効なYaST2構成フ ァ イルである こ と。

• リ ブー ト オプシ ョ ン を含み、モー ド リ ソースのConfirm Propertiesオプシ ョ ンがFALSEに設定されている 

こ と。

• SUSE Linuxのインス ト ールの詳細については、 http://www.suse.com/~ug/ (英語サイ ト ) を参照して く ださい。

Microsoft Windowsイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの要件

Windows OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルを作成する場合、 構成フ ァ イルは、 次の条件を満たす無人イ ンス ト ー 

ル応答フ ァ イルである必要があ り ます。

• OemPreInstallキーがYESに設定されている こ と。 このキーが設定されていない場合、 OSプロビジ ョ ニ

ングはこれを自動的に設定し ます。 

• オペレーテ ィ ングシステムが最初にブー ト し た と きに有効な IP ア ド レスを取得できるよ う に、 ネ ッ ト

ワーク構成が指定されている こ と。 

• Windows セ ッ ト ア ッ プのテキス ト および GUI モー ド部分で表示される可能性があるすべてのダイアログ

ボ ッ クスが、 OSプロビジ ョ ニングプロセス中に表示されないよ う に設定されている こ と。 

unattend.txtフ ァ イルをア ッ プロー ド する際に、 SAは応答フ ァ イルを検証し、 不完全な応答フ ァ イルを拒

否し ます。 

有効なWindows応答フ ァ イルの例は、 Windows Server 2003用の応答フ ァ イルの例を参照し て く ださい。
OSシーケンスベースのプロビジ ョ ニング、 セ ッ ト ア ッ プ、 使用 105



Windows Server 2003用の応答フ ァ イルの例

次の応答フ ァ イルは、 Windows Server 2003イ ンス ト ール用の有効な応答の一般的な例です。 この応答フ ァ イ  

ルの例には、 SAプロビジ ョ ニングによるWindows Server 2003のプロビジ ョ ニングに必要な設定が含まれてい  

ます。 

[Data]
  AutoPartition=0
  MsDosInitiated=0
  UnattendedInstall=Yes

[GuiUnattended]
  AdminPassword=3mbree0
  OEMSkipRegional=1
  OEMSkipWelcome=1
  ;004 Pacific Standard Time (GMT-08:00) Pacific Time (US and Canada); Tijuana
  ;See http://unattended.sourceforge.net/timezones.php
  TimeZone=004

[Identification]
  JoinWorkgroup=WORKGROUP

[LicenseFilePrintData] 
  AutoMode = PerSeat

[Networking]

[Unattended]
  ExtendOemPartition=1
  FileSystem=ConvertNTFS
  OemPnPDriversPath=drivers\nic\intel
  OemPreinstall=Yes
  OemSkipEula=Yes
  UnattendMode=FullUnattended

[UserData]
  ComputerName=*
  FullName="Windows Server 2003"
  ProductKey=XXXXX-XXXXX-XXXXX-XXXXX-XXXXX
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OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの定義と管理

この項では、 次の内容について説明し ます。

• OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの定義 — Linux/Unix (107ページ) 

• OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの定義 — Windows (109ページ) 

• 既存のOSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの変更 (113ページ) 

• OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルのプロパテ ィ の変更 (114ページ) 

• サーバーへのOSのイ ンス ト ール方法の変更 — Linux/Unix (114ページ) 

• OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルのパッ ケージの変更 (116ページ) 

• OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの変更履歴の表示 (117ページ) 

• OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの削除 (117ページ) 

OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの定義 — Linux/Unix

オペレーテ ィ ングシステムの準備ウ ィ ザー ド を使用し て Linux/UnixのOS イ ンス ト ールプロ フ ァ イルを定義す

るには、 次の手順を実行し ます。

1 SA ク ラ イアン ト または SA Web ク ラ イアン ト からオペレーテ ィ ングシステムの準備ウ ィ ザー ド にアクセ 

ス し ます。

• SA Client:  [ナビゲーシ ョ ン] ペイ ンで、 [ラ イブ ラ リ ] > [OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イル] を選択し ます。    

オペレーテ ィ ングシステムを選択し、 [アクシ ョ ン] メ ニューで [新規作成] を選択し ます。 

• SA Webク ラ イアン ト ホームページ: [Tasks] パネルの [Prepare OS] を ク リ ッ クするか、 [Navigation] ペ    

イ ンで [Software] > [Operating Systems] を ク リ ッ ク し ます。 [Operating Systems] ページが表示され    

ます。 [Prepare OS] を ク リ ッ ク し ます。 

図8に示すよ う に、 [Describe OS] ページが表示されます。

図8 オペレーテ ィ ングシステムの準備ウ ィ ザー ドの [Describe OS] ページ   

2 次の情報を指定し てオペレーテ ィ ングシステムを記述し ます。

• Name: (必須) Linux/Unixオペレーテ ィ ングシステムの表示名を指定し ます。

• Description: ( オプシ ョ ン ) プラ ッ ト フ ォームとハー ド ウェ アサポー ト に関する説明のテキス ト を入  

力し ます。
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• Customer: (必須) Linux/Unixオペレーテ ィ ングシステムを特定のカス タ マーに関連付けます。 すべて  

のカス タ マーで使用でき るよ う にオペレーテ ィ ングシステムをセ ッ ト ア ッ プするには、 “Customer

Independent”を選択し ます。

• OS Version:  (必須) Linux/Unixオペレーテ ィ ングシステムのバージ ョ ンを指定し ます (SAでサポー ト さ    

れるオペレーテ ィ ングシステムの定義済みのリ ス ト から選択し ます)。

3 [Next] を ク リ ッ ク し ます。 図9に示すよ う に、 [Define Installation] ページが表示されます。

図9 オペレーテ ィ ングシステムの準備ウ ィ ザー ドの [Define Installation] ページ  

4 次の情報を入力し てイ ンス ト ールを定義し ます。 

• Installation Media: ( 必須 ) Linux/Unix オペレーテ ィ ングシステム用の MRL を指定し ます ( 利用可能な    

MRLの定義済みのド ロ ッ プダウン リ ス ト からMRLを1つ選択し ます)。

この操作の詳細については、 メ デ ィ ア リ ソースロケーター (MRL) の作成 (86ページ) を参照し て く だ    

さい。

• Build Customization Script: (オプシ ョ ン) [Select] を ク リ ッ ク し て、 表示されるポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド     

ウから、このイ ンス ト ールプロ フ ァ イルに使用するスク リ プ ト を選択し ます(ユーザーが作成し たカ

ス タ マイズスク リ プ ト は、 SA Webク ラ イアン ト を通じ てア ッ プロー ド し た後でポ ッ プア ッ プウ ィ ン 

ド ウに表示されます。 ビルド カス タ マイズスク リ プ ト の使用 (122ページ) を参照し て く だ さい)。 

ビルド プロセスを カス タ マイズできる方法は、 ビルド スク リ プ ト ご とに異な り ます。 この機能を使

用するには、 ビルド カス タ マイズスク リ プ ト の要件に従う必要があり ます。 

• Configuration File: ( 必須 ) OS プロビジ ョ ニングに使用するためにア ッ プロー ド する JumpStart プロ   

フ ァ イル、 Kickstart構成フ ァ イル、 またはYaST2のautoinst.xmlフ ァ イルを指定し ます。

ア ッ プロー ド する フ ァ イルのフ ァ イル名は任意ですが、OSプロビジ ョ ニングは、ア ッ プロー ド時に、

ベンダーのイ ンス ト ールプログラムによ って要求される名前にフ ァ イル名を変更し ます。

5 [Upload] を ク リ ッ ク し ます。 

SA は Linux/Unix の OS イ ンス ト ールプロ フ ァ イルを作成し、 構成フ ァ イルをア ッ プロー ド し ます ( また、 

Oracle Solaris/Sun SPARC、 Red Hat、 SUSE Linux、 VMware ESXに対するパッ ケージを解析し ます)。 進行状況    

バーが表示され、 オペレーテ ィ ングシステムの準備プロセスの進行状況を示し ます。

6 ア ッ プロー ドが完了し たら  [Close] を ク リ ッ ク し ます。 
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OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの定義 — Windows

オペレーテ ィ ングシステムの準備ウ ィ ザー ド を使用し てWindowsのOSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルを定義する

には、 次の手順を実行し ます。

1 SA ク ラ イアン ト または SA Web ク ラ イアン ト からオペレーテ ィ ングシステムの準備ウ ィ ザー ド にアクセ 

ス し ます。

• SA Client: [ナビゲーシ ョ ン] ペイ ンで、 [ラ イブ ラ リ ] > [OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イル] を選択し ます。    

オペレーテ ィ ングシステムを右ク リ ッ ク し て、 [新規] を選択し ます。

• SA Webク ラ イアン ト ホームページ: [Tasks] パネルで [Prepare OS] リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。 または、    

[Navigation] ペイ ンで、[Software] > [Operating Systems] を ク リ ッ ク し ます。[Operating Systems] ペー    

ジが表示されます。 [Prepare OS] を ク リ ッ ク し ます。 

図10に示すよ う に、 [Describe OS] ページが表示されます。

図10 Prepare OS Wizard: Describe OS  

2 次の情報を指定し てオペレーテ ィ ングシステムを記述し ます。

• Name: (必須) Windowsオペレーテ ィ ングシステムの表示名を指定し ます。

• Description: ( オプシ ョ ン ) プラ ッ ト フ ォームとハー ド ウェ アサポー ト に関する説明のテキス ト を入  

力し ます。

• Customer: (必須) Windowsオペレーテ ィ ングシステムを特定のカス タ マーに関連付けます。 すべての  

カ ス タ マーで使用で き る よ う にオペレーテ ィ ングシステムを セ ッ ト ア ッ プするには、 “Customer

Independent”を選択し ます。

• OS Version: ( 必須 ) Windows オペレーテ ィ ングシステムのバージ ョ ンを指定し ます (SA でサポー ト さ    

れるオペレーテ ィ ングシステムの定義済みのリ ス ト から選択し ます)。
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3 [Next] を ク リ ッ ク し ます。 図に示すよ う に、 [Define Installation] ページが表示されます。

Prepare OS Wizard: Define Installation  

4 次の情報を入力し てイ ンス ト ールを定義し ます。 

• OS Media: (必須 ) Windows オペレーテ ィ ングシステム用の MRL を指定し ます ( すでに定義し てある利    

用可能なMRLの定義済みのド ロ ッ プダウン リ ス ト からMRLを1つ選択し ます)。この操作の詳細につい

ては、 メ デ ィ ア リ ソースロケーター (MRL) の作成 (86ページ) を参照し て く ださい。

• Installation Options: ( 必須 ) Windows オペレーテ ィ ングシステムのイ ンス ト ール時に使用するプレ イ   

ンス ト ール環境のタ イプを選択し ます。 

この選択によ って、 使用可能なカス タ マイズスク リ プ ト オプシ ョ ンが決ま り ます。

Windows Server 2008/2012プロビジ ョ ニングの場合は、 WinPEを使用する必要があ り ます。 

WinPE プレ イ ンス ト ール環境でブー ト されたサーバーは、 SA Web ク ラ イアン ト のサーバープールと 

SA ク ラ イアン ト の未プロビジ ョ ニングサーバーリ ス ト に表示されます。 WINPE を選択し た場合、 次

のパラ メ ーターを設定できます。 

• Custom Disk Partitioning: 指定し たスク リ プ ト は、 Microsoftのdiskpart.exeユーテ ィ リ テ ィ に渡さ   

れ、 オペ レ ーテ ィ ン グシ ス テムの イ ン ス ト ール時に使用 さ れます。 詳細については、 Microsoft

Windows製品ド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。 

• Custom Disk Formatting: このスク リ プ ト は、 オペレーテ ィ ングシステムのイ ンス ト ール中にハー ド   

ド ラ イブに対し て直接実行されます。 

• Install Drive: Windowsオペレーテ ィ ングシステムを イ ンス ト ールする ド ラ イブ文字を示し ます。
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これらのフ ィ ールド に設定を入力し なかった場合に使用されるデフ ォル ト 値を図11に示し ます。

図11 OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルのWinPEイ ンス ト ールオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値   

• Build Customization: ( オプシ ョ ン ) Windows オペレーテ ィ ングシステムに対するビルド プロセスの動   

作を カス タ マイズするビルド スク リ プ ト を選択し ます。

ビルド プロセスは、 各プレ イ ンス ト ール環境専用にカス タ マイズできます。 この機能を使用するに
は、 ビルド カス タ マイズスク リ プ ト の要件に従う必要があり ます。 スク リ プ ト は、 SA Webク ラ イア 

ン ト を通じ てア ッ プロー ド し た後で、 ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウから選択できるよ う にな り ます。 

[Select] を ク リ ッ ク し て、 ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウから フ ァ イルを選択し ます。

詳細については、 ビルド カス タ マイズスク リ プ ト の作成 (122ページ) を参照し て く だ さい。

• Response File: (必須) OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルにア ッ プロー ド するWindows応答フ ァ イルを選択   

し ます。 これは、 無人Windowsイ ンス ト ール用のunattend.txtか、 イ メ ージ タ イプのWindowsイ ン

ス ト ール用のsysprep.infタ イプのフ ァ イルです。 

ア ッ プロー ド する フ ァ イルのフ ァ イル名は任意ですが、OSプロビジ ョ ニングは、ア ッ プロー ド時に、

ベンダーのイ ンス ト ールプログラムによ って要求される有効な名前にフ ァ イル名を変更し ます。

• Hardware Signatures: ( オプシ ョ ン ) オペレーテ ィ ングシステムがサポー ト するハー ド ウ ェ アのリ ス   

ト を定義し ます。

[Add] を ク リ ッ クする と、[Add Hardware Signature Setting] ウ ィ ン ド ウが開きます。[Applies To] フ ィ ー    

ルド には、 ビルド済みのハー ド ウ ェ アのメ ーカーと モデルがあらかじめ記入されてお り、 管理対象
サーバーリ ス ト に表示されます。

Windows OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルには、 複数のハー ド ウ ェ ア署名フ ァ イルを追加できます。 

5 [Upload] を ク リ ッ ク し ます。 

SAはOS イ ンス ト ールプロ フ ァ イルを作成し、 構成フ ァ イルをア ッ プロー ド し ます ( さ らに、 パッ ケージ 

を検証し ます)。 進行状況バーが表示され、 オペレーテ ィ ングシステムの準備プロセスの進行状況を示し

ます。

6 プロセスが完了し たら  [Close] を ク リ ッ ク し ます。 

Windows用のハー ド ウ ェ ア署名フ ァ イル

Windowsのセ ッ ト ア ッ プ応答フ ァ イル (unattend.txt) には、 一般的なオペレーテ ィ ングシステム構成設定  

と、 ハー ド ウ ェ ア固有のド ラ イバー構成設定が混在し ているのが普通です。 このよ う に一般的な構成設定と
ハー ド ウ ェ ア固有の構成設定が混在し ているため、 異なる さ まざまなハー ド ウェ アモデルに対し て使用する
単一のOSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルを管理するのは困難な場合があ り ます。 

SA が備えるハー ド ウ ェ アプロ フ ァ イルと い う 仕組みを利用する と、 unattend.txt内の一般的な構成設定

と、 ハー ド ウ ェ ア固有のド ラ イバー構成設定と を別々に管理する こ とができます。 
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OSプロビジ ョ ニングの際に、 SAはプロビジ ョ ニング対象のサーバーを調べ、 そのサーバーモデルに対し て一

致するハー ド ウ ェ アプロ フ ァ イルが存在する場合は、unattend.txtからの適切なハー ド ウ ェ ア固有のド ラ

イバー構成設定を自動的に追加し ます。

プロビジ ョ ニングし よ う とするハー ド ウ ェ アに基づいて、 各Windows OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルに対し て 

ハー ド ウ ェ ア固有のフ ァ イルをア ッ プロー ド する こ とができます。 その後、 そのハー ド ウ ェ アの署名を、 適

切なハー ド ウ ェ ア固有プロ フ ァ イルにマ ッ プ し ます。 OSプロビジ ョ ニングは、 プロビジ ョ ニングされるサー

バーのハー ド ウ ェ ア署名に基づいて、 適切なハー ド ウ ェ ア署名フ ァ イルをビルド時に選択し ます。

ハー ド ウ ェ ア署名フ ァ イルから参照されるユーテ ィ リ テ ィ は、 ビルド時にネ ッ ト ワーク を通じ てアクセスで

きる必要があ り ます。

ハー ド ウ ェ ア署名フ ァ イルの例

次に示すのは、LSI LogicのSCSIコ ン ト ローラーを搭載し たVMware ESXゲス ト 上にWindows XPを イ ンス ト ールす   

るために使用するハー ド ウ ェ ア署名フ ァ イルの例です。

;Windows Setup Answer File
;Validated for use with HP
;Goal with this file is to leave things unspecified as much as ;possible, 
therefore taking all the defaults
;Only including the absolutely essential directives for full ;unattended 
operation

Windowsのセ ッ ト ア ッ プ応答フ ァ イル (unattend.txt) には、 一般的なオペレーテ ィ ングシステム構成設定  

と、 ハー ド ウ ェ ア固有のド ラ イバー構成設定が混在し ているのが普通です。 このよ う に一般的な構成設定と

ハー ド ウ ェ ア固有の構成設定が混在し ているため、 異なる さ まざまなハー ド ウェ アモデルに対し て使用する

単一のOSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルを管理するのは困難な場合があ り ます。 

SA が備えるハー ド ウ ェ アプロ フ ァ イルと い う 仕組みを利用する と、 unattend.txt内の一般的な構成設定

と、 ハー ド ウ ェ ア固有のド ラ イバー構成設定と を別々に管理する こ とができます。 

OSプロビジ ョ ニングの際に、 SAはプロビジ ョ ニング対象のサーバーを調べ、 そのサーバーモデルに対し て一

致するハー ド ウ ェ アプロ フ ァ イルが存在する場合は、unattend.txtからの適切なハー ド ウ ェ ア固有のド ラ

イバー構成設定を自動的に追加し ます。

プロビジ ョ ニングし よ う とするハー ド ウ ェ アに基づいて、 各Windows OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルに対し て 

ハー ド ウ ェ ア固有のフ ァ イルをア ッ プロー ド する こ とができます。 その後、 そのハー ド ウ ェ アの署名を、 適

切なハー ド ウ ェ ア固有プロ フ ァ イルにマ ッ プ し ます。 OSプロビジ ョ ニングは、 プロビジ ョ ニングされるサー

バーのハー ド ウ ェ ア署名に基づいて、 適切なハー ド ウ ェ ア署名フ ァ イルをビルド時に選択し ます。

ハー ド ウ ェ ア署名フ ァ イルから参照されるユーテ ィ リ テ ィ は、 ビルド時にネ ッ ト ワーク を通じ てアクセスで

きる必要があ り ます。

ハー ド ウ ェ ア署名フ ァ イルの例

次に示すのは、LSI LogicのSCSIコ ン ト ローラーを搭載し たVMware ESXゲス ト 上にWindows XPを イ ンス ト ールす   

るために使用するハー ド ウ ェ ア署名フ ァ イルの例です。

;Windows Setup Answer File
;Validated for use with HP
;Goal with this file is to leave things unspecified as much as ;possible, 
therefore taking all the defaults
;Only including the absolutely essential directives for full ;unattended 
operation

;------------------------------------------------------
;KNOWN TO WORK WITH THE FOLLOWING SETUPS
;------------------------------------------------------

;Windows XP Pro SP2 media
;VMware ESX 3.0.1 guest configured for Windows XP
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;with a LSI Logic SCSI controller
;(Nota Bene BusLogic is the default in the ESX guest setup ;wizard)
;512 MB RAM, 1 NIC, 2 CPU

[GuiUnattended]
  AdminPassword=hp
  OEMSkipRegional=1
  OEMSkipWelcome=1

;004 Pacific Standard Time (GMT-08:00) Pacific Time (US and
;Canada); Tijuana
;See http://unattended.sourceforge.net/timezones.php

  TimeZone=004

[Identification]
  JoinWorkgroup=WORKGROUP

[LicenseFilePrintData] 
  AutoMode = PerSeat

[Networking]

[Unattended]
  DriverSigningPolicy=Ignore
  ExtendOemPartition=1
  FileSystem=ConvertNTFS
  OemPnPDriversPath=Drivers\NIC
  OemPreinstall=Yes
  OemSkipEula=Yes
  TargetPath=*
  UnattendMode=FullUnattended

[UserData]
  ComputerName=*

;FullName=<org_name>
;OrgName=<org_name>
;You can/should also set this as a custom attribute
;"ProductKey"
;on the OS Installation Profile
ProductKey=<product_key>

Oracle Solaris/Sun SPARCまたはRed Hat Linuxオペレーテ ィ ングシステムに対し ては、 ハー ド ウ ェ ア署名フ ァ イ    

ルを使用する必要はあ り ません。 Solaris/SPARCおよびLinuxデ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンは、 特定のハー ド ウ ェ ア

モデルに合わせて個別に調整する必要がないからです。 

既存のOSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの変更

OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルを編集するには、 次の方法があ り ます。

• オペレーテ ィ ングシステムのプロパテ ィ を変更する こ と。 た と えば、 どのカス タ マーがOSイ ンス ト ール

プロ フ ァ イルを使用し てサーバーをプロビジ ョ ニングできるかなど。

• 構成フ ァ イルを変更するか、 ビルド プロセスがそのOSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルに対し て動作する方法

を カス タ マイズする こ と で、 オペレーテ ィ ングシステムのイ ンス ト ール方法を変更する こ と。 
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• OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルにカス タム属性を追加する こ と で、 ビルド プロセスのデフ ォル ト 値をオー

バーラ イ ド する こ と。 カス タム属性の追加は、 SA Webク ラ イアン ト またはSAク ラ イアン ト から行う こ と 

ができます(カス タム属性の定義 (134ページ) を参照し て く だ さい)。 ソ フ ト ウェ アポリ シーに対する カス  

タム属性の設定方法については、 OS イ ンス ト ールプロ フ ァ イルへのカス タム属性の追加 (SA Web ク ラ  

イアン ト ) (140ページ) を参照し て く だ さい。

• カス タムデ ィ スクパーテ ィ シ ョ ン分割およびカス タム ド ラ イブ フ ォーマ ッ ト を指定する こ と  (WinPE で 

ブー ト するWindowsサーバーの場合)。

OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルのプロパテ ィ の変更

OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルのプロパテ ィ を変更するには、 次の手順を実行し ます。

1 [Navigation] ペイ ンで、 [Software] > [Operating Systems] を ク リ ッ ク し ます。 [Operating Systems] ページ   

が表示されます。 

2 編集するオペレーテ ィ ングシステムの名前を ク リ ッ ク し ます。[Edit Operating System] ページが表示され   

ます。

3 [Properties] タ ブを選択し ます。 次の設定を変更できます。

• Name: オペレーテ ィ ングシステムの表示名を設定し ます。

• Description: オペレーテ ィ ングシステムの説明テキス ト を指定し ます。

• Customer: オペレーテ ィ ングシステムを特定のカス タ マーに関連付けます。

OSシーケンスク ラ イアン ト のアクセス権がある場合、SAク ラ イアン ト でOSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの

名前と説明を変更できます。 

ただし、 OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルのカス タ マーとの関連付けは変更できません。

4 [保存] を ク リ ッ ク し ます。

サーバーへのOSのイ ンス ト ール方法の変更 — Linux/Unix

Linux/Unixサーバーにオペレーテ ィ ングシステムがイ ンス ト ールされる方法を変更するには、次の手順を実行

し ます。

1 SA Web ク ラ イアン ト の [Navigation] ペイ ンで、 [Software] > [Operating Systems] を ク リ ッ ク し ます。    

[Operating Systems] ページが表示されます。 

2 編集するLinux/Unixオペレーテ ィ ングシステムの名前を ク リ ッ ク し ます。 [Edit Operating System] ページ   

が表示されます。

3 [Installation] タ ブを選択し ます。 

4 次の設定を変更し ます。

• Installation Media: (必須) Linux/Unixオペレーテ ィ ングシステム用のMRL を変更し ます (MRLの定義済    

みのド ロ ッ プダウン リ ス ト からMRLを1つ選択し ます)。

この操作の詳細については、 メ デ ィ ア リ ソースロケーター (MRL) の作成 (86ページ) を参照し て く だ    

さい。

• Build Customization Script: (オプシ ョ ン) そのLinux/Unixオペレーテ ィ ングシステムに対するビルド プ    

ロセスの動作を カス タ マイズし ます (ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウから フ ァ イルを選択し ます)。

ビルド プロセスを カス タ マイズできる方法は、 ビルド スク リ プ ト ご とに異な り ます。 この機能を使

用するには、 ビルド カス タ マイズスク リ プ ト の要件に従う必要があり ます。 スク リ プ ト は、 SA Web 

ク ラ イアン ト を通じ てア ッ プロー ド し た後で、 ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウに表示されます。 

詳細については、 ビルド カス タ マイズスク リ プ ト の作成 (122ページ) を参照し て く だ さい。
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• Configuration File: ( 必須 ) OS プロビジ ョ ニングに使用するためにア ッ プロー ド する JumpStart プロ   

フ ァ イル、 Kickstart構成フ ァ イル、 またはYaST2のautoinst.xmlフ ァ イルを指定し ます。

ア ッ プロー ド する フ ァ イルのフ ァ イル名は任意ですが、OSプロビジ ョ ニングは、ア ッ プロー ド時に、

ベンダーのイ ンス ト ールプログラムによ って要求される有効な名前にフ ァ イル名を変更し ます。

5 [Save] を ク リ ッ ク し ます。

サーバーへのOSのイ ンス ト ール方法の変更 — Windows

Windows サーバーにオペレーテ ィ ングシステムがイ ンス ト ールされる方法を変更するには、 次の手順を実行

し ます。

1 SA Web ク ラ イアン ト の [Navigation] ペイ ンで、 [Software] > [Operating Systems] を ク リ ッ ク し ます。    

[Operating Systems] ページが表示されます。 

2 編集するオペレーテ ィ ングシステムの名前を ク リ ッ ク し ます。[Edit Operating System] ページが表示され   

ます。

3 [Installation] タ ブを選択し ます。 OS イ ンス ト ールプロ フ ァ イルに対し て定義されている イ ンス ト ールリ 

ソースが表示されます。

4 次の設定を変更できます。

• Installation Media: Windows オペレーテ ィ ングシステム用の MRL を変更し ます。 [Select] を ク リ ッ ク   

し、 ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウのリ ス ト からオペレーテ ィ ングシステムメ デ ィ アを選択し ます。 

• Installation Options: Windowsイ ンス ト ールプロ フ ァ イルを作成し た と きにWinPEを選択し た場合、次  

のカス タムデ ィ スクパーテ ィ シ ョ ン分割パラ メ ーターを変更できます。 

— Custom Disk Partitioning: 指定し たスク リ プ ト は、 Microsoftのdiskpart.exeユーテ ィ リ テ ィ に渡さ   

れ、 オペレーテ ィ ングシステムのイ ンス ト ール時に使用されます。 詳細については、 Microsoft
Windows製品ド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。 

 
このセクシ ョ ンを空白のままにし た場合、 次のデフ ォル ト 値が使用されます。 
 
rescan
 
     select disk 0
     clean
       create partition primary
       active
       assign letter=C

— Custom Disk Formatting: このスク リ プ ト は、 オペレーテ ィ ングシステムのインス ト ール中にハー   

ド ド ラ イブに対し て直接実行されます。 このセクシ ョ ンを空白のままにし た場合、 次のデフ ォ
ル ト 値が使用されます。 

format.com C: /FS:NTFS /Q /Y /V:

— Install Drive: Windowsオペレーテ ィ ングシステムを イ ンス ト ールする ド ラ イブ文字を示し ます。  

デフ ォル ト のド ラ イブ文字はCです。 

• Build Customization Script: このオペレーテ ィ ングシステムに対するビルド プロセスの動作を カス タ   

マイズし ます。 [Select] を ク リ ッ ク し、 ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウのリ ス ト から ビル ド カ ス タ マイズ 

パッ ケージを選択し ます。 

スク リ プ ト は、 SA Webク ラ イアン ト を通じ てア ッ プロー ド し た後で、 ポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウに表 

示されます。

• Configuration File: OS プロビジ ョ ニングで使用するためにア ッ プロー ド する Windows 応答フ ァ イル  

を指定し ます。 [Upload] を ク リ ッ ク し て、 フ ァ イル名を入力するか、 フ ァ イルを参照し ます。

ア ッ プロー ド する フ ァ イルの名前は任意です。 ただ し、 OSプロビジ ョ ニングは、 ベンダーのイ ンス

ト ールプログラムが使用する適切な名前にフ ァ イルの名前を変更し ます。
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• Hardware Signatures for Windows only: オペレーテ ィ ングシステムがサポー ト するハー ド ウ ェ アのリ     

ス ト を定義し ます。 [Add] を ク リ ッ ク し て、 OS イ ンス ト ールプロ フ ァ イルに含めるハー ド ウ ェ ア署 

名を選択し ます。 

ハー ド ウ ェ ア署名は、選択し た メ ーカーと モデルのサーバーが正常にビルド され、管理対象サーバー

リ ス ト に表示された後で、 リ ス ト ボ ッ クスに表示されます。 

5 [Save] を ク リ ッ ク し ます。 

OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルのパッ ケージの変更

SA 10.0のリ リース以降は、 OSシーケンスにア タ ッ チ されたソ フ ト ウェ アポリ シーを使用し て、 OSイ ンス ト ー 

ルプロ フ ァ イルにパッ ケージを追加する こ とが必要です。 これは、 SAS 6.1 以降では、 OS イ ンス ト ールプロ 

フ ァ イルにア タ ッ チするパッ ケージのリ ス ト が自動的に作成されな く なったからです。 

以前のリ リースからア ッ プグレー ド し た場合、 Solaris/SPARCまたはLinux用のOSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルに

は、 すでにパッ ケージのリ ス ト がア タ ッ チ されています。 ただ し、 別のパッ ケージのセ ッ ト を持つ新しい構

成フ ァ イル (KickstartまたはJumpstartプロ フ ァ イル) をア ッ プロー ド する場合は、 OSの準備ウ ィ ザー ド を使用  

し て新しいプロ フ ァ イルを作成する必要があ り ます。

また、 SA 5.xから OSシーケンスの実行ウ ィ ザー ド を使用し て移行し たOSシーケンスをプロビジ ョ ニングする 

場合、 OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルパッ ケージは現在は修復されないこ とに注意し て く だ さい。 プロ フ ァ イ

ルが OS イ ンス ト ールプロ フ ァ イルにア ッ プロー ド された と きに自動的に生成されたパッ ケージ リ ス ト に加

えて、 手動で別のパッ ケージをア タ ッ チ し てある場合、 そのOSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルを参照するOSシー

ケンスでサーバーをプロビジ ョ ニングする と、 追加でア タ ッ チ し たパッ ケージはイ ンス ト ールされません。

プロビジ ョ ニングの際にこれらのパッ ケージがイ ンス ト ールされるよ う にするには、 それらのパッ ケージを

ソ フ ト ウ ェ アポ リ シーに追加し、 そのポリ シーをOSシーケンスにア タ ッ チ し て、 修復を有効にする必要があ

り ます。

詳細については、 OS イ ンス ト ールプロ フ ァ イルの定義と管理 (107ページ ) およびOSシーケンスの作成 (141   

ページ) を参照し て く だ さい。 

この項で説明し た方法は、 SAの6.1よ り前のバージ ョ ンを使用し ている場合に利用できます。

OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルがイ ンス ト ールするパッ ケージを変更するには、 次の手順を実行し ます。

1 [Navigation] ペイ ンで、 [Software] > [Operating Systems] を ク リ ッ ク し ます。 [Operating Systems] ページ    

が表示されます。 

2 編集するオペレーテ ィ ングシステムの表示名を ク リ ッ ク し ます。[Edit Operating System] ページが表示さ   

れます。

3 [Packages] タ ブを選択し ます。 OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルがイ ンス ト ールするパッ ケージのリ ス ト が 

表示されます。

4 [Edit Packages] を ク リ ッ ク し ます。 [Software Directly Attached] ページが表示されます。 

5 イ ンス ト ールするパッ ケージを追加するには、[Add Software] を ク リ ッ ク し、 リ ス ト に追加するパッ ケー  

ジを指定または検索し ます。

6 パッ ケージを削除するには、 リ ス ト でパッ ケージを選択し て、[Remove Software] を ク リ ッ ク し ます。パッ  

ケージはページのリ ス ト から削除されますが、[Save Edits] を ク リ ッ クするまでOSイ ンス ト ールプロ フ ァ  

イルから実際には削除されません。 

7 パ ッ ケージがサーバーにイ ンス ト ールされる順序を変更するには、 別の順序で イ ンス ト ールするパ ッ

ケージを選択し て、 上または下の矢印を ク リ ッ ク し ます。

8 [Save Edits] を ク リ ッ ク し ます。 
116 付録A



   

    
OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの変更履歴の表示

デフ ォル ト では、 OSプロビジ ョ ニングはOSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの変更に関する情報を180日間保持し

ます。 

次の操作を実行する と、 OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの履歴にエン ト リが作成されます。

• OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルのカス タ マーへの関連付けの変更。

• サーバーにオペレーテ ィ ングシステムを イ ンス ト ールするためのOSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの使用。

• OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルのパッ ケージ リ ス ト に対するパッ ケージの追加または削除。

OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの変更の履歴は、 SA Webク ラ イアン ト とSA Clientで表示できます。 

SA Webク ラ イアン ト でOSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの変更の履歴を表示するには、 次の手順を実行し ます。

1 [Navigation] ペイ ンで、 [Software] > [Operating Systems] を ク リ ッ ク し ます。 [Operating Systems] ページ    

が表示されます。 

2 変更の履歴を表示するオペレーテ ィ ングシステムの名前を ク リ ッ ク し ます。[Edit Operating System] ウ ィ    

ン ド ウが表示されます。

3 [History] タ ブを選択し ます。 イベン ト と変更のリ ス ト が表示されます。

SA ClientでOSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの変更の履歴を表示するには、 次の手順を実行し ます。

1 次のいずれかの方法でSA Clientを起動し ます。 

• SA Webク ラ イアン ト ホームページの [Power Tools] セクシ ョ ンから起動

• [ス ター ト ] > [すべてのプログラム] >  SAク ラ イアン ト

2 [ナビゲーシ ョ ン] ペイ ンで、 [ラ イブラ リ ] > [OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イル] を選択し ます。 

3 OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルを参照し て開きます。 [OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イル] ウ ィ ン ド ウが開き 

ます。 

4 [ナビゲーシ ョ ン ] ペイ ンで、 [履歴] を選択し ます。 内容ペイ ンに、 OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの変更  

の履歴が表示されます。 

OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの削除

OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルが現在サーバーに使用されている場合、またはOSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルが

テンプレー ト に含まれている場合は、 削除できません。 

OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルを削除するには、 次の手順を実行し ます。

1 [Navigation] ペイ ンで、 [Software] > [Operating Systems] を ク リ ッ ク し ます。 [Operating Systems] ページ   

が表示されます。 

2 削除するオペレーテ ィ ングシステムを選択し ます。 

3 [Delete] を ク リ ッ ク し ます(OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルがサーバーに使用された場合、 またはOSイ ンス 

ト ールプロ フ ァ イルがテンプレー ト に含まれている場合は、 警告メ ッ セージが表示されます)。

OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルのリ ス ト が再表示されます。
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SAプロビジ ョ ニング前のHP ProLiantサーバーでのRAID構成

HP ProLiant サーバーでのオペレーテ ィ ングシステムのプロビジ ョ ニング前の初期セ ッ ト ア ッ プの際に、 デ ィ  

スクの ミ ラーリ ングと ス ト ラ イ ピングを構成できます。 

HP ProLiantのRAID構成を行う には、 ソ フ ト ウ ェ アポリ シーにキャ プチャ されたベースラ イ ンRAID構成を持つ 

HP ProLiantサーバーが必要です。 キャ プチャ されたRAID構成は、 この項で説明する方法でサーバーに適用さ 

れます。

サポー ト 対象ハー ド ウ ェ ア

• HP ProLiantサーバー

サポー ト 対象オペレーテ ィ ングシステム

ベースラ イ ンHP ProLiant RAID構成キャ プチャ

HP ProLiant RAID構成キャ プチャは、 SAに付属する次のブー ト イ メ ージでサポー ト されます。

• Red Hat Enterprise Linux 5

• Red Hat Enterprise Linux 6

• Red Hat Enterprise Linux 6 - OGFSベース (OS ビルド計画を使用し た HP ProLiant RAID構成のキャ プチャの詳    

細については、 ベースラ イ ンRed Hat Enterprise Linux 6ベースHP ProLiant RAIDキャ プチャ OSビルド計画に    

付属する、 readmeフ ァ イルを参照し て く だ さい)

• Microsoft Windows WinPE32、 WinPE64、 Winpe32-ogfs、 Winpe64-ogfs (OSビルド計画を使用し たHP ProLiant    

RAID構成のキャ プチャの詳細については、ベースラ イ ンWindows WinPE32またはWinPE64 HP ProLiant RAID    

キャ プチャ OSビルド計画に付属する、 readmeフ ァ イルを参照し て く ださい)

Solaris (SPARC、 x86) はサポー ト されません。 

HP ProLiant RAIDプロビジ ョ ニング

• Linux OSシーケンス: HP ProLiant RAIDプロビジ ョ ニングは、 SAのサポー ト 対象でHP ProLiantサーバーにイ    

ンス ト ール可能な任意のLinuxオペレーテ ィ ングシステムで実行できます。

• Windows OSシーケンス: HP ProLiant RAIDプロビジ ョ ニングは、SAのサポー ト 対象でHP ProLiantサーバーに    

イ ンス ト ール可能な任意のWindowsバージ ョ ンで実行できます。

• Linux OSビルド計画: HP ProLiant RAIDのプロビジ ョ ニングは次のOSでサポー ト されます。

— Red Hat Enterprise 5

— Red Hat Enterprise 5 x64

— Red Hat Enterprise 6

— Red Hat Enterprise 6 x64

OS ビルド計画を使用し たHP ProLiant RAID構成のプロビジ ョ ニングの詳細については、 ベースラ イ ン Red  

Hat Enterprise Linux 6ベースHP ProLiant RAIDキャ プチャ OSビルド計画に付属する、 readmeフ ァ イルを参    

照し て く だ さい。 このREADMEは、 SAのOSプロビジ ョ ニングのオン ラ イ ンヘルプから も参照できます。

• Windows OSビルド計画: HP ProLiant RAIDプロビジ ョ ニングは次のOSでサポー ト されます。 

— Windows Server 2003

— Windows Server 2003 x64
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— Windows Server 2008

— Windows Server 2008 x64

— Windows Server 2008 R2 x64

OS ビル ド 計画を使用 し た HP ProLiant RAID 構成のプ ロ ビ ジ ョ ニングの詳細については、 ベース ラ イ ン  

Windows WinPE32またはWinPE64 HP ProLiant RAIDキャ プチャ OSビルド計画に付属する、 readmeフ ァ イル    

を参照し て く だ さい。

Red Hat Enterprise Linux 5/Linux 6のブー ト イ メ ージ (Red Hat Enterprise Linux 5.6および6.0ベース) では、 新しい    

バージ ョ ンのArray Configuration Utility (ACU) ツールが使用されます。 このため、 Red Hat Enterprise Linux 5ブー    

ト イ メ ージを使用し てキャ プチャ されたHP ProLiant RAID構成のデプロ イは、 linux5/linux6ブー ト イ メ ージ  

を使用 し て SA コ ア に登録 さ れた未プ ロ ビ ジ ョ ニ ン グサーバーに対 し てのみ可能です。 linux5 (Red Hat  

Enterprise Linux 5ベース) ブー ト イ メ ージでキャ プチャ されたHP ProLiant RAID構成を、 別のブー ト イ メ ージを     

使用し て SA コアに登録された未プロビジ ョ ニングサーバーに対し てデプロ イ し よ う とする と、 ACU ツールの

バージ ョ ンが異なるために失敗し ます。 

 

HPではACUツールを随時更新し ているため、 古いバージ ョ ンのツールでキャ プチャ されたRAID構成が無効に

なる こ とがまれにあ り ます。 このよ う な場合、 下記の手順でRAIDキャ プチャ を再実行し て、 RAIDキャ プチャ

を更新する必要があ り ます。

ベースラ イ ンHP ProLiant RAID構成のキャ プチャ

HP ProLiantサーバーに対し てRAIDを構成するには、 まずベースラ イ ンHP ProLiant RAID構成をキャ プチャ し て   

RAID ソ フ ト ウ ェ アポ リ シーに保存し、 新しいサーバーのプロビジ ョ ニングの際にそれを適用し ます。 SA は、

HP SmartStart Array Configuration Utilityを使用し てキャ プチャ を行います。 このユーテ ィ リ テ ィ はSAのイ ンス    

ト ール時にイ ンス ト ールされます。

RAID 構成 を キ ャ プ チ ャ す る には、 ベー ス ラ イ ン HP RAID サーバーのサーバー レ コ ー ド に カ ス タ ム属性 

raid.capture=1を指定する必要があり ます。これによ り、サーバーがSAの未プロビジ ョ ニングサーバープー

ルにブー ト された と きに、 サーバーのRAID構成がソ フ ト ウ ェ アポリ シーにキャ プチャ されます。 

このためには、 次の2つの方法があり ます。

a ブー ト ク ラ イアン ト の管理 (MBC) ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 カス タム属性raid.capture=1を指  

定し てそのサーバーのサーバーレ コー ド を作成し ます。 MBC によるサーバーレ コー ド の作成または

変更の詳細については、 Manage Boot Clients (23ページ) を参照し て く ださい。

b ベースラ イ ン HP RAID サーバーを SA の未プロビジ ョ ニングサーバープールにリ セ ッ ト し てサーバー 

レ コー ド を作成し、 SA ク ラ イアン ト でサーバーレ コー ド を編集し てカス タム属性raid.capture=1

を指定し、 サーバーの電源をオフにし ます。

raid.capture=1カス タム属性があるサーバーレ コー ドが作成されたら、 サーバーをSAの未プロビジ ョ ニン

グサーバープールにブー ト し ます。 これによ り、 HP サーバーの RAID 構成がソ フ ト ウ ェ アポ リ シーにキャ プ

チャ されます。 SAは、 RAIDソ フ ト ウ ェ アポ リ シーを作成する前に、 ポリ シーの対象と なるサーバーのモデル

番号を名前と し てコ ンテナーフ ォルダーを作成し ます。
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RAID構成が正常にキャ プチャ される と、 図12のよ う な メ ッ セージがconsole.logフ ァ イルに記録されます。

図12 RAID構成のキャ プチャ メ ッ セージ

デフ ォル ト では、 ソ フ ト ウ ェ アポリ シーの名前は、サーバーのMACア ド レスの後にRAID Captureを付けたも 

のと な り ます (例、 00:16:35:3B:DC:97 RAID Capture)。 フ ァ イルの名前はSA ク ラ イアン ト で変更できま   

す。 RAID構成がキャ プチャ された後で、 カス タム属性raid.captureは自動的に“0”に設定されます。 これは、

この後でサーバーが未プロビジ ョ ニングサーバープールにブー ト された と きに、 意図し ないRAIDキャ プチャ

が行われるのを防ぐためです。 

また、 カス タム属性raid.versionの値は、 linux、 linux4、 linux5、 winpeのいずれかに設定されます。

OSシーケンスジ ョ ブ中に、 raid.policy_idが設定された場合、 SAはraid.versionの値を現在のサーバー

のバージ ョ ン と比較し ます。 値が一致し ない場合、 またはポリ シーにraid.versionカス タム属性がない場

合、 バージ ョ ンの不一致を示す警告がログフ ァ イルに記録され、 そのRAIDデプロ イ メ ン ト は失敗する可能性

があ り ます。 ただ し、 SAはジ ョ ブを続行し よ う と し ます。
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ソ フ ト ウ ェ アポ リ シーはSAク ラ イアン ト のRAIDポ リ シーラ イブラ リ に表示されます。

図13 SAク ラ イアン ト のRAIDポリ シーラ イブラ リ

この時点で、 RAIDサーバーをプロビジ ョ ニングするには、 未プロビジ ョ ニングサーバーに対し てサーバーレ

コー ド カス タム属性raid.policy_id=<値>を追加し、RAIDソ フ ト ウ ェ アポリ シーのオブジ ェ ク ト IDを値と し

て指定する必要があ り ます。 これによ り、 ポリ シーに指定されたベースラ イ ンRAID構成がプロビジ ョ ニング

中に適用されます。

OSシーケンスRAIDデプロ イ メ ン ト 用に指定するRAIDポリ シーは、 /RAID Policies/Model Nameフ ォルダー  

に保存する必要があ り ます。 RAIDポリ シーを別のフ ォルダーに保存するか移動し た場合、 OSシーケンスRAID
デプロ イ メ ン ト を実行し よ う とする と、 ソ フ ト ウ ェ アポリ シーが見つからないとい う エラーで失敗し ます。

上記の方法は、RAIDポ リ シーを適用するただ1つの方法です。RAIDポリ シーは、未プロビジ ョ ニングサーバー、

デバイスグループ、 OSシーケンスなど、 どんなオブジ ェ ク ト にもア タ ッ チする こ とはできません。

SAが 「OSシーケンスの実行」 ジ ョ ブの途中でHP RAIDコ ン ト ローラーの構成に失敗し た場合、その後にHP RAID  
コ ン ト ローラー構成をキャ プチャ し よ う とする と、 次のメ ッ セージが表示されて失敗する こ とがあり ます。 
 
RAID configuration deployment failed: Failed to deploy RAID configuration: An 
error occurred while clearing current array configuration.Exit status: 1280
Error message from ACU: ERROR: (2821) No controllers detected.
 
これは、HP ACUコ ン ト ローラーの既知の問題による ものです。この場合、サーバーのブー ト 時に論理ボリ ュー 

ムを指定し てHP RAIDコ ン ト ローラーを手動で構成する必要があ り ます。

HP ProLiant RAID動的サーバーグループの作成

ベースラ インHP ProLiant RAIDソ フ ト ウェ アポリ シーをキャプチャ した後で、 カスタム属性raid.policy_id=
<値> (RAIDソ フ ト ウ ェ アポリ シーのオブジ ェ ク ト IDを値に指定) を動的デバイスグループに追加できます。 そ  

の後にこのデバイスグループにア タ ッ チ された未プロビジ ョ ニングサーバーには、 プロビジ ョ ニング時にHP
ProLiant RAID構成が適用されます。

サーバーレ コー ドが動的サーバーグループに挿入される方法のために、 サーバーがRAID構成を継承し ている

場合は、RAIDキャ プチャがスキッ プ される こ とがあ り ます。この場合、サーバーレ コー ド にRAID構成ポリ シー

を手動で指定する必要があ り ます。 サーバーがまだSAサーバープールにない場合は、 サーバーを再起動する

必要があ り ます。
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HP ProLiant RAID構成の手動での指定

サーバーのプロビジ ョ ニング時に適用する独自のHP ProLiant RAID構成フ ァ イルを作成できます。 このために  

は、 サーバーレ コー ド にraid.hpacu.scriptカス タム属性を指定し ます。 あらかじめ作成し たフ ァ イルを

スク リ プ ト が構成に使用するよ う に指定するか、 サーバーレ コー ド でエデ ィ ターを開いてRAID構成を手動で

入力する こ とができます。

WindowsのSAプロビジ ョ ニングカス タム属性argstringは、 OSビルド計画ではサポー ト されません。

ビルド カス タ マイズスク リ プ ト の作成

この項では、 次の内容について説明し ます。

• ビルド カス タ マイズスク リ プ ト の使用 (122ページ) 

• Solarisビルド カス タ マイズスク リ プ ト  (123ページ) 

• Linuxビルド カス タ マイズスク リ プ ト  (127ページ) 

• Windowsビルド カス タ マイズスク リ プ ト  (131ページ) 

ビルド カス タ マイズスク リ プ ト の使用

オペレーテ ィ ングシステム固有のビルド スク リ プ ト を使用し て、 各オペレーテ ィ ングシステムのプロビジ ョ

ニング方法を制御できます。 ビルド スク リ プ ト を使用する と、 各オペレーテ ィ ングシステムのイ ンス ト ール

でのネ ッ ト ワーク接続からSAエージ ェ ン ト のイ ンス ト ールまでを管理できます。 

OSプロビジ ョ ニングのビルド スク リ プ ト は、 ビルド プロセスへのフ ッ クの役割を果た し、 オペレーテ ィ ング

システムのイ ンス ト ールを特定の時点で変更する こ とができます。 これらのフ ッ クは、 オペレーテ ィ ングシ

ステムのイ ンス ト ールプロセスの適切な時点で、 1つのビルド カス タ マイズスク リ プ ト を呼び出し ます。 

各ビルド スク リ プ ト は、そのスク リ プ ト によ ってイ ンス ト ールされるオペレーテ ィ ングシステム専用なので、

ビルド カス タ マイズと イ ンス ト ールはオペレーテ ィ ングシステムご とに異な り ます。 ビルド カス タ マイズス

ク リ プ ト をOSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの一部と し て使用するには、 ビルド カス タ マイズスク リ プ ト を作成

し てSAク ラ イアン ト にイ ンポー ト する必要があ り ます。 

ビルド カス タ マイズスク リ プ ト をSAク ラ イアン ト にイ ンポー ト するには、 次の作業を実行し ます。

1 [ナビゲーシ ョ ン] ペイ ンで、 [ラ イブ ラ リ ] > [パッ ケージ] > [フ ォルダー別] 表示を選択し、 オペレーテ ィ     

ングシステムを選択し ます。 

2 [アクシ ョ ン] メ ニューで [OSユーテ ィ リ テ ィ のイ ンポー ト ] を選択し ます。 

3 [OSユーテ ィ リ テ ィ のイ ンポー ト ] ウ ィ ン ド ウで、 [参照] を ク リ ッ ク し てビルド カス タ マイズスク リ プ ト   

を選択し ます。 オペレーテ ィ ングシステムによ っては、 カス タ マイズスク リ プ ト のフ ァ イル名は特定の

規則に従う こ と を要求されます (た と えば、 Solaris/SPARCのスク リ プ ト は、 runとい う名前のBourneシ ェ 

ルスク リ プ ト である必要があ り ます)。 このよ う な規則については、 以下の各オペレーテ ィ ングシステム

に関する項目を参照し て く だ さい。 

4 [カスタマー ] リ ス ト で、 ビルド カス タ マイズスク リ プ ト に関連付ける カス タ マーを選択し ます。

5 [プ ラ ッ ト フ ォーム] リ ス ト で、 ビルド カス タ マイズスク リ プ ト に関連付けるオペレーテ ィ ングシステム 

プラ ッ ト フ ォームを選択し ます。 

6 [イ ンポー ト ] を ク リ ッ ク し ます。 
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後で、 OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルを準備する際に、 ビルド カス タ マイズスク リ プ ト を選択し てプロ フ ァ イ

ルに関連付ける こ とができます。 上記の手順でイ ンポー ト し たビルド カス タ マイズスク リ プ ト は、 [選択] を 

ク リ ッ クする と リ ス ト に表示されます。 

詳細については、 OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルの定義 — Linux/Unix (107ページ ) またはOSイ ンス ト ールプ    

ロ フ ァ イルの定義 — Windows (109ページ) を参照し て く だ さい。 

Solarisビルド カス タ マイズスク リ プ ト

この項では、 Sun Solaris用のビルド カス タ マイズスク リ プ ト について説明し ます。

Sun Solarisのビルド プロセス

Solaris イ ンス ト ールプロ フ ァ イルにビル ド カス タ マイズスク リ プ ト を追加する前に、 Solaris のビルド プロセ

スについて理解し てお く こ とが重要です。表6に、Solarisでイ ンス ト ールク ラ イアン ト をプロビジ ョ ニングす

る際に行われる手順の詳細を示し ます。 

ユーザーはステ ッ プ1と5でビルド プロセスを開始し ます。 ビルド プロセスの残りの手順は、 OSプロビジ ョ ニ

ングで自動的に実行されます。  

表6 Sun Solarisのビルド プロセス 

フ ェーズ ビルド プロセスの手順

イ ンス ト ール前 1 ユーザーが、サーバーに接続されたコ ン ソールに次のコマン ド を入力し て、

ネ ッ ト ワーク経由でイ ンス ト ールク ラ イアン ト をブー ト し ます。

boot net:dhcp - install

2 イ ンス ト ールク ラ イアン ト は、 Solaris 10 JumpStart miniroot (OS プロビジ ョ     

ニングに付属) を使用し てネ ッ ト ワークから ブー ト し、 JumpStartのbeginス 

ク リ プ ト を実行し ます。beginスク リ プ ト を使用し てOSビルド エージ ェ ン ト

が開始されます。

3 OSビルド エージ ェ ン ト は、 OS Build Managerに登録されます。

4 Solaris ビルド スク リ プ ト はイ ンス ト ールク ラ イアン ト のハー ド ウ ェ ア構成

を調査し て、 SA に登録し ます。 その後、 イ ンス ト ールク ラ イ アン ト が SA

Webク ラ イアン ト のサーバープールリ ス ト に表示されます。
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修復によるサーバーへのソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ールの詳細については、『SAユーザーガイ ド : 監査と コ ンプ 

ラ イアンス』 を参照し て く だ さい。 

フ ェーズ1 5 SA Web ク ラ イアン ト で、 ユーザーが利用可能なイ ンス ト ールク ラ イアン ト  

へのオペレーテ ィ ングシステムのイ ンス ト ールを選択し ます。 

6 Solaris ビルド スク リ プ ト は、 ユーザーが選択し たOS イ ンス ト ールプロ フ ァ

イル内のMRLに指定されたSolarisイ ンス ト ールメ デ ィ アをマウン ト し ます。

7 Solaris ビルド スク リ プ ト は、 選択されたOS イ ンス ト ールプロ フ ァ イルに関

連付けられたプロ フ ァ イルを取得し、 動的JumpStartプロ フ ァ イルの標準の

JumpStart場所である$SI_PROFILEにコ ピーし ます。

8 Solaris ビルド スク リ プ ト は、 次のビルド カス タ マイズスク リ プ ト を実行し

ます。 

/sbin/sh run Pre-JumpStart

9 Solaris ビルド スク リ プ ト は、 JumpStart イ ンス ト ーラー (pfinstall) をテス ト   

モー ド で使用し て、 プロ フ ァ イルを検証し ます。

10 Solaris ビルド スク リ プ ト は、 OS ビルド エージ ェ ン ト をバッ クグラウン ド で

実行し、 JumpStartのbeginスク リ プ ト が完了できるよ う にし ます。

11 JumpStart イ ンス ト ーラーの pfinstall コマン ドが JumpStart イ ンス ト ー

ラースク リ プ ト によ っ て起動され、 Solaris がイ ンス ト ールされます。 同時

に、 OS ビル ド エージ ェ ン ト がイ ン ス ト ールプ ロ セス を モニ タ ー し ます。

フ ィ ー ドバッ クがSAク ラ イアン ト に表示されます。

12 JumpStartイ ンス ト ーラーのpfinstallが完了し、 JumpStartのfinishスク リ プ ト

を実行し ます。 これによ り、 OSプロビジ ョ ニングはオペレーテ ィ ングシス

テムのイ ンス ト ールが完了し たこ と を知り ます。 

13 ビル ド スク リ プ ト は、 今度は次のビルド カス タ マイズスク リ プ ト を実行し

ます。

/sbin/sh run Post-JumpStart

14 イ ンス ト ールク ラ イアン ト が再起動し ます。

フ ェーズ2 15 マルチユーザーモー ド に入る と、 OS ビルド エージ ェ ン ト が起動され、 OS

Build Managerに接続し ます。

16 Solaris ビルド スク リ プ ト は、 次のビルド カス タ マイズスク リ プ ト を実行し

ます。

/sbin/sh run Pre-Agent

17 Solarisビルド スク リ プ ト はSAエージ ェ ン ト を イ ンス ト ールし ます。

18 Solaris ビルド スク リ プ ト は、 次のビルド カス タ マイズスク リ プ ト を実行し

ます。 

/sbin/sh run Post-Agent

19 Solarisビルド スク リ プ ト は終了し、 フ ェーズ2が完了し ます。

20 OSプロビジ ョ ニングが後を引き継ぎ、 イ ンス ト ールク ラ イアン ト にイ ンス

ト ールするよ う に選択されたソ フ ト ウ ェ アの修復を開始し ます。

表6 Sun Solarisのビルド プロセス （続き）

フ ェーズ ビルド プロセスの手順
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Solarisビルド カス タ マイズスク リ プ ト の要件

Solaris用のビルド カス タ マイズスク リ プ ト は、 次の要件を満たす必要があ り ます。

• スク リ プ ト はBourneシ ェルスク リ プ ト と し て作成し、 名前をrunにする必要があ り ます。

• runスク リ プ ト は、tar.Z形式のアーカ イブフ ァ イルに入れ、 アーカ イブの ト ッ プレベルに置 く 必要があ

り ます。 OS プロビジ ョ ニングの際には、 tar.Zアーカ イ ブがイ ンス ト ールク ラ イアン ト 上で展開され、

スク リ プ ト が/sbin/shで処理されます。

• run スク リ プ ト は、 アーカ イブ中の他のフ ァ イルと と もに、 専用のデ ィ レ ク ト リ に展開される必要があ

り ます。 このデ ィ レ ク ト リは、 runスク リ プ ト が起動された と きの現在の作業デ ィ レ ク ト リの役割を果

た し ます。 このこ と を前提に、 アーカ イブ中の他のフ ァ イルを正し く 参照し て く だ さい。 runスク リ プ

ト の展開と起動の一般的なプロセスを以下に示し ます。

mkdir /var/tmp/inst_hook
cd /var/tmp/inst_hook
zcat hook.tar.Z | tar xf -
/sbin/sh run <stage>

• スク リ プ ト を作成する際には、 イ ンス ト ールク ラ イアン ト のネ ッ ト ワーク接続が切断されるよ う な処理

は避ける必要があ り ます ( た と えば、 ス ク リ プ ト から イ ンス ト ールク ラ イアン ト を再起動し た り、 ア ク 

テ ィ ブなネ ッ ト ワーク イ ン タ フ ェースを再構成し た り し ないで く だ さい)。イ ンス ト ールク ラ イアン ト の

ネ ッ ト ワーク接続が切断される と、 OSプロビジ ョ ニングプロセスは失敗し ます。 

• run スク リ プ ト は正常に終了するよ う に作成する必要があり ます。 スク リ プ ト が 0 でない値で終了する

と、 OSプロビジ ョ ニングプロセスは終了し ます。 ただ し、 イ ンス ト ール前フ ッ クが失敗し ても  (0でない 

値で終了し ても )、 JumpStartプロセスは継続し ます。 runスク リ プ ト を作成する際には、 イ ンス ト ール前

フ ッ クが失敗し たらJumpStartプロセスが継続し ないよ う にする必要があり ます。

runスク リ プ ト の実行時間は、 OS プロビジ ョ ニングプロセスのタ イムアウ ト を防ぐため、 あま り長 く な

りすぎないよ う にし ます。

Red Hat/SLES 10 Linuxサーバー上のブー ト サーバーからのSolarisプロビジ ョ ニング

Solaris サーバーを プ ロ ビ ジ ョ ニングする際に、 ブー ト サーバーが Red Hat Enterprise Linux または Suse Linux    

Enterprise 10 サーバー上にホス ト されている場合、 ブー ト サーバーで NFS v3 を無効にする必要があ り ます。  

ブー ト サーバーがSolarisサーバー上にある場合は、 この操作は実行し ないで く ださい。

NFS v3またはNFS v4の無効化

NFS v3を無効にするには、 次の手順を実行し ます。

1 ブー ト サーバーホス ト 上で、 次のフ ァ イルを作成し ます。

/etc/sysconfig/nfs

2 新し く 作成し たnfsフ ァ イルに次の行を追加し ます。

MOUNTD_NFS_V3=no 

3 NFSを再起動し ます。

/etc/init.d/nfs stop
/etc/init.d/nfs start

Red Hat Linuxブー ト サーバーホス ト 上でNFS v4を無効にするには、 次の手順を実行し ます。

1 ブー ト サーバーホス ト 上で、 次のフ ァ イルを作成し ます。

/etc/sysconfig/nfs
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2 新し く 作成し たnfsフ ァ イルに次の行を追加し ます。

MOUNTD_NFS_V3=no
MOUNTD_NFS_V2=yes
RPCNFSDARGS='--no-nfs-version 4'

3 NFSを再起動し ます。

/etc/init.d/nfs stop
/etc/init.d/nfs start

SLES 10ブー ト サーバーホス ト 上でNFS v4を無効にするには、 次の手順を実行し ます。

1 ブー ト サーバーホス ト 上で、 次のフ ァ イルを作成し ます。

/etc/sysconfig/nfs

2 新し く 作成し たnfsフ ァ イルに次の行を追加し ます。

NFS4_SUPPORT="no"

3 NFSを再起動し ます。

/etc/init.d/nfsserver stop
/etc/init.d/nfsserver start

Solarisビルド カス タ マイズスク リ プ ト の作成

ビルド カス タ マイズスク リ プ ト を使用し て、 Solaris のイ ンス ト ールのい く つかの個所を カス タ マイズできま

す。 以下にその個所を示し ます。

• Pre-JumpStart: 第1ステージのイ ンス ト ール前フ ッ ク。

フ ェーズ1では、 ビルド カス タ マイズスク リ プ ト はJumpStart環境で動作し ます。 スク リ プ ト は、 標準の

JumpStart環境変数 (SI_PROFILEなど) をすべて使用できます。 標準のJumpStartプローブキーワー ド およ  

び値に対応するすべての環境変数が設定されています (例、 SI_DISKLIST、 SI_HOSTADDRESS、 

SI_MEMSIZE)。 

Pre-JumpStartポイ ン ト で起動されたrunスク リ プ ト は、 JumpStartのbeginスク リ プ ト が実行できるすべ

てのアクシ ョ ンを実行できます。 た と えば、 オペレーテ ィ ングシステムのイ ンス ト ールが開始される前

にダウンロー ド プロ フ ァ イルを変更できます。 この時点では、 Solarisプロ フ ァ イルはOSプロビジ ョ ニン

グからダウンロー ド されていますが、 JumpStartサーバーにはまだ渡されていません。

環境変数の完全な リ ス ト については、 『Solaris 9 Installation Guide』 を参照し て く だ さい。

• Post-JumpStart: 第1ステージのイ ンス ト ール後フ ッ ク。

Post-JumpStartポイ ン ト で起動されたrunスク リ プ ト は、 JumpStartのfinishスク リ プ ト が実行できるす

べてのアクシ ョ ンを実行できます。 たと えば、 カス タムeeprom設定を設定できます。 この時点では、 イ

ンス ト ールク ラ イアン ト のフ ァ イルシステムは変更可能であ り、 finishスク リ プ ト 環境で /aパーテ ィ

シ ョ ンにマウン ト されています。

• Pre-Agent: 第2ステージのイ ンス ト ール前フ ッ ク。 

• Post-Agent: 第2ステージのイ ンス ト ール後フ ッ ク。

フ ェーズ2では、 runスク リ プ ト はイ ンス ト ールク ラ イアン ト が再起動し た後で実行されます。 この時点

では、 システムはマルチユーザーモー ド で動作し てお り、 ほとんどのサービスが開始されています。 

ビルド カス タ マイズスク リ プ ト が生成し た出力 (stdoutとstderr) の最後の4K分が、 SA Webク ラ イアン   

ト のオペレーテ ィ ングシステムの出力詳細に表示されます。 
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Solarisビルド カス タ マイズスク リ プ ト の例

#!/sbin/sh
pre_jumpstart() {

#
# strip any partitioning information out of profile, and
# replace it with keywords to use default partitioning, but
# to size swap equal to the amount of physical RAM
#

cat $SI_PROFILE | grep -v partitioning | grep -v filesys > /tmp/profile.$$
echo "partitioning default" >> /tmp/profile.$$
echo "filesys any $SI_MEMSIZE swap" >> /tmp/profile.$$
cp /tmp/profile.$$ $SI_PROFILE
rm -f /tmp/profile.$$

}
post_jumpstart() {

#
# set local-mac-address eeprom setting
#
eeprom 'local-mac-address?=true'

}
pre_agent() {

:# do nothing
}
post_agent() {

:# do nothing
}
case "$1" in

Pre-JumpStart)  pre_jumpstart ;;
Post-JumpStart) post_jumpstart ;;
Pre-Agent)      pre_agent ;;
Post-Agent)     post_agent ;;

esac

Linuxビルド カス タ マイズスク リ プ ト

Linuxビルド スク リ プ ト は、 Linuxのビルド プロセスをAnacondaのロー ド前にカス タ マイズするための1つのイ

ンス ト ールフ ッ ク を実行し ます。 

このイ ンス ト ールフ ッ クは、 イ ンス ト ールプログラムの実行直前、 ネ ッ ト ワークの起動後に、 RAM デ ィ スク

上で実行されます。

Linux/Itaniumのビルド プロセス

Linux/Itanium OS イ ンス ト ールプロ フ ァ イルにビルド カス タ マイズスク リ プ ト を追加する前に、 Linux/Itanium 

のビルド プロセスについて理解し てお く こ とが重要です。 表7に、 Red Hat Linux、 Red Hat Linux Itanium、 また    

はSUSE Linuxでイ ンス ト ールク ラ イアン ト をプロビジ ョ ニングする際に行われる手順の詳細を示し ます。 

ユーザーはステ ッ プ1と6でビルド プロセスを開始し、 ビルド プロセスの残りの手順はOSプロビジ ョ ニングで

自動的に実行されます。
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Solarisビルド カス タ マイズスク リ プ ト の例

#!/sbin/sh
pre_jumpstart() {

#
# strip any partitioning information out of profile, and
# replace it with keywords to use default partitioning, but
# to size swap equal to the amount of physical RAM
#

cat $SI_PROFILE | grep -v partitioning | grep -v filesys > /tmp/profile.$$
echo "partitioning default" >> /tmp/profile.$$
echo "filesys any $SI_MEMSIZE swap" >> /tmp/profile.$$
cp /tmp/profile.$$ $SI_PROFILE
rm -f /tmp/profile.$$

}
post_jumpstart() {

#
# set local-mac-address eeprom setting
#
eeprom 'local-mac-address?=true'

}
pre_agent() {

:# do nothing
}
post_agent() {

:# do nothing
}
case "$1" in

Pre-JumpStart)  pre_jumpstart ;;
Post-JumpStart) post_jumpstart ;;
Pre-Agent)      pre_agent ;;
Post-Agent)     post_agent ;;

esac

Linuxビルド カス タ マイズスク リ プ ト

Linuxビルド スク リ プ ト は、 Linuxのビルド プロセスをAnacondaのロー ド前にカス タ マイズするための1つのイ

ンス ト ールフ ッ ク を実行し ます。 

このイ ンス ト ールフ ッ クは、 イ ンス ト ールプログラムの実行直前、 ネ ッ ト ワークの起動後に、 RAM デ ィ スク

上で実行されます。

Linux/Itaniumのビルド プロセス

Linux/Itanium OS イ ンス ト ールプロ フ ァ イルにビルド カス タ マイズスク リ プ ト を追加する前に、 Linux/Itanium 

のビルド プロセスについて理解し てお く こ とが重要です。 表7に、 Red Hat Linux、 Red Hat Linux Itanium、 また    

はSUSE Linuxでイ ンス ト ールク ラ イアン ト をプロビジ ョ ニングする際に行われる手順の詳細を示し ます。 

ユーザーはステ ッ プ1と6でビルド プロセスを開始し、 ビルド プロセスの残りの手順はOSプロビジ ョ ニングで

自動的に実行されます。
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Red Hat Linux ItaniumおよびVMware ESXのビルド プロセスは、Linuxのビルド プロセス と同じ プロセスをたど り    

ます。  

表7 Linuxのビルド プロセス 

フ ェーズ ビルド プロセスの手順

イ ンス ト ール前 1 ユーザーがPXEまたはLinuxブー ト CD ROMから イ ンス ト ールク ラ イアン ト を 
ブー ト し ます。

2 インス ト ールク ラ イアン ト は標準のRed Hatブー ト イ メージをロード し、カー 

ネルパラ メーターで指定された第2ステージイ メージをマウン ト します。 

注: PXEブー ト の際には、 ビルド エージ ェ ン ト はKickstart フ ァ イルから呼び出 
されます。 CDインス ト ールが指定された場合、 Anacondaの代わりに、 OSビル

ド エージ ェ ン ト を起動するためのカスタムSAスク リ プ トが使用されます。

3 OSビルド エージ ェ ン ト は、 Build Managerに登録されます。

4 Linuxビルド スク リ プ ト は、 イ ンス ト ールク ラ イアン ト のハー ド ウ ェ ア構成

を調査し て、 SAに登録し ます。 これによ り、 イ ンス ト ールク ラ イアン ト が
SA Webク ラ イアン ト のサーバープールリ ス ト に表示されます。

フ ェーズ1 5 SA Web ク ラ イアン ト で、 ユーザーがイ ンス ト ールク ラ イアン ト にイ ンス 
ト ールするLinuxのターゲッ ト バージ ョ ンを選択し ます。

6 Linuxビルド スク リ プ ト は、 デ ィ スクの先頭に小さいパーテ ィ シ ョ ンを作成

し て、 ブー ト サーバーから このパーテ ィ シ ョ ンにターゲ ッ ト ブー ト イ メ ー
ジを コ ピーし ます。

7 Linuxビルド スク リ プ ト は、 GRUBまたはELILOをパーテ ィ シ ョ ンにコ ピーし、
MBRにイ ンス ト ールし ます。

8 Linuxビルド スク リ プ ト は、このパーテ ィ シ ョ ンをブー ト するよ う にGRUBま

たはELILO を構成し、 MRL で指定された場所にNFS イ ンス ト ールを実行する
よ う にカーネル引数が設定されます。

9 OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルでカス タム属性kernel_argumentsが設定さ

れている場合、 これらのカーネル引数が追加されます。 

10 OSビルド エージ ェ ン ト は終了し、 サーバーが再起動し ます。

フ ェーズ2 11 ターゲッ ト ブー ト イ メ ージがロー ド され、 OSビルド エージ ェ ン ト を実行し

ます。

12 Linuxビルド スク リ プ ト は、MRLで指定された メ デ ィ アが、現在実行中のブー

ト イ メ ージ と同じバージ ョ ンである こ と を確認し ます。 

13 Linux ビルド スク リ プ ト は、 MRLに定義された構成フ ァ イルをデ ィ スクに書

き込みます。

14 ビルド カス タ マイズスク リ プ ト が存在する場合、 Linuxビルド スク リ プ ト は

それを実行し ます。 

15 Linux ビルド スク リ プ ト はバッ クグラウン ド で動作し ます。 OS ビルド エー
ジ ェ ン ト と Anacondaが開始されます。 デ ィ スクに書き込まれた構成フ ァ イ

ルを使用し て、 通常のLinuxイ ンス ト ールが開始されます。 同時に、 OSビル
ド エージ ェ ン ト がイ ンス ト ールプロセスをモニ ターし てフ ィ ー ド バッ ク を
生成し、 SAク ラ イアン ト にフ ィ ー ドバッ クが表示されます。

16 すべてのパッ ケージがイ ンス ト ールされたら、 OSビルド エージ ェ ン ト はSA
エージ ェ ン ト イ ン ス ト ー ラ ー と OS ビル ド エージ ェ ン ト をサーバーに コ
ピーし、 再起動後に OS ビル ド エージ ェ ン ト を開始する initスク リ プ ト を

セ ッ ト ア ッ プ し ます。

17 オペレーテ ィ ングシステムのイ ンス ト ールが完了する と、 Anacondaがイ ン
ス ト ールク ラ イアン ト を再起動し、 イ ンス ト ールク ラ イアン ト は新し く イ
ンス ト ールされたオペレーテ ィ ングシステムから ブー ト し ます。
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Linuxビルド カス タ マイズスク リ プ ト の要件

Linux用のビルド カス タ マイズスク リ プ ト を使用するには、 次の要件を満たす必要があ り ます。

• 実行可能スク リ プ ト を作成し、 名前をrunとする必要があ り ます。 

• runスク リ プ ト は、 tar.gz形式のアーカ イブ フ ァ イルに入れ、 アーカ イブの ト ッ プレベルに置 く 必要が

あ り ます。 OS プロビジ ョ ニングの際には、 tar.gzアーカ イブがイ ンス ト ールク ラ イアン ト 上で展開さ

れ、 スク リ プ ト が実行されます。 

• run スク リ プ ト は、 アーカ イブ中の他のフ ァ イルと と もに、 専用のデ ィ レ ク ト リ に展開する必要があり

ます。 このデ ィ レ ク ト リは、 runスク リ プ ト が起動された と きの現在の作業デ ィ レ ク ト リの役割を果た

し ます。 このこ と を前提に、 アーカ イ ブ中の他のフ ァ イルを正し く 参照し て く だ さい。 runスク リ プ ト

の展開と起動の一般的なプロセスを以下に示し ます。

mkdir /tmp/installhook
cd /tmp/installhook 
tar -xzf hook.tgz 
./run 2>&1

• runスク リ プ ト の実行時間は、 OS プロビジ ョ ニングプロセスのタ イムアウ ト を防ぐため、 あま り長 く な

りすぎないよ う にする必要があ り ます。

• runスク リ プ ト は正常に終了する必要があ り ます。 スク リ プ ト が0でない値で終了する と、 OSプロビジ ョ

ニングプロセスは終了し ます。

• runスク リ プ ト は、 正し く 機能するために、 実行アクセス権を持つ必要があ り ます。 

VMware ESXのビルド プロセス

VMware ESXのビルド プロセスは、 全体と し てはLinuxのビルド プロセス と同じ手順をたど り ます。 

VMware ESX と Linux の主な違いは、 VMware ESX にはデフ ォル ト で iptables フ ァ イアウォールが付属し てお  

り、 これがコ ア と ミ ニエージ ェ ン ト およびエージ ェ ン ト の間の通信をブロ ッ クする こ と です。 ミ ニエージ ェ
ン ト が正し く 動作するためには、 ミ ニエージ ェ ン ト が機能するために必要な ト ラ フ ィ ッ ク を許可する フ ァ イ
アウォールルールをビルド スク リ プ ト で追加する必要があり ます。また、VMware ESX用のエージ ェ ン ト には、 

SA エージ ェ ン ト と コ ア との間の通信のフ ローを可能にするための許可ルールを管理する機能も追加されて

います。

VMware ESXビルド プロセスのそれ以外の部分は、 Linuxビルド プロセス と同じ プロセスをたど り ます。 詳細に 

ついては、 Linux/Itaniumのビルド プロセス (127ページ) を参照し て く だ さい。 

VMware ESXビル ド カス タ マイズスク リ プ ト

VMware ESXビルド スク リ プ ト は、 VMware ESXのビルド プロセスをAnacondaのロー ド前にカス タ マイズするた  

めの1つのイ ンス ト ールフ ッ ク を実行し ます。 

このイ ンス ト ールフ ッ クは、 イ ンス ト ールプログラムの実行直前、 ネ ッ ト ワークの起動後に、 RAM デ ィ スク

上で実行されます。

フ ェーズ3 18 マルチユーザーモー ド に入る と、 OSビルド エージ ェ ン ト が起動され、 OS 
Build Managerに接続し ます。 

19 Linuxビルド スク リ プ ト はSAエージ ェ ン ト を イ ンス ト ールし ます。 

20 Linuxビルド スク リ プ ト は終了し ます。 

プロビジ ョ ニングのオペレーテ ィ ングシステムのイ ンス ト ール部分が終了
し ま し た。

表7 Linuxのビルド プロセス （続き）

フ ェーズ ビルド プロセスの手順
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Windowsビルド カス タ マイズスク リ プ ト

この項では、 Microsoft Windows用のビルド カス タ マイズスク リ プ ト について説明し ます。

Windowsビル ド プロセス (WinPEブー ト イ メ ージ)

VMware ESX Windows Server 2003 x86またはx86_64 VMのPXEブー ト をWinPEで実行する場合、 必要な最小RAM   

は512MBです (VMwareの推奨最小RAMよ り大き く な り ます)。

表8に、 Windows WinPEでイ ンス ト ールク ラ イアン ト をプロビジ ョ ニングする際に行われる手順の詳細を示し 

ます。 

ユーザーはステ ッ プ1と6でビルド プロセスを開始し ます。 ビルド プロセスの残りの手順は、 OSプロビジ ョ ニ

ングで自動的に実行されます。  

表8 Microsoft Windowsビルド プロセス  (WinPE)

フ ェーズ ビルド プロセスの手順

イ ンス ト ール前 1 ユーザーが、 PXEネ ッ ト ワーク ブー ト ス ト ラ ッ ププログラムまたはWinPEを

使用し て、ネ ッ ト ワーク経由でイ ンス ト ールク ラ イアン ト をブー ト し ます。

2 ユーザーは、 WinPE x86 32ビ ッ ト またはWinPE x64 64ビ ッ ト プレ イ ンス ト ー    

ル環境を イ ンス ト ールできます。

3 PXEはネッ ト ワーク経由でWindows OSビルド エージ ェ ン ト をブー ト し ます。

WinPEプレ イ ンス ト ール環境を使用する場合、デ ィ スクパーテ ィ シ ョ ンの作

成は求められません。 

4 OSビルド エージ ェ ン ト は、 関連するハー ド ウ ェ ア情報を収集し てSAに登録

し ます。 

サーバーはプロビジ ョ ニングの準備ができて、 SA Web ク ラ イアン ト のサー 

バープールで選択可能にな り ます。

フ ェーズ1 5 ユーザーは、SA Webク ラ イアン ト のサーバープールリ ス ト からWindowsサー 

バーを選択し、 Windows OS イ ンス ト ールプロ フ ァ イルまたはWindows テン 

プレー ト をサーバーに割り当てます。

6 Windowsビルド スク リ プ ト は、メ デ ィ ア リ ソースロケーター (MRL) で指定さ  

れたWindowsイ ンス ト ールメ デ ィ アをマウン ト し ます。

7 Windowsビルド スク リ プ ト はWindowsの無人セ ッ ト ア ッ プを開始し ます。

8 Windows ビルド スク リ プ ト は、 Windows の無人セ ッ ト ア ッ プの完了と、

Windowsの最初のブー ト を待ちます。

フ ェーズ2 9 Windowsが最初のブー ト を行います。

10 OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルにビルド カス タ マイズスク リ プ ト が指定さ

れている場合、 Windowsビルド スク リ プ ト はそれを実行し ます。

11 Windowsビルド スク リ プ ト はエージ ェ ン ト を イ ンス ト ールし ます。

Windowsビルド スク リ プ ト は終了し、 フ ェーズ2が完了し ます。
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古いビルド カス タ マイズスク リ プ ト run.bat

SAの以前のリ リースでは、 OSプロビジ ョ ニングはrun.batとい う名前の1つのフ ッ クスク リ プ ト をサポー ト

し ていま し た。 この古いスク リ プ ト は必要であればまだ使用できますが、 これはPre-Agentフ ッ クだけを呼び

出し ます。 

たと えば、 キャ ビネ ッ ト フ ァ イルのルー ト レベルにrunphase.batスク リ プ ト が含まれておらず、 ト ッ プレ

ベルにrun.batスク リ プ ト が含まれる場合、 これは古い単一フ ッ クスク リ プ ト と し て処理されます。 これは

“Pre-Copy”フ ェーズでは実行されません。 Pre-Agentフ ェーズだけで、 コマン ド ラ イン引数なしで実行されます。

キャ ビネ ッ ト フ ァ イルにrunphase.batとrun.batの両方が含まれる場合は、 マルチフ ェーズと し て扱われ、

run.batは無視されます。

Windowsビル ド カス タ マイズスク リ プ ト の作成 (WinPE)

Windows WinPEカス タ マイズスク リ プ ト は、 次のイ ンス ト ールフ ッ ク をサポー ト し ます。

• Pre-Partition

• Pre-ShareConnect

• Pre-Copy

• Post-Copy

• Pre-Reboot

• Pre-Agent

• Post-Agent

また、 次の規則が適用されます。 

• WinPE Windowsビルド カス タ マイズは、 zipフ ァ イル形式である必要があり ます。

• zip フ ァ イルのルー ト にrun.cmdスク リ プ ト が存在する必要があ り ます。 下のrun.cmdの例を参照し て

く ださい。

• フ ッ クは%systemdrive%\opswba\hookに展開されます (例、 x:\opswba\hook)。

— フ ッ クは再帰的に展開され、 既存のフ ァ イルを上書き し ます。

— フ ッ クは初期フ ェーズで1回だけ転送され、 展開されます。 その後の実行では展開は不要です。 フ ッ

クは再起動の後でも う一度転送され、 展開されます (たと えばPre-Agentの前)。 展開先はこの時点で 

の%systemdrive%\opswba\hookです (通常はc:\opswba\hook)。

— フ ッ クが実行される際に、 現在のデ ィ レ ク ト リは展開されたzipフ ァ イルのルー ト デ ィ レ ク ト リ です。

• ビルド カス タ マイズのどのフ ェーズが実行されているかを識別するため、 ビルド スク リ プ ト はrun.cmd

スク リ プ ト に引数を 1 つ渡し ます。 これはフ ッ ク フ ェーズの名前 (Pre-Copy、 Post-Copy など ) に一致し ま  

す。 下のrun.cmdの例を参照し て く だ さい。

• ビルドは、 カス タ マイズ (フ ッ ク ) からの0でないリ ターン コー ド を致命的エラーと解釈し ます。 し たがっ  

て、 適切なコー ド を返すよ う に注意が必要です。 致命的エラーが発生し た場合、 ビルド カス タ マイズが

展開されたデ ィ レ ク ト リはそのまま残されます (デバッ グを支援するため )。 このタ イプのエラーは、 プ 

ロビジ ョ ニングプロセスの初期フ ェーズで自動回復ができない少数のエラーの1つです。

• ビルド カス タ マイズ ( フ ッ ク ) フ ェーズからの出力はすべて、 ビルド ログに記録されます。 し たがって、  

秘密情報を不用意に出力に含めないよ う に注意が必要です。

• 最後のビルド カス タ マイズフ ッ ク  (Post-Agent) の終了後、 フ ッ クデ ィ レ ク ト リ と そのすべての内容は強  

制的に削除されます。
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• 各フ ッ クの実行後に、 buildscriptsは%temp%\skipnextstepとい う フ ァ イルを探し ます。 このフ ァ

イルが存在する場合、 フ ァ イルは削除され、 プロビジ ョ ニングの次のステ ッ プはバイパス されます。 各

ビルド カス タ マイズフ ェーズについて、skipnextstepフ ァ イルが存在し た場合にバイパス される処理

を次に示し ます。

— Pre-Partition

– パーテ ィ シ ョ ン分割と フ ォーマ ッ ト をスキッ プ

— Pre-ShareConnect

– Z: を メ デ ィ アサーバー共有に接続する処理をスキッ プ

— Pre-Copy

– ビルドの起動と モニ ターの処理全体をスキッ プ

— Post-Copy

– エージ ェ ン ト のコ ピーと ブー ト エージ ェ ン ト のイ ンス ト ールをスキッ プ  (非推奨)

— Pre-Reboot

– 再起動をスキッ プ (非推奨)

— Pre-Agent

– エージ ェ ン ト のイ ンス ト ールをスキッ プ

— Post-Agent

– skipnextstepは無意味です (フ ァ イルは削除されます)

run.cmdフ ァ イルの例

この項では、 最小限のrun.cmdの例を示し ます。 この例は、 単に各フ ッ ク フ ェーズでコ ン ソールにエコーを表

示するだけです。 このフ ッ ク を コマン ド シ ェルから手動でテス ト するには、 次のよ う に実行し ます。

cmd /c run.cmd

これはビル ド エージ ェ ン ト の環境をできるだけ再現し たものです ( また、 スク リ プ ト が終了し ても コ マン ド 

シ ェルが終了し ないよ う にし ています)。

@echo off
if x%1 == xPre-Partition (
        call :PrePartition
) else if x%1 == xPre-ShareConnect (
        call :PreShareConnect
) else if x%1 == xPre-Copy (
        call :PreCopy
) else if x%1 == xPost-Copy (
        call :PostCopy
) else if x%1 == xPre-Reboot (
        call :PreReboot
) else if x%1 == xPre-Agent (
        call :PreAgent
) else if x%1 == xPost-Agent (
        call :PostAgent
)
goto :end

:PrePartition
echo We are in the Pre-Partition hook phase
exit 0
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:PreShareConnect
echo We are in the Pre-ShareConnect hook phase
exit 0

:PreCopy
echo We are in the Pre-Copy hook phase
exit 0

:PostCopy
echo We are in the Post-Copy hook phase
exit 0

:PreReboot
echo We are in the Pre-Reboot hook phase
exit 0

:PreAgent
echo We are in the Pre-Agent hook phase
exit 0

:PostAgent
echo We are in the Post-Agent hook phase
exit 0

:end

カス タム属性の定義

この項では、 次の内容について説明し ます。

• Sun Solaris 10および11のカス タム属性 (135ページ) 

• LinuxまたはVMware ESXのカス タム属性 (136ページ) 

• Microsoft Windowsのカス タム属性 (139ページ) 

• OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルへのカス タム属性の追加 (SA Webク ラ イアン ト ) (140ページ) 

• OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルへのカス タム属性の追加 (SAク ラ イアン ト ) (140ページ) 

ビル ド カ ス タ マ イズス ク リ プ ト によ る カ ス タ マ イズの他に、 各ビル ド ス ク リ プ ト はカ ス タ ム属性を使用し

ます。

SA Webク ラ イアン ト とSAク ラ イアン ト にはデータ管理機能があ り、 ユーザーはサーバーに対する カス タム属 

性を設定できます。 カス タム属性には、 さ まざまなパラ メ ーターと名前付きデータ値の設定が含まれます。

これらのパラ メ ーターとデータ値をス ク リ プ ト で使用する こ と によ り、 ネ ッ ト ワークおよびサーバー構成、

通知、 CRONスク リ プ ト の構成など、 さ まざまな機能を実行できます。

OS イ ンス ト ールプロ フ ァ イルへのカス タム属性の追加 (SA Web ク ラ イアン ト ) (140ページ ) を参照し て く だ    

さい。

OSプロビジ ョ ニングでは、 SAはカス タム属性を使用し て、 イ ンス ト ールプロセスを構成するための具体的な

情報を各ビルド スク リ プ ト に渡し ます。 

OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルを編集する こ とによ り、 ビルド プロセスが使用するデフ ォル ト 値をオーバーラ

イ ド できます。 これらのデフ ォル ト 値をオーバーラ イ ド するには、 OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルのカス タム

属性を設定し ます。 
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OS イ ンス ト ールプロ フ ァ イルのカス タム属性を設定する詳細な手順については、 OS イ ンス ト ールプロ フ ァ

イルへのカス タム属性の追加 (SA Webク ラ イアン ト )とOSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルへのカス タム属性の追  

加 (SAク ラ イアン ト ) (140ページ) を参照し て く だ さい。

Sun Solaris 10および11のカス タム属性

Solaris OSプロビジ ョ ニング用のビルド スク リ プ ト は、 い く つかのカス タム属性を使用し ます。 これらのカス 

タム属性のい く つかは、 Solarisのsysidcfgフ ァ イルで通常定義される同等の設定と関連し ます。

OSプロビジ ョ ニングが使用するsysidcfgフ ァ イルは変更できません。 ただ し、 デフ ォル ト のsysidcfgフ ァ

イルに指定された個々の値をオーバーラ イ ド する こ とはできます。 Solaris OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルのカ 

ス タム属性はSA Webク ラ イアン ト で設定できます。 

カス タム属性は、 sysidcfgフ ァ イルの相当するキーワー ド に対応し ます。 表9を参照し て く だ さい。  

表9 Sun Solaris 10および11のカス タム属性 

キーワー ド 説明

archive_location オペレーテ ィ ングシステム メ デ ィ アの代わり に使用する フ ラ ッ シュアーカ イブ

(flar) へのNFSパス。

値の例: nfs://mediaserver.company.com
/flars/sunos5.10_basic.flar

boot_options Solaris カーネルパラ メ ー タ ー。 これらは、 X86 では/boot/grub/menu.lst、

SPARCマシンではEEPROM値、 またはbootenv.rcにあり ます。 

値の例: 値は場合によって異な り ます。 Solarisドキュ メ ン ト を参照して く ださい。

reboot_command Solaris SPARC際プロビジ ョ ニングの際に OS ビルド エージ ェ ン ト が再起動のため 

に使用する コマン ド。カス タム属性値はコマン ド全体ではな く 、Open Boot PROM  

の次のブー ト コマン ド です。 コマン ド全体は 
/usr/sbin/reboot -l -- 'net:dhcp - installで、 
net:dhcp - installの部分だけがreboot_commandの値に置き換えられます。

値の例: net2:dhcp - install

root_password イ ンス ト ールク ラ イアン ト のパスワー ドの暗号化された値を設定し ます。 暗号

化された値を取得する方法の1つは、 /etc/shadowを使用する こ と です。 

値を設定し ない場合、 システムはルー ト パスワー ド を持ちません。

値の例: /etc/shadowフ ァ イルのフ ィ ールド 2。

timezone イ ンス ト ールク ラ イアン ト の構成のタ イムゾーンを設定し ます (/etc/default/init 

のTZ を設定)。 有効な タ イムゾーン値は、 デ ィ レ ク ト リ /usr/share/lib/zoneinfoの

デ ィ レ ク ト リ と フ ァ イルによ って決ま り ます。 

デフ ォル ト では、 タ イムゾーンの値はUTCです。

たと えば、 米国の太平洋標準時のタ イムゾーン値はUS/Pacificです。 他にも、 有

効な任意のOlsonタ イムゾーンを指定できます。

値の例: Solarisサーバー上の/usr/share/lib/zoneinfoデ ィ レ ク ト リ内の任 

意の値。
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LinuxまたはVMware ESXのカス タム属性

カス タム属性を指定し て、 イ ンス ト ールを実行中のカーネルに追加の引数を指定できます。 

OS インス ト ールプロフ ァ イルのカスタム属性を設定するには、 OS インス ト ールプロフ ァ イルを編集し、 [ カス

タム属性] タ ブを選択する必要があり ます。カスタム属性の名前はkernel_argumentsである必要があり ます。 

カーネル引数はスペースで区切り ます (CD-ROM または DVD のブー ト プロンプ ト の後に入力する場合と同じ )。 

例: 

name=value jones=barbi

ベースオペレーテ ィ ングシステムのイ ンス ト ール後も カーネル引数が存続するよ う にするには、 ア ッ プロー

ド される構成フ ァ イルでカーネル引数を設定する必要があり ます。 カス タム属性を使用し てカーネル引数を

設定するのは、 完全自動イ ンス ト ールを  (CD-ROM またはDVDからオペレーテ ィ ングシステムを イ ンス ト ール 

する場合と同様に) 実現するためだけです。

system_locale イ ンス ト ールク ラ イ アン ト の構成の言語を設定し ます (/etc/default/init の LANG 

を設定)。 有効なロケール値は、 /usr/lib/localeにイ ンス ト ールされています。 こ

の属性を設定する場合、 適切なロケールを イ ンス ト ールするために、 オペレー

テ ィ ングシステムプロフ ァ イルでロケールキーワード を使用する必要があります。

デフ ォル ト では、 このキーワー ドの値はsystem_local=Cです。

値の例: "C"、 "en_US.UTF-8"、 "ja_JP.UTF-8"。 

http://developers.sun.com/dev/gadc/faq/locale.html ( 英語サイ ト ) を参照し て く だ  

さい。

required_patches 現在ではサポー ト されていません。

nfsv4_domain システムのデフ ォル ト のNFSバージ ョ ン4 ド メ イ ン名を設定し ます。 値は/etc/

default/nfs? "NFSMAPID_DOMAIN=" の後に使用されます。

この値が設定されていない場合、 OSプロビジ ョ ニングは、 サーバーが最初に起

動する と きのNFSバージ ョ ン4 ド メ イ ン名の確認プロンプ ト を抑制し ます。

値の例: company.com

mrl (Solaris 11) import_media スク リ プ ト によ って作成されるMRL。 これは、外部リ   

ポジ ト リ を使用する場合に有用です。

http_proxy (Solaris 11) HTTPリ ポジ ト リ を使用する場合に指定し ます。

enable_root_user (Solaris 11) Solaris 11では、 sc.xmlフ ァ イルでrootを役割と し て定義できます。

このカス タム属性が存在する と、 値と し て 'no' が設定されていて も、 ユーザー  

の作成が ト リ ガーされます。

hostname マシンのホス ト 名を指定し ます。

表9 Sun Solaris 10および11のカス タム属性 （続き）

キーワー ド 説明
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カス タム属性にはデフ ォル ト 値が用意されていますが、 実際のシステムに対し て値が有効である こ と を実行

前に確認する必要があ り ます。   

表10 LinuxまたはVMware ESXのカス タム属性 

キーワー ド 説明

boot_disk 値: "/dev/" な しの未加工のデバイス名。 例、 "sda"、 "hdc"、 "cciss/c0d1" など

boot_kernel 値: "rhel30"、 "rhel40"、 "rhel50"、 "rehl60"、 "rhel3ia"、 "rhel4ia"、

"rhel5ia"

注 : このカ ス タム属性は再プロビジ ョ ニング専用です。 このカ ス タム属性の値 

は、 再プロビジ ョ ニング中にサーバーがブー ト する カーネルのタ イプを指定し

ます。

hpsa_netconfig 非 DHCP を使用し て タ ーゲ ッ ト サーバーを未プロ ビジ ョ ニングサーバー リ ス ト

にブー ト し た後で作成されます。 

kernel_arguments 値: "noapci"?"root=LABEL=/"?"quiet"?"splash"

ksdevice
(Linux PXEブー ト)

値: NICのMACア ド レス

注 : このカ ス タ ム属性は、 メ デ ィ アブー ト ク ラ イ アン ト  (MBC) で、 サーバーレ   

コー ド を作成するために使用されます。 このデバイスのサーバーブ ラウザーに

は次のカス タム属性があ り ます。

 kernel_arguments      =ksdevice=mac address

 ksdevice              mac address

デバイスの電源オン とPXEブー ト の際には、 Kickstartデバイスを指定する必要は

あ り ません。

ksdevice
(linux5、 linux6)

値: bootif 

デフ ォル ト : 

ksdevice=bootif 

すべてのLinux PXEタ イプ  (linux5、linux6など) で用いられ、複数のNICサーバー   

を未プロビジ ョ ニングサーバープールにブー ト する際に、 Kickstart デバイスの

入力プロンプ ト を表示し ないよ う にし ます。

nfs_opts --optsを使用し て、 NFSオプシ ョ ンをks.cfgで指定し ます。 (Red Hat Enterprise  

Linux 5以降のプロビジ ョ ニング)。

例: 

nfs --server <サーバー IP> --dir <メディ アディ レク ター > --opts 
<NFSオプシ ョ ン>

たと えば、 /etc/fstabのNFS値のよ う にカ ンマ区切り で値を指定するには、 カ

ス タム属性nfs_optsを作成し て値を "rsize=32768,wsize=32768"に設定し

ます。

timeout 値: Linuxプロビジ ョ ニングが完了するまでの待ち時間のタ イムアウ ト 値 
(分単位)。

デフ ォル ト : 30分。

ジ ョ ブに時間がかかりすぎてLinuxプロビジ ョ ニングが失敗する場合は、 タ イム

アウ ト 時間を長 く する こ とができます。
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boot_diskカス タム属性によるブー ト ド ラ イブの指定

一部のサーバーに対し ては、 boot_diskカス タム属性を使用し て、 正しいブー ト デ ィ スク を指定する こ とが

必要な場合があ り ます。 表10に、 boot_diskカス タム属性の使用法の説明を記し ます。 
SAは、boot_diskカス タム属性に指定された値を使用し て、パーテ ィ シ ョ ン分割し、フ ォーマ ッ ト し、Assisted

イ ンス ト ーラーイ メ ージを イ ンス ト ールするデ ィ ス ク を決定し ます。

選択するデバイスは、 BIOSで最初の内部ブー ト デバイス と し て構成されている必要があり ます。 

boot_diskカス タム属性の値がハー ド ウ ェ アに見つから ない場合、 SA は メ ッ セージを ログに記録し、 元の

デ ィ スク選択ロジ ッ クに戻り ます。

ks.cfgフ ァ イルの例 

boot_diskカス タム属性を使用するには、 Kickstart フ ァ イルに対し てい く つかの変更が必要です。 次に示す

のは、 Red Hat Linux AS 4で使用するks.cfgフ ァ イルの例です。

#Red Hat Kickstart Answer File
#Validated for use with Opsware
#This file supports a non-default boot_disk

#VERSION:1.1 20080804

auth
bootloader --driveorder=@.boot_disk@
clearpart --drives=@.boot_disk@ --initlabel
part / --ondrive=@.boot_disk@ --asprimary --size=500 --grow
part swap --asprimary --size=250 --ondrive=@.boot_disk@
keyboard us
lang en_US.UTF-8
langsupport --default en_US.UTF-8 en_US.UTF-8
reboot #require by OPSW
rootpw password
text
timezone --utc UTC
#Required for opsware
firewall --disabled
%packages
@base

%pre
#OK, the purpose of this is to initialize all partition tables
#If anaconda finds a completely new raw disk or any disk with an #invalid 
partition table, it goes interactive.This makes sure
#anaconda continues unattended
for D in `sfdisk -l 2>/dev/null | grep "unrecognized partition" | cut -d :-f 
1 | tr -d " "|xargs`
do

echo "Found an uninitialized partition table on ${D} according to sfdisk.
Adding a new empty partition table"

printf ";\n;\n;\n;\ny\n" | sfdisk --DOS --force "${D}" > /dev/null 2>&1
done
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Microsoft Windowsのカス タム属性

Windows OS イ ンス ト ールプロ フ ァ イルに対し ては、 さ まざまなWindowsオペレーテ ィ ングシステムカス タム 

属性を設定する こ とによ り、 オペレーテ ィ ングシステムのイ ンス ト ールプロセス中に、 unattend.txtフ ァ

イル内の値を置き換えた り挿入し た りする こ とができます。 イ ンス ト ール時には、 カス タム属性の解決され

た値がunattend.txtに挿入されます。

たとえば、 unattend.txtフ ァ イルにAdminPassword=Fooがな く 、 カスタム属性と してこれを追加している

場合は、 OSプロビジ ョ ニングがインス ト ール時にAdminPassword=CustAttrValueを自動的に追加し ます。

カ ス タ ム属性の追加方法の詳細については、 OS イ ン ス ト ールプ ロ フ ァ イルへのカ ス タ ム属性の追加 (SA 
Web ク ラ イアン ト ) (140 ページ ) またはOS イ ンス ト ールプロ フ ァ イルへのカス タム属性の追加 (SA ク ラ イア   

ン ト ) (140ページ) を参照し て く だ さい。 

構文と有効な値については、 Microsoft のド キュ メ ン ト を参照し て く だ さい。 表に特に記載がない場合、 属性

を設定し ない場合のデフ ォル ト 値はあ り ません。  

表11 WindowsのOSプロビジ ョ ニング用カス タム属性 

キーワー ド

対応するunattend.txtの

属性 説明

AdminPassword [GuiUnattended]/
AdminPassword

このオプシ ョ ンは、 Adminアカウン ト の管理者パ

スワー ド を設定し ます。

AGENT_INSTALL_DELAY システムのプロ ビジ ョ ニング後に遅延を発生さ

せます。 これによ り、エージ ェ ン ト のイ ンス ト ー

ル開始までビルド スク リ プ ト が待機し ます。

デフ ォル ト : 30 seconds

argstring な し エージ ェ ン ト イ ンス ト ーラーのコ マン ド ラ イ ン

引数の作成に使用される文字列値。

auto_partition デ ィ ス クのパーテ ィ シ ョ ン分割の前に対話的な

ユーザーの確認を必要とせず、自動的にデ ィ スク

をパーテ ィ シ ョ ン分割する こ と を示すために、コ

ン ソールレスによ って使用されます。

ComputerName [UserData]/
ComputerName

SA はこの値を検証し ません。 このカ ス タム属性

はサーバー上でのみ設定すべきですが、 SA では

ど こ で も この属性を設定で き る よ う にな っ てい

ます。 デフ ォル ト 値は SA が生成し たラ ンダムな

文字列です。

hpsa_netconfig な し 非DHCP を使用し て ターゲッ ト サーバーを未プロ

ビジ ョ ニングサーバー リ ス ト にブー ト し た後で

作成されます。

imageexec な し 古いイ メ ージベースのプロ ビジ ョ ニングイ メ ー

ジを適用する コマン ド。これは、Symantec Ghost™ 

などの従来のイ メ ージングツールをサポー ト し

ます。 ただし、 WIMイ メ ージの組み込みのサポー

ト を使用する こ と を強 く 推奨し ます。
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OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルへのカス タム属性の追加 (SA Webク ラ イアン ト )

SA Webク ラ イアン ト でOSインス ト ールプロフ ァ イルにカスタム属性を追加するには、 次の手順を実行します。

1 SA Web ク ラ イアン ト 内の [Navigation] ペイ ンで、 [Software] > [Operating Systems] を ク リ ッ ク し ます。    

[Operating Systems] ページが表示されます。

2 編集するオペレーテ ィ ングシステムの名前を ク リ ッ ク し ます。[Edit Operating System] ページが表示され   

ます。

3 [Custom Attributes] タ ブを選択し ます。 OS イ ンス ト ールプロ フ ァ イルで指定されたカス タム属性のリ ス  

ト が表示されます。

OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルにカス タム属性が存在する場合、 ページ上に [Edit Custom Attributes] ボタ ンが    

表示されます。 新し い属性を追加するか、 既存の属性を編集するには、 [Edit Custom Attributes] を ク リ ッ ク   

し ます。

4 [Add Custom Attribute] を ク リ ッ ク し ます。

5 カス タム属性の名前と値を入力し ます。

6 [Save] を ク リ ッ ク し ます。 OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルに設定されたカス タム属性のリ ス ト が再表示さ 

れます。 新しいカス タム属性がリ ス ト に追加されます。

OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルへのカス タム属性の追加 (SAク ラ イアン ト )

SAク ラ イアン ト でOSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルにカス タム属性を追加するには、 次の手順を実行し ます。 

1 次のいずれかの方法でSAク ラ イアン ト を起動し ます。 

— SA Webク ラ イアン ト ホームページ: [Power Tools] セクシ ョ ンから

— SA Webク ラ イアン ト メ ニュー : [ス ター ト ] > [すべてのプログラム] > SAク ラ イアン ト

2 SA Web ク ラ イアン ト 内部の [ナビゲーシ ョ ン ] ペイ ンで、 [ ラ イブ ラ リ ] > [OS イ ンス ト ールプロ フ ァ イル]     
を選択し ます。 [タ イプ別] タ ブを選択し てある こ と を確認し ます。

3 OSインス ト ールプロフ ァ イルを参照して開きます。 [OSインス ト ールプロフ ァ イル] ウ ィ ン ドウが開きます。 

imagefile な し サーバー イ メ ー ジ フ ァ イ ルのパ ス。 こ れは、
Symantec Ghost™ などの従来のイ メ ージングツー 

ルをサポー ト し ます。 ただし、 WIMイ メ ージの組
み込みのサポー ト を使用する こ と を強 く 推奨し
ます。

imageshare な し イ ンス ト ールする イ メ ージフ ァ イルがある共有。
これは、 Symantec Ghost™ などの従来のイ メ ージ 

ングツールをサポー ト し ます。 ただ し、 WIM イ
メ ージの組み込みのサポー ト を使用する こ と を
強 く 推奨し ます。

ProductKey [UserData]/ProductKey SAはこの値を検証し ません。

timeout な し Windows セ ッ ト ア ッ プが タ イムアウ ト する まで

の時間を表す分単位の整数値。 デフ ォル ト は120
分です。Windowsセ ッ ト ア ッ プが指定された時間

内に完了し ない場合、オペレーテ ィ ングシステム
のイ ンス ト ールはタ イムアウ ト エ ラーで失敗し
ます。 

表11 WindowsのOSプロビジ ョ ニング用カス タム属性 （続き）

キーワー ド

対応するunattend.txtの

属性 説明
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4 [OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イル] ウ ィ ン ド ウで、 [ビ ュー ] ペイ ンから  [カス タム属性] を選択し ます。 

5 内容ペイ ンで、 [追加] を ク リ ッ ク し てカス タム属性を追加し ます。 

6 [名前] 列で、 テーブルのセルをダブルク リ ッ ク し て、 カス タム属性名を入力し ます。

7 [値] 列で、 テーブルのセルをダブルク リ ッ ク し て、 カス タム属性値を入力し ます。 長い値を入力するに 

は、 を ク リ ッ ク し て、 長い値を入力できるウ ィ ン ド ウを開きます。 

8 カス タム属性を削除するには、 カス タム属性を選択し て [削除] を ク リ ッ ク し ます。 

OSシーケンスの作成

OSシーケンスは、 サーバーにイ ンス ト ールする内容を定義し ます。 た と えば、 指定し たOSイ ンス ト ールプロ

フ ァ イルから取られるオペレーテ ィ ングシステム委構成情報、ソ フ ト ウェ アおよびパッ チポリ シー、オペレー

テ ィ ングシステムを イ ンス ト ールする ターゲッ ト サーバーなどです。 

作成し たOSシーケンスは、 ラ イブラ リのフ ォルダーリ ス ト に保存されます。 OSシーケンスを保存する フ ォル

ダーへのアクセス権が必要です。 フ ォルダーのアクセス権の仕組みの詳細については、 『SA 管理ガイ ド』 を 

参照し て く だ さい。 

OSシーケンスの内容

OSシーケンスには次の内容を指定できます。

• プロパテ ィ : OSシーケンスの名前を指定し、ラ イブ ラ リ フ ォルダー内の保存場所を選択できます。OSシー 

ケンスを保存する フ ォルダーに対し ては、 書き込みアクセス権が必要です。 そ う でないと、 ラ イブ ラ リ

内の選択し た場所にOSシーケンスを保存できません。

• OSのイ ンス ト ール: OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルを選択できます。 OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルにカス 

タ マーがすでに関連付けられている場合、 OS シーケンス用にカス タ マーを選択する こ とはできません。

カス タ マーが関連付けられていない場合には、 こ こでカス タ マーを選択できます。 カス タ マーを選択す

る と、 このOSシーケンスを使用し てオペレーテ ィ ングシステムを イ ンス ト ールするすべてのサーバーが

そのカス タ マーに関連付けられます。 

パッ チポ リ シーのア タ ッ チは、 WindowsおよびSolarisのOSシーケンスで利用できます。 

パッ チ管理の詳細については、 『SA ユーザーガイ ド : サーバーのパッ チ適用』 を参照し て く だ さい。 

• デバイスグループのア タ ッ チ: OSシーケンスの実行後に、 サーバーのデバイスグループ (サーバーグルー  

プ) を選択できます。 OSシーケンスにア タ ッ チする静的なパブ リ ッ クグループを選択できます。

サーバーグループには、 ソ フ ト ウ ェ アポリ シーとパッ チポリ シーを関連付ける こ と もできます。 OSシー

ケンスで修復を有効にし た場合 ([ ポリ シーの修復 ] で )、 サーバーグループに関連付けられているすべて  

のソ フ ト ウ ェ アおよびパッ チも、 OSシーケンスの実行時にサーバーにイ ンス ト ールされます。 修復を無

効に し た場合、 サーバーグループにア タ ッ チ されているポ リ シーのどのソ フ ト ウ ェ アまたはパ ッ チ も

サーバーにイ ンス ト ールされません。

デバイスグループの詳細については、 『SAユーザーガイ ド : Server Automation』 の 「サーバー管理」 を参  

照し て く だ さい。 

• ポ リ シーの修復 : OS シーケンスでサーバーのプロビジ ョ ニングを行う際に、 修復を有効にするか無効に 

するかを選択できます。 デフ ォル ト は無効です。 

修復を無効にし た場合、 OSシーケンスを実行する と、 オペレーテ ィ ングシステムはイ ンス ト ールされま

すが、 OSシーケンスのポリ シーは修復されません。 すなわち、 OSシーケンスにア タ ッ チ されているポリ

シーのソ フ ト ウ ェ アやパッ チは、 シーケンスを実行し ても イ ンス ト ールされません。
OSシーケンスベースのプロビジ ョ ニング、 セ ッ ト ア ッ プ、 使用 141



修復を有効にする と、 OSシーケンスの実行時に、 サーバーにア タ ッ チ されているすべてのポリ シーのす

べてのソ フ ト ウ ェ ア とパ ッ チがイ ンス ト ールされます。 これは、 OS シーケンスに対し て選択し たサー

バーグループにア タ ッ チ されたすべてのポリ シーにも当てはま り ます。 この他に、再起動オプシ ョ ン と、
イ ンス ト ール前/イ ンス ト ール後スク リ プ ト のオプシ ョ ン も設定できます。 

修復を有効にし てOSプロビジ ョ ニングを実行するには、 すべてのサーバーモジュールポリ シーに対する読み

取り アクセス権が少な く と も必要です。

OSシーケンスの定義

OSシーケンスを作成するには、 次の手順を実行し ます。 

1 SAク ラ イアン ト のナビゲーシ ョ ンペイ ンで、 [ラ イブラ リ ] を選択し、 [OSシーケンス] を選択し ます。

2 OSフ ォルダーを選択し ます。 

3 [アクシ ョ ン] メ ニューから  [新規...] を選択し ます。 

4 OSシーケンスウ ィ ン ド ウの[ビュー] ペインで、[プロパテ ィ ] を選択し、OSシーケンスの名前を入力し ます。 

5 内容ペイ ンで [変更] を ク リ ッ ク し て、 OSシーケンスを保存する フ ォルダーラ イブラ リ内の場所を選択し  

ます。 OSシーケンスを保存する フ ォルダーに書き込むためのアクセス権が必要です。

6 [ビ ュー ] ペイ ンで、 [タ スク] を ク リ ッ ク し、 [OSのイ ンス ト ール] を ク リ ッ ク し て、 OSイ ンス ト ールプロ   

フ ァ イルを選択し ます。 

7 OS イ ンス ト ールプロ フ ァ イルにカス タ マーが関連付けられていない場合には、 [ カス タ マーの割り当て ]
ド ロ ッ プダウン リ ス ト から カス タ マーを選択し ます。 OSイ ンス ト ールプロ フ ァ イルにカス タ マーがすで

に関連付けられている場合、 OSシーケンス用にカス タ マーを選択する こ とはできません。 このOSイ ンス

ト ールプロ フ ァ イルでプロビジ ョ ニングされるサーバーはすべて、 指定し たカス タ マーに関連付けられ
ます (カス タ マーが割り当てられている場合)。 

8 [ビ ュー ] ペイ ンで [ソ フ ト ウ ェ アポ リ シーのア タ ッ チ] を選択し ます。 

9 内容ペイ ンの下部で  [追加] を ク リ ッ ク し て、 OSシーケンスに追加する ソ フ ト ウ ェ アポ リ シーを選択し  

ます。

10 [ビ ュー ] ペイ ンで [パッ チポ リ シーのア タ ッ チ] を選択し ます。

11 内容ペイ ンの下部で [追加] を ク リ ッ ク し て、 OSシーケンスに追加するパッ チポ リ シーを選択し ます。 

12 [ビ ュー ] ペイ ンで [デバイスグループのア タ ッ チ] を選択し ます。

13 内容ペイ ンの下部で、 [追加] を ク リ ッ ク し ます。 OSシーケンスの実行後にサーバーを割り当てるデバイ 

スグループを選択し ます。 このオプシ ョ ンで選択できるのはパブ リ ッ ク静的グループだけです。 

14 [ビ ュー ] ペイ ンで [ポ リ シーの修復] を選択し ます。

15 内容ペイ ンで、 OSシーケンスでサーバーのプロビジ ョ ニングを行う際に修復を有効にするか無効にする

かを選択し ます。 [修復の無効化] を選択し た場合、 OSシーケンスを実行する と、 オペレーテ ィ ングシス 

テムはイ ンス ト ールされますが、 OSシーケンスのポリ シーは修復されません。 つま り、 シーケンスを実

行し ても、 OSシーケンスにア タ ッ チ されているポリ シーのソ フ ト ウェ アやパッ チはイ ンス ト ールされま

せん。 

16 [修復の有効化] を選択し た場合、[再起動] と  [スク リ プ ト ] のパラ メ ーターを構成する必要があり ます。再    

起動オプシ ョ ンに対し ては、 次のどれかを選択できます。 

• 各イ ンス ト ールアイテムのプロパテ ィ の指定に基づいてサーバーを再起動する : このオプシ ョ ンを 

選択する と、 OSシーケンスにア タ ッ チ されている ソ フ ト ウェ アまたはパッ チポリ シーに設定された

再起動設定が実行されます。 

• すべてのアイテムがイ ンス ト ールされるまですべてのサーバーの再起動を保留する : このオプシ ョ  

ンを選択する と、 OSシーケンスにア タ ッ チ されている ソ フ ト ウェ アまたはパッ チポリ シーに設定さ

れたイ ンス ト ール前の再起動オプシ ョ ンはオーバーラ イ ド されます。 イ ンス ト ール後の再起動が設
定されている場合、 それらはオペレーテ ィ ングシステムのイ ンス ト ール後に実行されます。 
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• すべてのサーバーの再起動を抑制 : このオプシ ョ ンを選択する と、 OS シーケンスにア タ ッ チ されて 

いるソ フ ト ウェ アまたはパッ チポリ シーに設定された再起動オプシ ョ ンはオーバーラ イ ド されます。

17 次に、 [スク リ プ ト ] セクシ ョ ンで、 [インス ト ール前スク リ プ ト ] または [インス ト ール後スク リ プ ト ] を選    

択し ます。 これらのタ ブでは、 OSシーケンスの実行前およびオペレーテ ィ ングシステムのイ ンス ト ール

後に実行する イ ンス ト ール前またはイ ンス ト ール後スク リ プ ト を設定できます。 [ スク リ プ ト の有効化 ]

を ク リ ッ ク し て、 スク リ プ ト パラ メ ーターを有効にし ます。 

18 [選択] ド ロ ッ プダウン リ ス ト で、[保存されたスク リ プ ト ] または [ア ド ホ ッ クスク リ プ ト ] を選択し ます。    

各スク リ プ ト タ イプには固有の設定があ り ます。 

保存されたスク リ プ ト

• コマン ド : 実行する コマン ド または引数を こ こに追加し ます。

• スク リ プ ト のタ イムアウ ト : スク リ プ ト のタ イムアウ ト までの時間を分単位の数値で入力し ます。 

• ユーザー : ユーザー名とパスワー ド を入力するか、 スク リ プ ト をローカルシステムで実行する こ と 

を選択し ます(Unixを使用する場合は、 ユーザーと し てrootを選択し ます)。

• エラー : スク リ プ トがエラーを返した場合にOSシーケンスジ ョ ブを停止するかど うかを選択し ます。 

ア ド ホ ッ クスク リ プ ト

• タ イプ: Unixシステムの場合はUNIXシ ェルを、 Windowsの場合はBATまたはVBSCRIPTを選択し ます。 

• スク リ プ ト : スク リ プ ト のテキス ト を入力し ます。ア ド ホ ッ クスク リ プ ト はこの操作に対し てのみ実 

行され、 SAに保存されません。 [スク リ プ ト ] ボ ッ クスにスク リ プ ト の内容を入力し ます。

• コマン ド : スク リ プ ト でコマン ド ラ イ ン フ ラグが必要である場合、 こ こにフ ラグを入力し ます。

• スク リ プ ト のタ イムアウ ト : スク リ プ ト のタ イムアウ ト までの時間を分単位の数値で入力し ます。 

• ユーザー : ユーザー名とパスワー ド を入力するか、 スク リ プ ト をローカルシステムアカウン ト で実 

行する こ と を選択し ます(Unixを使用する場合は、 ユーザーと し てrootを選択し ます)。

• エラー : スク リ プ トがエラーを返した場合にOSシーケンスジ ョ ブを停止するかど うかを選択し ます。

19 選択が終わったら、 [フ ァ イル] メ ニューで [保存] を選択し て、 OSシーケンスを保存し ます。

ブー ト ク ラ イアン ト の管理 (MBC) オプシ ョ ン

ブー ト ク ラ イアン ト の管理 (MBC) オプシ ョ ンでは、 い く つかのサービスが提供されます。 次の操作を実行で  

きます。

• サーバーのリ モー ト ブー ト 。 サーバーへのコ ン ソールアクセスは不要です。

• サーバーレ コー ドの事前作成。

• OSプロビジ ョ ニング中にサーバー構成を設定する カス タム属性の作成。

• 新しいサーバーをプロビジ ョ ニングする際のDHCPなどのサービスの再構成。

• ユーザーが通常イ ン タ ラ クテ ィ ブに応答できない、 ポータルまたは自動化スク リ プ ト からの、 OSビルド

計画またはOSシーケンスによるOSプロビジ ョ ニングの開始。

たと えば、 サーバーがブー ト に使用するデフ ォル ト のPXEイ メ ージの変更、 サーバーにDHCP リースが割り当

てられるかど うかの変更、 サーバーに割り当てられるDHCP IPの指定などが可能です。 また、 サーバーがサー 

バープールに入った と きのサーバーの動作を変更する こ と もできます。 た と えば、 サーバーがプールに入っ

たと きにOSシーケンスを自動的に起動する こ とができます。 
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サーバーがiLO2、 3または4対応のHP Proliantサーバーで、 iLO情報がわかっている場合、 MBCでサーバーの電 

源を リ モー ト でオンにする こ と もできます。

MBCは、 OSプロビジ ョ ニングを実行し、 ベースオペレーテ ィ ングシステム、 システムユーテ ィ リ テ ィ 、 パッ

チ適用、 内部ビジネスユニ ッ ト へのサーバーのハン ド オ フの責任を負 う システム管理者などのユーザーに

と って非常に有用です。

MBC機能には次の方法でアクセスできます。

• SAク ラ イアン ト から

• Global File Systemコマン ド ラ イ ンから

• スク リ プ ト から

• ブラウザー /ポータルフ ォームから

要件

• OSプロビジ ョ ニングイ ン フ ラス ト ラ クチャーは、 SAブー ト サーバーサービスを使用し てMBC拡張を実現

し ます。

• OSプロビジ ョ ニングブー ト イ メ ージは、 SAに付属するTFTPサーバーから提供される必要があ り ます。

• DHCP再構成機能を利用するには、 SA DHCPサーバーを使用する必要があ り ます。

• 新し く イ ンス ト ールし た SA コアの場合、 新しいユーザーは、 MBC Web APX を実行する前に、 Global Shell   

の起動アクセス権を付与され、 OGSHに少な く と も 1回ログイ ン し てユーザー環境を初期化する必要があ

り ます (MBCが使用中にユーザーのホームデ ィ レ ク ト リ に一時フ ァ イルを書き込めるよ う にするため)。

必要なアクセス権

MBCを実行するには、 ユーザーは、 OSビルド計画の実行の許可またはOSシーケンスの実行の許可、 管理対象

サーバーおよびグループ、 カス タ マーの管理、 サーバープール、 未割り当てカス タ マーに対する読み取り /書

き込みアクセス権、ネ ッ ト ワーク ブー ト の構成の許可の各アクセス権と、操作対象の既存のすべてのサーバー

への書き込みア ク セス権、 MBC APX の実行ア ク セス権 ( すなわち、 /Opsware/Tools/OS Provisioning/   

Manage Boot Clientsフ ォルダーの実行アクセス権) を持つ必要があ り ます。

iLO2、3または4統合の場合、ユーザーはiLOサーバーの管理およびiLO操作の実行アクセス権を持つ必要があり

ます。

イ ンス ト ール

SAイ ンス ト ーラーは、 SA コアのイ ンス ト ールの際にMBC APXを作成し ます。 イ ンス ト ーラーは、 SA Web ク ラ  

イアン ト ラ イブ ラ リ に MBC APX 用のフ ォルダーを作成し、 ベースラ イ ンデータの一部と し て MBC 構成ソ フ ト  

ウ ェ アポ リ シーを追加し ます。

次の4つのAPXがMBC用にイ ンス ト ールされます。

• Program APX

• Web APX

• Integration Hook APX

• DHCP Cleanup Web APX
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ブー ト ク ラ イアン ト の管理 (MBC) オプシ ョ ンの使用

MBCは、 実行中の計画済みラ イ フサイ クルで、 新しいサーバーレ コー ド を SAデータベースに作成し ます。 こ

れらのレ コー ドは、 ブループ リ ン ト のアイ コ ン付きで表示され、 オプシ ョ ンでカス タム属性を割り当てる こ

とができます。 これらのカス タム属性の一部は、 SAによるサーバーの処理方法またはオペレーテ ィ ングシス

テムイ ンス ト ールの構成を変更し ます (た と えば、 Windowsの無人イ ンス ト ールの場合は [コ ンピ ューター名]  

を設定できます)。

MBCを実行する と、通常は、サーバーPXEのブー ト の際のデフ ォル ト のPXE メ ニューの選択肢が変更され、ブー

ト 中のサーバーのコ ン ソールでのPXEイ メ ージの選択が不要にな り ます。 また、 MBCを使用する と、 OSビルド

計画またはOSシーケンスをサーバーレ コー ド に関連付けて、 サーバーがSAに未プロビジ ョ ニングサーバーと

し て登録された と きに、 プロビジ ョ ニングジ ョ ブを自動的に開始する こ とができます。

MBC APXの実行

MBC Web APXを起動するには、 次の3つの方法があ り ます。

SAク ラ イアン ト から

• [ラ イブ ラ リ ] > [拡張] > [Web] > [Manage Boot Clients] Web APXを選択し ます。

• または、 未プロビジ ョ ニングサーバーリ ス ト で、 サーバーリ ス ト  (サーバー自体ではな く ) を右ク リ ッ ク  

し、 [ブー ト ク ラ イアン ト の管理] を選択し ます。

ブラウザーから

ブラウザーで次のURLにアクセス し ます。

https://occ.example.com/webapp/osprov.manage_boot_clients_web/

こ こで、 occ.example.comはSAコアのローカルホス ト 名またはIPア ド レスです。

ブ ラウザーイ ン タ フ ェースでは、 フ ォームを使用し て特定のホス ト のデータ を入力するか、 CSV を入力し て

複数のサーバーレ コー ド を設定するかを選択できます。 [送信] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 二重送信を防ぐた 

めボタ ンは使用不可にな り、 進行状況/結果のページが表示されます。

MBCフ ォームベースの方法 (Webベース)

Webフ ォームベースのイ ン タ フ ェースでは、4つのページを使用し て、MBCジ ョ ブの設定手順をガイ ド し ます。

最初の3つのページ/フ ォームでは、 サーバーのブー ト と プロビジ ョ ニングに必要な情報を入力し ます。 最後

のページには、 ジ ョ ブの進行状況/結果が表示されます。 フ ォームベースの方法では、 扱えるサーバーは1台

だけです。 複数のサーバーを設定するには、 CSVを使用する必要があ り ます。

Webイ ン タ フ ェ ースでのCSVの使用

CSV入力方法を使用するには、 MBC Web UIの最初のページにある  [Multiple Client Form...] ボタ ンを ク リ ッ ク し    

ます。 CSV 入力フ ォームでは複数のサーバーレ コー ド を同時に扱う こ とができ、 CSV の 1 つの行が 1 つのサー

バーレ コー ド を表し ます。

MBC APXコ マン ド ラ イ ン イ ン タ フ ェース

MBCにはProgram APXもあり、 Global Shell (OGSH) の実行可能フ ァ イルと し て利用できます。 これは、 他のシス    

テムとの統合の際にプログラムからMBCを利用するために便利です。

使用法: 

適切なアクセス権を持つユーザーは、 次のコマン ド を使用し てOGSHからMBCを実行できます。

/opsw/apx/bin/osprov/manage_boot_clients_script

コマン ド ラ イ ンから引数な し でMBCを実行する と、 使用法の説明が表示されます。
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次に示すのは、 既存のCSVフ ァ イルを使用し てMBCを実行する コ マン ド ラ イ ン入力の例です。

/opsw/apx/bin/osprov/manage_boot_clients_script -m import 
<ブート ク ライアン トのCSVフ ァ イルのフルパス>

CLIおよびCSV入力フ ォーム用の特殊属性

い く つかの特殊属性は、 入力し た場合にカス タム属性と し て保存されず (sequence_idを除 く )、 それぞれ異 

なる方法で処理されます。 表12に、 これらの特殊属性と その処理方法の一覧を示し ます。  

表12 CLIおよびCSV入力フ ォーム用のMBC特殊属性 

パラ メ ーター 説明

buildplan_id 指定し た場合、 サーバーがサーバープールに追加される と同時に、 MBC を使用

し ているユーザーでOSビルド計画イ ンス ト ールを起動し ます。

注: buildplan_idは、 サーバーのカス タム属性と し て保存されます。 このカス 

タム属性は、 サーバーに対し てビルド 計画が開始される と、 サーバーレ コー ド

から削除されます。

pxe_image サーバー用のPXE構成フ ァ イルを指定し ます。 値は、 デフ ォル ト のPXE メ ニュー

に表示されるオプシ ョ ンのどれかに設定する必要があ り ます (OS ビル ド 計画を 

使用する場合はwinpe32、 winpe64、 linux6、 linux6-x64など、 OS シーケン

スを使用する場合はwinpe32、 winpe64、 linux5、 linux6など)。 これによ り、

構成フ ァ イル/opt/opsware/boot/tftpboot/pxelinux.cfgが MAC ア ド レス

フ ァ イルにコ ピーされます。

sequence_id 指定し た場合、 サーバーがサーバープールに追加される と同時に、 OSシーケン

スイ ンス ト ールを  (detuserユーザーで) 起動し ます。

注: sequence_idは、サーバーのカス タム属性と し て保存されます。 このカス タ 

ム属性は、 サーバーの最初のリ ブー ト の前に、 サーバーレ コー ド から削除され

ます。

customer サーバーと カス タ マーの関連付けを設定し ます。

use サーバーの use フ ィ ール ド を設定 し ま す。 指定す る値はすべて大文字 ( 例、 

PRODUCTION) にする必要があ り ます。

stage サーバーの stage フ ィ ールド を設定し ます。 指定する値はすべて大文字 ( 例、 IN 

DEPLOYMENT) にする必要があり ます。

facility サーバーと フ ァ シ リ テ ィ IDの関連付けを設定し ます。 これは、 ターゲッ ト サー

バーが関連付けられている フ ァ シ リ テ ィ 以外のフ ァ シ リ テ ィ から MBC APX を実 

行する場合に必要です ( 独自のフ ァ シ リ テ ィ を定義し ているサテ ラ イ ト がある 

場合に必要)。

ilo.* iLO統合 (148ページ) を参照し て く だ さい。
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Windows、 Solaris、 Linux オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ムの イ ン ス ト ール用の MBC 固有で な い カ ス タ ム属性

(hostname、 ComputerNameなど) も利用できます。

CSV入力フ ァ イル

MBCはCSV入力フ ァ イルを受け入れるため、 コンソールやイン タ ラ クテ ィ ブセ ッ シ ョ ンを使用せずに、 サーバー

を管理対象サーバープールに移動し、 オペレーテ ィ ングシステムをプロビジ ョ ニングする こ とができます。

例: 

00:0c:29:e1:28:2e,hostname=testvm1,pxe_image=linux6,
buildplan_id=2110061
00:0c:29:f9:12:f3,hostname=testvm2,pxe_image=winpe32
00:0c:29:0d:ab:b4,pxe_image=winpe64, buildplan_id=2110061

上記の CSV エン ト リ を入力する と、 MBC は 3 つの計画済みサーバーレ コー ド を作成し、 それぞれを linux6、

winpe32、 winpe64 PXEイ メ ージをブー ト するよ う に設定し ます。 1番目と3番目のCSVエン ト リ で処理される 

サーバーには、 SAへの登録時にOSビルド計画が適用されます。 最初の2つのエン ト リ では指定し た表示名が

SAに表示される  (hostname=) のに対し、 3番目のエン ト リ に対し てはdhcp-client-00:0c:29:0d:ab:b4の  

よ う なホス ト 名が自動生成されます。

CSVエン ト リの例

00:13:E8:9A:93:BA,pxe_image=winpe32,dhcp.ip=10.2.3.11,
dhcp.hostname=m0011,customer=WealthManagement,
sequence_id=2030001,dns_server=10.6.4.2,

kernel_arguments=noacpi,root_password=wealth

00:13:E8:9A:93:BC,pxe_image=winpe32,dhcp.ip=10.2.3.12,dhcp.hostname=m0012,
customer=WealthManagement,sequence_id=2030001,
dns_server=10.6.4.2,kernel_arguments=noacpi,
root_password=wealth

00-13-E8-9A-93-99,pxe_image=linux

dhcpcleanup MACア ド レスによ ってDHCP構成を取得し た り、 DHCPエン ト リ を削除し た り し ま

す。 オプシ ョ ンは次のとお り です。

• - help (-h): オン ラ イ ンヘルプを表示し ます

• - action (-a): オプシ ョ ンは次のとおり です。

— get: DHCP構成を取得し ます

— delete: DHCPサーバーを構成から削除し ます。 次のいずれかも指定す 

る必要があ り ます。

– MACア ド レスまたは

– --facility (-f)=FACILITYNAME: どのフ ァ シ リ テ ィ の DHCP サー  

バーを操作するかを指定し ます。

– --macs (-m)=MACS: DHCP 構成から削除する MAC ア ド レスのカ ンマ  

区切り リ ス ト 。

– --outputdir (-o)=OUTPUTDIR: 指定し た場合、 MBC は進行状況と  

結果の情報を指定し たデ ィ レ ク ト リ に保存し ます。

表12 CLIおよびCSV入力フ ォーム用のMBC特殊属性 （続き）

パラ メ ーター 説明
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00:13:E8:9A:93:AA,pxe_image=windows,custattr1=val1,
custattr2=val2

00:13:E8:9A:93:BB,pxe_image=windows,customer=Opsware

00:0c:29:23:a1:7f,pxe_image=linux,sequence_id=310005,
testca=testval

00:0c:29:af:46:6b,pxe_image=linux,sequence_id=310005,
testca=testval

00:0c:29:be:96:6e,pxe_image=winpe32,sequence_id=320005

00-13-21-DD-DD-24,pxe_image=linux,sequence_id=310001,
dhcp.hostname=danube,ilo.hostname=10.128.32.102,
ilo.username=Administrator,ilo.password=adminpass,
ilo.reboot_if_on=1
...

CSVの各行の最初の項目はMACア ド レスで、 その後にカ ンマで区切られた任意の名前/値ペアのリ ス ト が続き

ます。名前と値の間は等号で区切られます。 各名前/値ペアはサーバーレ コー ドのカス タム属性と し て保存さ

れるので、 多数のカス タム属性を同時に設定できます。

DHCP再構成用の特殊属性

MBCには、 SA DHCP構成フ ァ イルにホス ト 定義を追加する機能があ り ます。 これは、 SA DHCPが使用されてい  

て、 不明なク ラ イアン ト を拒否するよ う に構成されている  ( すなわち、 承認済みのMAC ア ド レスのみに DHCP 

リースを提供する) 環境で便利です。 DHCPホス ト 名のMACア ド レスを  [一般] フ ォームで指定し た場合、 MBCは   

このMACア ド レスをDHCP構成に追加し ます。 必要な場合、 DHCPのIPア ド レスを指定する こ と もできます。

表13に、 CSVで使用できるDHCP再構成用の特殊属性の一覧を示し ます。  

iLO統合

MBC には、 HP Integrated Lights-Out 2、 3、 4 (iLO2、 iLO3、 iLO4) 標準との統合が含まれています。 これによ り、    

SAによるサーバーのコ ン ト ロールのレベルが向上し、 ユーザーはサーバーの電源をオンにする必要すらな く

な り ます。 ユーザーがiLOのIP と資格情報を指定する と、 MBCはiLO APIに接続し、 サーバーの電源を自動的に 

オンにし ます。 また、 iLOを使用すれば、 ハー ド ウ ェ ア検出の精度を さ らに上げる こ とができます。

表13 DHCP再構成用の特殊属性

属性 説明

dhcp.hostname DHCP リース対象と し て承認されているホス ト 名のMACア ド レスを指定し ます。

dhcp.ip DHCP リース対象と し て承認されているホス ト のIPア ド レスを指定し ます。
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表14に、 iLO統合に使用される特殊属性を示し ます。  

Web APXの最初のページには、 iLOパラ メ ーター用のフ ォーム入力があ り ます。

次に示すCSVの例は、 MBCにサーバーをブー ト /リ ブー ト させる ものです。

00-13-21-DD-DD-24,pxe_image=linux,sequence_id=310001, 
dhcp.hostname=danube,ilo.hostname=10.128.32.102, 
ilo.username=Administrator,ilo.password=adminpass, 
ilo.reboot_if_on=1

非DHCP環境でのRed Hat Enterprise Linuxサーバーのブー ト

DHCP サーバーがない環境で SA プロビジ ョ ニングを使用する場合、 管理対象サーバーに静的 IP 情報を割り当

て、 SAコアを解決するよ う にそのサーバーを手動で構成する必要があ り ます。

プロビジ ョ ニング対象のサーバーにネ ッ ト ワーク情報を手動で指定する必要がある状況と し ては、 次のよ う

な場合が挙げられます。

• DHCPを使用し ておらず、 静的IPア ド レス と エージ ェ ン ト のIPおよびポー ト を手動で指定する必要がある

場合

• サーバーのプロビジ ョ ニングが必要だが、 DHCPが非アク テ ィ ブである場合。

• サーバーのプロビジ ョ ニングが必要だが、 DHCPがフ ァ イアウォールのルールでブロ ッ ク されている場合。

非DHCP環境でのLinux SAプロビジ ョ ニング用のCDブー ト イ メ ージをエ ク スポー ト するには、 [ラ イ ブ ラ リ ] >  

[フ ォルダー別] > [Opsware] > [ツール] > [OS Provisioning] を選択し ます。

イ メ ージの名前の形式は次のとお り です。

HPSA_linux_boot_cd.iso

この項では、 非DHCP環境でのプロビジ ョ ニングの詳細を説明し ます。

表14 iLO特殊属性 

特殊属性 説明

ilo.hostname iLOのホス ト 名またはIPア ド レス。 これはhubサーバーからアクセス可能である

必要があ り ます。 この値は、 MBCによ ってカス タム属性と し て保存されます。

ilo.username iLOへの認証に使用するユーザー名。 この値は、 MBCによ ってカス タム属性と し

て保存されます。

ilo.password iLOへの認証に使用するパスワー ド。 この値は、 MBCによ ってカス タム属性と し

て保存されません。

ilo.reboot_if_on デフ ォル ト : サーバーの電源が現在オ フの場合のみオンに し ます。 この引数に 

Nullでない値を指定し た場合、MBCは現在オンになっているサーバーを リ ブー ト

し ます。 この値は、 MBCによ ってカス タム属性と し て保存されません。
OSシーケンスベースのプロビジ ョ ニング、 セ ッ ト ア ッ プ、 使用 149



非管理対象サーバーを非DHCP環境でブー ト する場合、 図14に示すよ う なブー ト 画面が表示されます。

図14 Red Hat Linuxのブー ト 画面

ブー ト 方法を選択する と ダイアログが表示され、 DHCPを使用し てマシンをブー ト するか、 静的ネ ッ ト ワーク

構成を入力するかを選択できます。 

DHCP を選択し た場合、 SAはDHCPサーバーを使用し て構成を行います。 ス タ テ ィ ッ ク を選択し た場合、 ネ ッ

ト ワーク構成ダイアログが表示され、 サーバーの静的 IP ア ド レス、 サブネ ッ ト マスク、 ホス ト のゲー ト ウ ェ

イ IPア ド レス、 SAエージ ェ ン ト ゲー ト ウ ェ イのIPア ド レス とデフ ォル ト ポー ト を入力できます (図15)。

図15 Red Hat Linuxのネ ッ ト ワーク構成ダイアログ

次のフ ィ ールド を手動で構成できます。

• Interface: 使用するNIC

• IP Address: プロビジ ョ ニングするサーバーの静的IPア ド レス 

• Netmask: プロビジ ョ ニングするサーバーのネ ッ ト マスク

• Default gateway: プロビジ ョ ニングするサーバーが使用するゲー ト ウ ェ イ IP ア ド レス ( ネ ッ ト ワーク レベ   

ルIPルーター )
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• DNS Server: プロビジ ョ ニングするサーバーが使用するIPア ド レス

DNS Search Path: プロビジ ョ ニングするサーバーが使用する完全修飾DNSサフ ィ ッ クス

• SA Server IP: SAコアホス ト のIPア ド レス

これらのフ ィ ールド に情報を入力し て適用する と、サーバーはSAコアに登録できるよ う にな り ます。 これで、

通常のSAプロビジ ョ ニングプロセスを開始できます。

DHCPカス タム属性

静的 IP 指定を使用し て SA コ アに登録されたサーバーについては、 図16 に示すよ う に、 サーバーレ コー ド に

hpsa_netconfigカス タム属性が表示されます。

図16 サーバーレ コー ドのhpsa_netconfigカス タム属性 

Red Hat Enterprise Linux Itanium 64ビ ッ ト サーバーの 非DHCP環境での

ELILOブー ト によるブー ト

DHCP サーバーがない環境で SA プロビジ ョ ニングを使用する場合、 管理対象サーバーに静的 IP 情報を割り当

て、 SAコアを解決するよ う にそのサーバーを手動で構成する必要があ り ます。

プロビジ ョ ニング対象のサーバーにネ ッ ト ワーク情報を手動で指定する必要がある状況と し ては、 次のよ う

な場合が挙げられます。

• DHCPを使用し ておらず、 静的IPア ド レス と エージ ェ ン ト のIPおよびポー ト を手動で指定する必要がある

場合

• サーバーのプロビジ ョ ニングが必要だが、 DHCPが非アク テ ィ ブである場合。

• サーバーのプロビジ ョ ニングが必要だが、 DHCPがフ ァ イアウォールのルールでブロ ッ ク されている場合。

Linux Itaniumイ メ ージをエクスポー ト するには、 SAク ラ イアン ト にログイ ン し、 
[ラ イブ ラ リ ] > [フ ォルダー別] > [Opsware] > [Tools] > [OS Provisioning] を選択し ます。

イ メ ージの名前の形式は次のとお り です。

HPSA_linux_boot_cd_IA64.iso

次の項では、 非DHCP環境でのプロビジ ョ ニングの詳細を説明し ます。
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非管理対象サーバーを非DHCP環境でブー ト する場合、 次に示すよ う なブー ト 画面が表示されます。

HP SA Linux Boot CD (<version): 
Enter the appropriate Linux service OS
at the ‘Elilo boot:’ prompt. 

linux5     - RHEL 5.7 based Linux service OS
linux5-txt - RHEL 5.7 based Linux service OS for serial consoles

    ELILO boot:

ブー ト 方法を選択する と、 ネ ッ ト ワーク構成ダイアログが表示され、 サーバーの静的 IP ア ド レス、 サブネ ッ

ト マスク、 ホス ト のゲー ト ウ ェ イ IPア ド レス、 SAエージ ェ ン ト ゲー ト ウェ イのIPア ド レス とデフ ォル ト ポー

ト を入力できます (図17)。

図17 Red Hat Linux Itanium 64ビ ッ ト のネ ッ ト ワーク構成ダイアログ

プロビジ ョ ニングするオペレーテ ィ ングシステムがRed Hat Enterprise Linux 3 IA64の場合、 OSイ ンス ト ールプ    

ロ フ ァ イルにカス タム属性kernel_argumentsと その値console=ttyS1を追加する必要があ り ます。

次のフ ィ ールド を手動で構成できます。

• Interface: 使用するNIC

• IP Address: プロビジ ョ ニングするサーバーの静的IPア ド レス 

• Netmask: プロビジ ョ ニングするサーバーのネ ッ ト マスク

• Gateway: プロビジ ョ ニングするサーバーが使用するゲー ト ウ ェ イ IPア ド レス (ネ ッ ト ワーク レベルIP 

• DNS Suffix: プロビジ ョ ニングするサーバーが使用する完全修飾DNSサフ ィ ッ クス

• Agent Gateway IP: デフ ォル ト のSAエージ ェ ン ト ゲー ト ウ ェ イホス ト 名またはIPア ド レス

• Agent Gateway Port: SAエージ ェ ン ト ゲー ト ウ ェ イに使用されるポー ト

これらのフ ィ ールド に情報を入力し て適用する と、サーバーはSAコアに登録できるよ う にな り ます。 これで、

通常のSAプロビジ ョ ニングプロセスを開始できます。
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DHCPカス タム属性

静的IP指定を使用し てSAコアに登録されたサーバーについては、プロビジ ョ ニング後に、図18に示すよ う に、

サーバーレ コー ド にhpsa_netconfigカス タム属性が表示されます。

図18 サーバーレ コー ドのhpsa_netconfigカス タム属性 

非DHCP環境でのWindowsサーバーのブー ト

DHCP サーバーがない環境で SA プロビジ ョ ニングを使用する場合、 管理対象サーバーに静的 IP 情報を割り当

て、 SAコアを解決するよ う にそのサーバーを手動で構成する必要があ り ます。

プロビジ ョ ニング対象のサーバーにネ ッ ト ワーク情報を手動で指定する必要がある状況と し ては、 次のよ う

な場合が挙げられます。

• DHCPを使用し ておらず、 静的IPア ド レス と Build ManagerのIPおよびポー ト を手動で指定する必要がある 

場合

• サーバーのプロビジ ョ ニングが必要だが、 DHCPが非アク テ ィ ブである場合。

• サーバーのプロビジ ョ ニングが必要だが、 DHCPがフ ァ イアウォールのルールでブロ ッ ク されている場合。

WinPE を使用し てサーバーをプロビジ ョ ニングする場合、 デフ ォル ト では、 WinPE は DHCP サーバーを探し ま

す。 DHCP サーバーが見つから ない場合、 ホス ト の IP ア ド レス、 サブネ ッ ト マス ク、 ゲー ト ウ ェ イ、 ネーム

サーバーと、 SAコアのポー ト およびホス ト 名/IPを入力するよ う に求められます。

この項では、 非DHCP環境でのプロビジ ョ ニングの詳細を説明し ます。
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非DHCP環境での非管理対象Windowsサーバーのブー ト

非管理対象サーバーを非DHCP環境にブー ト する場合、 デフ ォル ト ではWinPEは利用可能なDHCPサーバーを探

し ます。 WinPEがDHCPサーバーを見つけられない場合、 図19のよ う な画面が表示されます。

図19  DHCPサーバーが見つからない場合のWinPEコ ン ソール表示

この時点で、ネ ッ ト ワーク構成ダイアログが表示され、SAエージ ェ ン ト のゲー ト ウ ェ イ IPを入力するか、サー

バーの静的IPア ド レス、 サブネ ッ ト マスク、 ホス ト のゲー ト ウ ェ イ IPア ド レス、 Build ManagerのIPア ド レス と 

デフ ォル ト ポー ト を入力できます。 図20を参照し て く だ さい。

図20 WinPEのネ ッ ト ワーク構成

適切なイ ン タ フ ェースを選択し、 静的IPを指定し ます。

次のフ ィ ールド を手動で構成できます。

• IP Address: プロビジ ョ ニングするサーバーの静的IPア ド レス 

• Subnet: プロビジ ョ ニングするサーバーのサブネ ッ ト マスク

• Gateway: プロビジ ョ ニングするサーバーが使用するゲー ト ウェ イ IP ア ド レス ( ネッ ト ワーク レベル IPルー  

ター )

• DNS Server: プロビジ ョ ニングするサーバーが使用するIPア ド レス

• DNS Suffix: プロビジ ョ ニングするサーバーが使用する完全修飾DNSサフ ィ ッ クス
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• Agent Gateway: SAエージ ェ ン ト ゲー ト ウェ イのホス ト 名またはIPア ド レス

• Port: Build Managerに使用するポー ト

これらのフ ィ ールド に情報を入力し て適用する と、 プロビジ ョ ニングするサーバーはSAコ アに登録できるよ

う にな り ます。

DHCPカス タム属性

静的 IP 指定を使用し て SA コ アに登録されたサーバーについては、 図21 に示すよ う に、 サーバーレ コー ド に

hpsa_netconfigカス タム属性が表示されます。

図21 サーバーレ コー ドのhpsa_netconfigカス タム属性 
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付録B HP-UXのプロビジ ョ ニング
HP-UX のプロビジ ョ ニングでは、 ベア メ タルシステムにカス タム構成を使用し て HP-UX を イ ンス ト ールし ま

す。 HP-UXのプロビジ ョ ニングプロセスには、 次のタ スクが必要です。

• SAコア/サテ ラ イ ト へのIgnite環境のセ ッ ト ア ッ プ

• SAコアでのCustom Configuration Editor APXを使用し たカス タム構成の作成

• ターゲッ ト のネ ッ ト ワーク ブー ト プロンプ ト へのブー ト

• SAコアでのHP-UX Provisioning APXを使用し たターゲッ ト のプロビジ ョ ニング

これらのタ スクについては、 以下で説明し ます。

前提条件

HP-UXサーバーのプロビジ ョ ニングを行う には、 次の前提条件が満たされている必要があ り ます。

SAコ アでのIgniteセ ッ ト ア ッ プ

HP-UXサーバーのプロビジ ョ ニングを行う には、 Ignite構成をセ ッ ト ア ッ プする必要があり ます。 これには次

の作業が含まれます。 

• 構成フ ァ イルの更新

• イ ンデッ クスフ ァ イルの更新

• 各SAコアでのゴールデン イ メージアーカ イブのコ ピー

Linuxサーバー上のIgnite-LUXソ フ ト ウ ェ アの詳細情報については、 以下を参照し て く だ さい。 

 

http://www.hp.com/go/ignite-ux-docs (英語サイ ト )

SAコアに11.31ゴールデンアーカ イブベースの構成をセ ッ ト ア ッ プするには、 次のタ スクが必要です。

• サンプルゴールデン イ メ ージを次の場所にコ ピーし ます。

/var/opt/ignite/archives/B.11.31/ 

• 対応する.cfgフ ァ イルを次の場所にコ ピーし ます。

/var/opt/ignite/data/Rel_B.11.31/B.11.31_archive_IA.cfg 

• /var/opt/ignite/INDEXに構成のエン ト リ を次のよ う に追加し ます。

cfg "HP-UX B.11.31 Opsware Archive" {
description "This selection supplies the sample golden archive 
created by the IUX team"
"/opt/ignite/data/Rel_B.11.31/config"
"/opt/ignite/data/Rel_B.11.31/hw_patches_cfg"
"/var/opt/ignite/data/Rel_B.11.31/B.11.31_archive_IA.cfg"
"/var/opt/ignite/data/config.local"
 }
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HPUX OSプロビジ ョ ニングを使用する場合、 Igniteがイ ンス ト ールされているSAコ アで次のステ ッ プを実行す 

る必要があ り ます。

1 /etc/exportsフ ァ イルを編集し ます。

2 次の行を変更し ます。

   /var/opt/ignite/clients *(ro,no_root_squash,async)

次のよ う に変更し ます

   /var/opt/ignite/clients *(rw,no_root_squash,async)

3 "exportfs -a"を実行し ます。

APX

• SAは、 HP-UX Provisioning APX (自動化プラ ッ ト フ ォーム拡張 ) と Custom Configuration Editor APX を イ ンス    

ト ールし ます。 これらはプロビジ ョ ニングプロセスの一部を実行し ます。 これらのAPXは、 SA ク ラ イア

ン ト のAPXラ イブ ラ リ に含まれています。

• APXにアクセスするには、 SAク ラ イアン ト または、 SAでサポー ト されるブ ラウザーを使用し ます。 HPで

は、 Custom Configuration Editor APXをInternet Explorerで実行する こ と を推奨し ます。

• HP-UX Provisioning APXを実行するすべてのマシンに、Adobe Flash Playerバージ ョ ン10.0以上がイ ンス ト ー    

ルされている必要があ り ます。

カス タム構成のサブ フ ォルダー

HP-UX プロビジ ョ ニング担当のSA管理者または次のフ ォルダーに対する権限を持つユーザーが、 構成を作成

する可能性があるすべてのカス タ マーに対するサンプル構成を作成する必要があり ます。

[ラ イブ ラ リ ] > [フ ォルダー別] > [Opsware] > [Tools] > [OS Provisioning] > [HP-UX Provisioning] を選択し ます。

サンプル構成は、Custom Configuration Editor APXを使用し た場合に作成される構成と同じ です。 これがサンプ   

ル構成と呼ばれるのは、 新しいカス タ マーに対し て最初に作成される構成だからです。 最初の構成が作成さ

れたと きに、 その新しいカス タ マー用のサブフ ォルダーが作成されます。 SA管理者が、 特定のカス タ マーに

属する構成に基づいてユーザー / グループに制限ア クセスを割り当てたい場合、 そのカス タ マーサブ フ ォル

ダーへのアクセス権を付与する必要があ り ます。

カス タ マー名で作成されたサブ フ ォルダーがSA管理者に見えるのは、 サンプル構成を作成し た後です。

サンプル構成を作成する際には、 カス タ マー名のサブ フ ォルダーが構成フ ォルダーの直下に作成されるよ う

に、 新しいカス タ マーを選択する必要があ り ます。 SA管理者は、 構成にアクセスするための読み取り /書き込

みアクセスをユーザー /グループに割り当てる こ とができます。 た と えば、 PROV_USRがHP-UXプロビジ ョ ニ

ングにアクセスでき、 かつCustAおよびCustBカス タ マーに属する構成のみにアクセスできるよ う にするに

は、 次の手順を実行し ます。

1 Custom Configuration Editor APXをInternet Explorerで開きます。

2 SA 管理者または [ ラ イブ ラ リ ] > [ フ ォルダー別 ] > [Opsware] > [Tools] > [OS Provisioning] > [HP-UX    

Provisioning] にアクセスできる任意のユーザーでログオン し ます。

3 Custom Configuration Editor APXを使用し て、 CustAおよびCustB用のサンプル構成を作成し ます。 

4 HP-UX プロビジ ョ ニング担当のSA管理者で SA ク ラ イアン ト にログオン し ます。 次の場所に CustA および

CustBとい う 名前のサブ フ ォルダーを作成し ます。

[ラ イブ ラ リ ] > [フ ォルダー別] > [Opsware] > [Tools] > [OS Provisioning] > 
[HP-UX Provisioning/CustA]

[ラ イブ ラ リ ] > [フ ォルダー別] > [Opsware] > [Tools] > [OS Provisioning] >  
[HP-UX Provisioning/CustB]
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アクセス権

この項では、 HP-UXプロビジ ョ ニング機能を使用するために必要な最小限のアクセス権について説明し ます。

HP-UX プロビジ ョ ニング担当のSA管理者は、 オプシ ョ ンでその他の機能を使用可能にする追加のアクセス権

を付与できます。

ユーザー /グループのアクセス権

HP-UXプロビジ ョ ニング担当のSA管理者は、 次のアクセス権をユーザー /グループに付与する必要があり ます。

• フ ァ シ リ テ ィ  - Custom Configuration Editor APXで作成し た構成で Integrityサーバーをプロビジ ョ ニングす     

るすべてのフ ァ シ リ テ ィ に対する読み取り /書き込みアクセスが必要です。

• カス タ マー - プロビジ ョ ニングジ ョ ブを正常に実行するには、 未割り当てカス タ マーに対する読み取り /  

書き込みアクセスが必要です。

• また、 HP-UX構成を作成する対象と なる カス タ マーに対し ても読み取り /書き込みアクセスが必要です。

• 機能 - プロビジ ョ ニング後にSAで実際にサーバーを見るために、 管理対象サーバーおよびグループアク  

セス権が必要です。

フ ォルダーのアクセス権

HP-UX プロビジ ョ ニング担当の SA 管理者は、 APX、 ソ フ ト ウ ェ アポ リ シー、 構成を リ ス ト するためのフ ォル

ダーのアクセス権も付与する必要があ り ます。

• APX - HP-UX Provisioning APXおよびCustom Configuration Editor APXにアクセスするために、次のフ ォルダー    

へのフ ォルダーの内容のリ ス ト 表示アクセス権と フ ォルダー内のオブジ ェ ク ト の実行アクセス権が必要

です。

[ラ イブ ラ リ ] > [フ ォルダー別] > [Opsware] > [Tools] > [OS Provisioning] > [HP-UX]

• ソ フ ト ウ ェ アポリ シー - 構成の定義に使用される HP-UX ソ フ ト ウェ アポリ シーが存在する フ ォルダーへ  

の、 フ ォルダーの内容のリ ス ト 表示ア クセス権、 フ ォルダー内のオブジ ェ ク ト の読み取り ア ク セス権、

フ ォルダー内のオブジ ェ ク ト の実行アクセス権が必要です。

• 構成 - HP-UX構成を含む次のフ ォルダーへの、フ ォルダー内のオブジ ェ ク ト の読み取り アクセス権と フ ォ  

ルダー内のオブジ ェ ク ト の書き込みアクセス権が必要です。

[ラ イブ ラ リ ] > [フ ォルダー別] > [Opsware] > [Tools] > [OS Provisioning] >  
[HP-UX Provisioning/<カス タ マー名>]

HP-UXサーバーへのオペレーテ ィ ングシステムのイ ンス ト ール

HP-UX のプロビジ ョ ニングでは、 ベア メ タルシステムにカス タム構成を使用し て HP-UX を イ ンス ト ールし ま

す。 HP-UXのプロビジ ョ ニングプロセスには、 次のタ スクが必要です。

• SAコア/サテ ラ イ ト へのIgnite環境のセ ッ ト ア ッ プ

• SAコアでのCustom Configuration Editor APXを使用し たカス タム構成の作成

• ターゲッ ト のネ ッ ト ワーク ブー ト プロンプ ト へのブー ト

• SAコアでのHP-UX Provisioning APXを使用し たターゲッ ト のプロビジ ョ ニング

これらのタ スクについては、 以下で説明し ます。

先に進む前に、 Igniteのセ ッ ト ア ッ プが済んでいる必要があり ます。 詳細については、 SAコ アでのIgniteセ ッ

ト ア ッ プ (157ページ) を参照し て く だ さい。
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カス タム構成の作成

カス タ マイズし た構成をIntegrityサーバーに適用するよ う に指定できます。 HP-UXのイ ンス ト ール時に、 標準

のゴールデン イ メ ージ構成よ り も優先的にサーバーに適用されるIgnite属性を指定できます。 また、 HP-UXイ

ンス ト ールの一部と し て修復する追加のソ フ ト ウ ェ アポリ シーも選択できます。

カス タ マー固有の構成を作成するには、 プ ラ ッ ト フ ォーム、 ベース構成、 Ignite属性、 関連する ソ フ ト ウ ェ ア

ポ リ シーを指定し ます。 固有のニーズに合わせてイ ンス ト ールを カス タ マイズできます。

カ ス タ マ イズ し た方法でサーバーをプロ ビジ ョ ニングするには、 まずカ ス タム構成を作成する必要があ り

ます。

HP-UX Custom Configuration Editor APX

HP-UX Custom Configuration Editor APXにアクセスするには、 次のタ スク を実行し ます。

1  SA Webク ラ イアン ト の場合: Internet Explorerを開き、 次のURLを指定し ます。

https://<コ ア>/webapp/<APXの一意の名前>

APXの一意の名前は、 SA Webク ラ イアン ト に表示されています。

2 SAク ラ イアン ト の場合: [ラ イブ ラ リ ] タ ブを ク リ ッ ク し、 [拡張] > [Web] > [HPUX Custom Config Editor] を    

選択し ます。 APXの一意の名前は、 APXを選択する と表示されます。

このイ ンス タ ンスでは、 Custom Configuration Editor APXの名前はcom.hp.osprov.hpuxconfigです。

図22 HP-UX Custom Configuration Editor APX   
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既存のすべてのカス タム構成について、 [Name]、 [Customer]、 [HP-UX Platform]、 [Ignite Server]、 [Base Config]   

などの詳細が表示されます。 [Refresh]、 [Create]、 [Delete] の各ボタ ン も表示されます。

図23 HP-UX Custom Configuration Editor APX - 既存の構成のリ ス ト 表示 

リ ス ト から既存の構成を選択する と、 カ ス タム構成やソ フ ト ウ ェ アポ リ シーなどの追加の詳細が表示され

ます。

構成のリ ス ト は、 ユーザーに割り当てられたアクセス権に基づいています。 アクセス権を付与されている カ

ス タ マーに属する構成だけがリ ス ト 表示されます。 構成には、 カス タ マー依存のものと カス タ マー独立のも

のがあ り ます。

カス タ マー独立の構成は、 すべてのユーザーからアクセスできます。 カス タ マー依存の構成は、 適切なアク

セス権が割り当て られたユーザーのみがア ク セスできます。 構成がカス タ マー依存かカス タ マー独立かは、

構成の作成時にカス タ マーを選択するかど うかによ って決ま り ます。

HP-UX Custom Configuration Editor APXでは、 次のこ とができます。

• カス タム構成の作成

• カス タム構成の削除

カス タム構成の作成

カス タム構成を作成するには、 次の手順を実行し ます。

1 HP-UX Custom Configuration Editor APXをInternet Explorerで開きます。 
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2 [Create] ボタ ンを ク リ ッ ク し、 必要な詳細を指定し て、 新しいカス タム構成を作成し ます。

図24 HP-UXカス タム構成エデ ィ ター - カス タム構成の作成 

3 HP-UXカス タム構成を定義するには、 次の必要な詳細を指定する必要があ り ます。

— Config Name: これは必須フ ィ ールド です。 これはカス タ マーご とに一意である必要があり ます。 APX  

は次の仕様を検証し ます。

– 長さ255文字以内である こ と。

– 先頭と末尾にスペースがないこ と。

– 次の記号が先頭にないこ と : @#$%^&*()+_-,./:;~{}[]|\'"?=` 

– 改行、 タ ブ、 フ ラ ッ シュ、 バッ クスラ ッ シュが使用されていないこ と。

— Config Description: これはオプシ ョ ンのフ ィ ールド であり、 構成の目的と使用法を説明し たテキス ト   

を含むこ とができます。

— Customer: デフ ォル ト では、 これは [Not Assigned] に設定されてお り、 構成はカス タ マー独立にな り    

ます。 リ ス ト できる カス タ マーは、 アクセス権がある ものだけです。 該当する カス タ マーに対する

適切なアクセス権が付与されていない場合は、 構成を リ ス ト する こ とはできません。

— Platform: これは必須フ ィ ールド です。 ド ロ ッ プダウン メ ニューから11.31または11.23を選択する必 

要があ り ます。 ベース構成または関連ソ フ ト ウェ アポリ シーは、 プラ ッ ト フ ォームの選択に依存し

ます。 プラ ッ ト フ ォームを選択せずにベース構成または関連ソ フ ト ウェ アポリ シーを選択し よ う と

し た場合、 警告メ ッ セージが表示されます。

— Base Configuration: 内容は選択し たHP-UXプラ ッ ト フ ォームに基づいて表示されます。

— Custom Config: これはオプシ ョ ンのフ ィ ールド であ り、Ignite属性を指定するために使用できます。こ  

のフ ィ ールド に有効なIgnite属性を指定する と、ゴールデン イ メ ージに指定された構成値は上書き さ

れます。 これによ り、 サーバーをプロビジ ョ ニングする方法を カス タ マイズできます。 
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Ignite属性の例を次に示し ます。

_hp_pri_swap=6291456Kb
"Create /export volume"=TRUE
_hp_root_disk="0/1/1/1.2.0"
_hp_disk_layout="Logical Volume manager (LVM) with VxFS"

Igniteカス タム属性の詳細については、 次の文書を参照し て く だ さい。 
 

http://h20000.www2.hp.com/bc/docs/support/SupportManual/c01942568/c01942568.pdf (英語サイ ト )

指定された属性と値が有効な場合、 標準のイ メ ージ構成よ り も優先的に適用されます。 一方、 指定

し た属性が無効または構文が正し く ない場合、 プロビジ ョ ニングは開始されません。

場合によ っては、 属性と値に互換性がない場合があ り ます。 たと えば、 次のIgnite属性でサーバーを

プロビジ ョ ニングする と し ます。

_hp_pri_swap=6291456Kb
"Create /export volume"=TRUE

Ignite属性の構文は正し く 、 値も有効ですが、 ターゲッ ト にこれを実装するのに十分なデ ィ スク領域

がない可能性があ り ます。 この場合、 プロビジ ョ ニングの開始前にターゲッ ト に警告メ ッ セージが

表示されます。

4 Related Software Policies: これはオプシ ョ ンのフ ィ ールド であり、 ド ロ ッ プダウン メ ニューが表示されま   

す。 メ ニューの内容は選択されたプラ ッ ト フ ォームによ って決ま り ます。 関連ソ フ ト ウ ェ アポリ シーを

複数選択するには、 [CTRL] キーを押し ながらポ リ シーを  [Selected Software Policies] リ ス ト に ド ラ ッ グし    

ます。 これらは、 プロビジ ョ ニングが完了し、 エージ ェ ン ト がイ ンス ト ールされた後で、 サーバーに適

用されます。 

選択したソ フ ト ウェ アポリ シーの順序を変更するには、 上下にド ラ ッグします。 [Selected Software Policies]  

に指定されたポリ シーは、 ゴールデンIgniteイ メージの標準ポリ シーよ り も優先的に適用されます。

すべての必須フ ィ ールド  (Config Name、 Platform、 Base Config) を指定する と、 [Create] ボタ ンが使用可能    

にな り ます。

5 [Create] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。確認メ ッ セージが表示され、新し く 作成された構成がリ ス ト に表示さ 

れます。

図25 新し く 作成されたカス タム構成プロ フ ァ イル 
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ブー ト ターゲ ッ ト

ネ ッ ト ワーク ブー ト されたIntegrityク ラ イアン ト では、目的のLANおよびイ ンス ト ールする ターゲッ ト OSの選

択が必要です。 ク ラ イアン ト は、 サーバーからのイ ンス ト ール指示を待って、 HP-UX プロビジ ョ ニングを開

始し ます。 次の図は、 イ ンス ト ール待ち中のターゲッ ト ク ラ イアン ト を示し ます。

図26 イ ンス ト ール待ち中のサーバー  

HP-UXク ラ イアン ト をLANブー ト する場合、 Bootloaderのメ ニューにHP-UXのオプシ ョ ンが表示されます。

詳細については、 次の文書を参照し て く だ さい。 
http://h20000.www2.hp.com/bc/docs/support/SupportManual/c01868281/c01868281.pdf (英語サイ ト )

ターゲ ッ ト サーバーのプロビジ ョ ニング

作成し たカス タム構成は、 SA ク ラ イアン ト のHP-UX Provisioning APXに リ ス ト されます。 ネ ッ ト ワーク ブー ト   

プロンプ ト で待っている ターゲッ ト サーバーは、 HP-UX Provisioning APX の未プロビジ ョ ニングサーバーリ ス  

ト の下に表示されます。 以下では、 ターゲッ ト をプロビジ ョ ニングする方法を説明し ます。

HP-UX Provisioning APX

HP-UX Provisioning APXにアクセスするには、 次の手順を実行し ます。

1 SAク ラ イアン ト にログオン し ます。
164 付録B



2 [ラ イブ ラ リ ] タ ブを ク リ ッ ク し、 [拡張] > [Web] > [HP-UX Provisioning] を選択し ます。

図27 HP-UX Provisioning APX   

HP-UX Provisioning APXポ ッ プア ッ プウ ィ ン ド ウが開き、 HP-UX構成が表示されます。

図28 HP-UX Provisioning APX - HP-UX構成のリ ス ト    

Custom Configuration Editor APX で作成されたすべての構成が、 付与されているア ク セス権に基づいて、   

HP-UX Provisioning APXにリ ス ト されます。 リ ス ト には、 各構成の [Name]、 [Customer]、 [HP-UX Platform]、    

[Ignite Server]、 [Base Config] などの詳細が表示されます。 [Refresh]、 [Next]、 [Start] の各ボタ ン も表示さ    

れます。 サーバーにイ ンス ト ールするHP-UX構成を選択し、 [Next] を ク リ ッ ク し ます。
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構成を選択する と、 選択し た構成のカス タム構成およびソ フ ト ウェ アポリ シーなどの追加の詳細が表示

されます。 構成を選択する と、 [Next] ボタ ンが使用可能にな り ます。

図29 HP-UX Provisioning APX - HP-UX構成の選択  

3 [Next] を ク リ ッ ク し て、 未プロビジ ョ ニングサーバーを選択し ます。

ネ ッ ト ワーク ブー ト プロ ンプ ト で待機し ている未プロ ビジ ョ ニングサーバーの う ち、 選択し た構成プ

ラ ッ ト フ ォームに一致する ものがすべて表示され、 MACア ド レス、 イ ンス ト ールOS、 Igniteサーバー、 モ

デルの詳細が表示されます。 未プロビジ ョ ニングサーバーリ ス ト にあるサーバーは存在を登録されてい

ますが、 オペレーテ ィ ングシステムがイ ンス ト ールされていません。 

4 プロビジ ョ ニングするサーバーを選択し ます。 [CTRL] キーを押し ながらサーバーを選択する と、 同じ構 

成を使用し て同時に複数のサーバーをプロビジ ョ ニングできます。

図30 前に選択し た構成を使用し てプロビジ ョ ニングする ク ラ イアン ト の選択   

すべてのサーバーを選択し、[Start] ボタ ンをク リ ッ クする と、ただちにプロビジ ョ ニングが開始されます。 
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5 電子メ ール通知を設定するには、 [Next] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 次の画面が表示されます。

図31 電子メ ール通知の設定   

電子メ ール通知には、 デフ ォル ト ではジ ョ ブを実行し ているユーザーの電子メ ールア ド レスが表示され

ます。 電子メ ールア ド レスを追加するには、 [+Add] を ク リ ッ ク し ます。 ジ ョ ブが失敗または成功し た と 

きに通知を受信するには、 チ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 電子メ ールア ド レスを削除するには、 ア ド

レスを選択し て [Remove] を ク リ ッ ク し ます。

[Ticket Integration] のセクシ ョ ンでジ ョ ブチケ ッ ト IDを指定する こ と もできます。 このチケ ッ ト IDはジ ョ   

ブに関連付けられます。
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6 [Start] を ク リ ッ クする と、 Program APXに対し てジ ョ ブが開始され、 ジ ョ ブIDが割り当てられます。 

図32 プロビジ ョ ニングジ ョ ブの初期化   

図33 プロビジ ョ ニングジ ョ ブの初期化   

サーバー上でプロビジ ョ ニングジ ョ ブが正常に初期化される と、 次の画面が表示されます。 この画面に

は進行状況バーがあ り、進行状況のメ ッ セージによ って更新されます。プロビジ ョ ニングジ ョ ブ中には、

次のステータ ス メ ッ セージが更新されます。

— Waiting_to_install (イ ンス ト ール待ち中)

— Prepare_Config_File (構成フ ァ イルの準備)

— Configure_Disks (デ ィ スクの構成)

— Download_mini-system ( ミ ニシステムのダウンロー ド )

— Loading_software (ソ フ ト ウ ェ アのロー ド )

— Build_Kernel (カーネルのビルド )

— Boot_From_Client_Disk (ク ラ イアン ト デ ィ スクからのブー ト )

— Run_Postconfigure_Scripts (ポス ト 構成スク リ プ ト の実行)

— Agent Install (エージ ェ ン ト のイ ンス ト ール)
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— Remediate software policy (ソ フ ト ウ ェ アポ リ シーの修復)

図34 進行状況バーと ステータ ス メ ッ セージ   

プロビジ ョ ニングジ ョ ブが開始される と、2つの異なる進行状況バーが表示されます。総合進行状況バー

には、プロビジ ョ ニング対象のすべてのサーバーの進行状況の平均割合が表示されます。 こ こにはまた、

終了し たジ ョ ブの平均割合と ジ ョ ブの開始時刻も表示されます。

プロビジ ョ ニング対象の各サーバーの進行状況バーには、プロビジ ョ ニングの完了割合と、サーバー名、

MAC ア ド レス、 ステー タ ス、 ステー タ ス メ ッ セージの詳細が表示されます。 [% Complete] と  [Status   

Message] は、 プロビジ ョ ニングジ ョ ブの進行に応じ て更新されます。

図35 ソ フ ト ウ ェ アポ リ シーの修復のステータ ス メ ッ セージが表示された進行状況バー   
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サーバーのプロビジ ョ ニングが終わる と、デフ ォル ト ではエージ ェ ン ト がイ ンス ト ールされます。また、

構成で選択されたソ フ ト ウ ェ アポ リ シーがサーバーで修復されます。 HP-UX プロビジ ョ ニングジ ョ ブが

完了する と、 電子メ ール通知を設定し てある場合は通知が送信されます。

図36 ジ ョ ブ完了メ ッ セージが表示された進行状況バー   

プロビジ ョ ニングされたサーバーはSAによ って管理されます。サーバーは [デバイス] >  [すべての管理対    

象サーバー ] の下に リ ス ト されます。 サーバーを選択し てから、 [表示] > [プロパテ ィ ] を選択し ます。 カ    

ス タ マー値が表示されます。 これは構成のカス タ マー値と同じ です。 サーバーが管理対象サーバーと し

て表示されるのは、 そのカス タ マーに対するアクセス権が付与されている場合だけです。

サーバーに関連付けられた構成名を確認する こ と もできます。 [表示] > [カス タム属性] を選択し ます。 こ   

れは、 サーバーのプロビジ ョ ニングに使用された構成を知るために使用できます。
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SAコ アのジ ョ ブ と セ ッ シ ョ ン

HP-UX Provisioning APXは、 ジ ョ ブ IDを割り当てます。 ジ ョ ブステー タ スを確認するには、 ジ ョ ブIDを[SA] >   

[ジ ョ ブ と セ ッ シ ョ ン] > [ジ ョ ブログ] で使用し ます。

図37 SAのジ ョ ブ と セ ッ シ ョ ンでのジ ョ ブステータ ス   

ジ ョ ブをダブルク リ ッ クする こ と で、 指定されたジ ョ ブチケ ッ ト IDを通知タ ブに表示する こ と もできます。
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カス タム構成の削除

カス タム構成を削除するには、 次のタ スク を実行し ます。

1 HP-UX Custom Configuration Editor APXをInternet Explorerで開きます。 

2 構成を選択するか、 [CTRL] キーを押し ながら複数の構成を選択し て、 [削除] を ク リ ッ ク し ます。

図38 カス タム構成プロ フ ァ イルの削除   

3 確認ウ ィ ン ド ウで [はい] を ク リ ッ ク し ます。 選択し た構成が削除され、 リ ス ト から消えます。

削除できる構成は、 構成の削除操作を実行する権限を付与されている ものだけです。

用語集

Ignite-UX

次の機能を持つHP-UX管理ツールセ ッ ト :

— 複数のク ラ イアン ト へのHP-UXの同時イ ンス ト ール

— ク ラ イアン ト への複数のイ ンス ト ールのためのカス タムイ ンス ト ール構成 (ゴールデン イ メ ージ) の  

作成

— 復旧メ デ ィ アの作成

— ローカルおよびリ モー ト でのHP-UXク ラ イアン ト の復旧

Ignite-UXサーバー

Ignite-UXを使用し てク ラ イアン ト システムにHP-UXを イ ンス ト ールするために使用するサーバー。

ゴールデン イ メ ージ

ゴールデンアーカ イブ と構成フ ァ イルの組み合わせで、 システムのデ ィ スクレイアウ ト と フ ァ イルシステ

ムを記述する役割を果た し ます。ク ラ イアン ト を イ ンス ト ールするための共通構成と し て使用されます。
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Ignite属性

サーバーのプロビジ ョ ニングの際に、 ゴールデン イ メ ージに定義された標準の属性値を上書きする新し

いカス タ マイズし た値を指定する カス タム属性。

ネ ッ ト ワーク ブー ト

Ignite-UXサーバーからのネ ッ ト ワーク接続を通じ たHP-UXイ ンス ト ールカーネルのシステムブー ト 。

ターゲッ ト またはターゲッ ト サーバー

プロビジ ョ ニング対象のHP Integrityサーバー。

Custom Configuration Editor APX

HP-UXプロビジ ョ ニング用のカス タム構成の作成と削除のために使用されるAPX。

HP-UX Provisioning APX

ターゲッ ト サーバーに対し てHP-UXプロビジ ョ ニングを開始するために使用されるAPX。

サンプル構成

HP-UX プロビジ ョ ニング担当のSA管理者によ って新しいカス タ マーのために作成される最初の構成。 カ

ス タム構成と同じ ですが、 新しいカス タ マー用の最初の構成です。 これは、 SAク ラ イアン ト ラ イブ ラ リ

のHP-UX Configsフ ォルダーの下にカス タ マー名のサブフ ォルダーを作成し ます。

参考リ ン ク

• 11iv3のイ ンス ト ール情報:

http://h20000.www2.hp.com/bc/docs/support/SupportManual/c01916012/c01916012.pdf (英語サイ ト )

• ホワイ ト ペーパー : Ignite-LUX:Management and Integration of Ignite-UX Software on a Server Running Linux 
(次の場所) 

http://www.hp.com/go/ignite-ux-docs (英語サイ ト ) 

• Ignite-UXカス タム構成フ ァ イル: 

http://h20000.www2.hp.com/bc/docs/support/SupportManual/c01942568/c01942568.pdf (英語サイ ト ) 

• Ignite-UX: 

http://h20000.www2.hp.com/bizsupport/TechSupport/
DocumentIndex.jsp?lang=en&cc=us&taskId=101&prodClassId=10008&contentType=SupportManual&
docIndexId=64255&prodTypeId=18964&prodSeriesId=4077173 (英語サイ ト )
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ト ラ ブルシューテ ィ ング

発生する可能性がある問題のシナ リ オ と解決策の例を以下に示し ます。

シナ リ オ: イ ンス ト ール待ち中のサーバーがない

選択し た構成の HP-UX バージ ョ ンに一致する HP-UX バージ ョ ンのサーバーがネ ッ ト ワーク ブー ト プロンプ ト

で待機し ていない場合は、 次のメ ッ セージが表示されます。

図39 イ ンス ト ール待ち中のサーバーがない   

正しい構成を選択し ている こ と を確認し ます。

シナ リ オ: イ ンス ト ール待ち中のサーバーが管理対象サーバーである

ネ ッ ト ワーク イ ンス ト ールを待っ ているサーバーがすでに SA によ っ て管理されている場合、 次の警告 メ ッ

セージが表示されます。

図40 イ ンス ト ール待ち中のサーバーが管理対象サーバーである    

この警告メ ッ セージは、 リ ス ト されているサーバーがイ ンス ト ールを待っているが、 これらはSAで管理対象

サーバーと し て リ ス ト されているため、再プロビジ ョ ニングの候補と ならないこ と を示し ます。これらのサー

バーの再プロビジ ョ ニングを続行するには、 これら をSAの管理対象サーバーリ ス ト から手動で削除する必要

があ り ます。

SAの管理対象サーバーリ ス ト にあるサーバーの非アクテ ィ ブ化と削除の方法については、 『SAユーザーガイ

ド : Server Automation』 を参照し て く だ さい。

図41  再プロビジ ョ ニング対象の削除された管理対象サーバーのリ ス ト    

削除されたサーバーは、SAの管理対象サーバーリ ス ト には表示されな く な り ます。HP-UX Provisioning APXウ ィ   

ン ド ウで [Refresh] を ク リ ッ クする と、 サーバーが未プロビジ ョ ニングサーバープールの下に リ ス ト されま  

す。 サーバーを選択し て、 プロビジ ョ ニングを続行し ます。
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シナ リ オ: 構成が利用不可またはアクセス権が付与されていない

このメ ッ セージが表示されるのは、 構成を リ ス ト するためのアクセス権が付与されていないか、 構成が見つ
からない場合です。

図42 利用可能な構成がないかアクセス権が付与されていない   

SA管理者に連絡し てアクセス権を取得するか、Custom Configuration Editor APXを使用し て必要な構成を作成し   

ます。

シナ リ オ: ターゲッ ト リ ス ト が正し く ない

場合によ っ ては、 APX ク ラ イアン ト のメ ニューのデータが古 く なったためにエ ラーが発生する こ とがあ り ま

す。 たと えば、 現在ネ ッ ト ワーク イ ンス ト ールを待っていないク ラ イアン ト や、 ホス ト 名が正し く ないク ラ
イアン ト などです。

• 現在ネ ッ ト ワーク イ ンス ト ールを待っていないク ラ イアン ト がAPXク ラ イアン ト リ ス ト に表示される。

ターゲッ ト サーバーがネ ッ ト ワーク イ ンス ト ールを待っている間にリ セ ッ ト される と、 Ignite-UX は変更

を検出できず、 ク ラ イアン ト のステータ スを更新し ません。 

イ ンス ト ールを再試行するか、/var/opt/ignite/clients/の下のターゲッ ト のデ ィ レ ク ト リ を削除し

ます。 各ク ラ イアン ト に対し て 2 つのデ ィ レ ク ト リがあ り ます。 1 つは<MACア ド レス> とい う 形式 ( 例、 

0x00306EF37245) で、 も う 1つはそのデ ィ レ ク ト リへのシンボリ ッ ク リ ン クです。 両方のデ ィ レ ク ト リ 

を削除し ます。

• ク ラ イアン ト が正し く ないホス ト 名でAPXにリ ス ト される。

これは、 ク ラ イアン ト をプロビジ ョ ニングし た後で、 別のホス ト 名を提供するよ う にDHCPを変更し た場

合に起こ り ます。 Ignite UXは、 (MACア ド レスに基づいてク ラ イアン ト を検出し たと きに) ク ラ イアン ト 用  

にセ ッ ト ア ッ プ し た/var/opt/ignite/clients/の下のデ ィ レ ク ト リ を再使用するので、 APXもその情

報を再使用し ます。 ク ラ イアン ト 用の 2 つのデ ィ レ ク ト リ  (/var/opt/ignite/clientsの下 ) を削除し  

て、 イ ンス ト ールをやり直し ます。

シナ リ オ: イ ンス ト ールのタ イムアウ ト エラー

イ ンス ト ールのタ イムアウ ト エラーは、 ターゲッ ト サーバーに対し てプロビジ ョ ニングジ ョ ブが開始されな
かった場合に発生し ます。 原因と し ては、 ネ ッ ト ワークの問題、 ゴールデン イ メ ージが利用できないなどの
理由が考えられます。

図43 サーバーに対し てプロビジ ョ ニングが開始されない   

ネ ッ ト ワーク接続と Igniteイ メ ージへのアクセスを確認し てから、 APXを再実行し てプロビジ ョ ニングを開始

し ます。
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シナ リ オ: ソ フ ト ウ ェ アのロー ド エラー

ソ フ ト ウ ェ アのロー ド エラーは、 次の原因で発生し ます。

• ネ ッ ト ワークの問題

• 対応するアーカ イブが存在し ないかアクセスできない

• ゴールデン イ メ ージのセ ッ ト ア ッ プが正し く ない

図44 ゴールデン イ メ ージのセ ッ ト ア ッ プが正し く ない   

これを解決するには、 Ignite固有の構成フ ァ イル、 イ ンデッ クスフ ァ イル、 アーカ イブが正し く セ ッ ト ア ッ プ

され、 正しい場所を指し ている こ と を確認し ます。 また、 ターゲッ ト と Igniteサーバーとの間のネ ッ ト ワーク

接続が使用可能である こ と を確認し ます。

シナ リ オ: 構成フ ァ イルの準備エラー

構成に指定されたカス タム属性に構文エラーが見つかった場合、またはカス タム属性に互換性がない場合は、

サーバーに対するプロビジ ョ ニングジ ョ ブは開始されません。

図45 無効なIgnite属性によるプロビジ ョ ニングの失敗   

システムを リ ブー ト し てネ ッ ト ワーク ブー ト プロンプ ト に戻し、 カス タム属性を修正し た新しい構成を作成

し ます。 指定し た構文が正し く 、 互換性がある こ と を確認し ます。

シナ リ オ: エージ ェ ン ト が開始されない

ジ ョ ブが正常に完了した後で、 新し く プロビジ ョ ニングされたターゲッ ト に対してSAエージ ェ ン トが開始され

ない場合、 使用したゴールデンイ メージにすでにエージ ェ ン トがインス ト ールされていた可能性があり ます。 

た と えば、 標準のプロビジ ョ ニングプロセスの過程で、 HP-UX がサーバーにイ ンス ト ールされた後で、 エー

ジ ェ ン ト を イ ンス ト ールするポス ト イ ンス ト ールス ク リ プ ト がサーバーに対し て実行される場合があ り ま

す。 この場合、 エージ ェ ン ト がゴールデン イ メ ージ と と もにすでにイ ンス ト ールされているため、 エージ ェ

ン ト は開始されません。
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